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取扱説明書 


ヤマ八製品をお買い上げいただをまして、まことに 
あ0びとラございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取 
扱説明書と保証書をよくお読みください。 

お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確か奴、販売ちか5お夏け取0ください。 


保証書別添付 
















まを上のご注意 

細の師こ、必ずこの巧き上のごま意」をょくお読みくださし、 D 


ここに示したミ主意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでわ見られる所に必ず保管してくださし、。 

■ 記号表示にごいて 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意昧びあ0ます。 


A 公 

「ご注意ください」というミち意喚起を示します。 

0 ®®®® 

「〜しないでください」といラ「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」といラ強制を示します。 


■ r 警告 J と r ミ主意 J について 


政下、誤った取0扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
「警吉」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死じする 
可能性または重傷を負ラ可 
能性び想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A ミ±ラ可能性または物的損害び 
/'\ / iX #^ 発生する可能胁觸定される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源コ-ド 

〇 

化ず実行 

電源プラグは、見える位置で、手が届く韓囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜くためです。 

を 

プラグを巧く 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

•異常なにおいや音がする。•煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いらのを上に載だない。 

•ステープルで止めない。•加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

な線がむさ出しのまま使巧すると、火がや感電の原因に 
なじます。 


〇 

曲ず実巧 

必ず AC 100 V (日0/巨 OHz ) の電源電圧で使用ずる。 

それ J ； (外の電源電圧で使用すると、火がや感電の原因に 
な0ます。 

S) 

本機の AC アウトレットに、指定された供給電力を超 
えた機器を接続しない。また、供給電力内であっても 
電熱器‘ドライヤー•電子調理器菁は接続しない。 

火災の原因にな0ます。 

電池 

〇 

禁止 

電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になりま 
す。 


電池からをれ出た液には直接軸れない。 

( 、、 I 液び目や□に入ったり、励雷についたりした場合はすぐ 
\ツ に水で洗い流し、医師にネ目談してください。 

禁止 
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巧お禁止 


巧お禁止 


分お-改造は厳禁。キャビネットは絕対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


設置 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、おず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火ぶや感電の原因にな0ます。 

曲ず実巧 


接軸禁止 


雷び鳴りはじめたら、電源プラグには邮れない。 

感電の原因になります。 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• ミ 谷室*台所*海岸*水辺 
• 加;’面器を過度にさかせた部屋 
•雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
1 薬品.□ウソタなどを置かない。 

V ^ 水や異物が中に入ると、火がや感電の原因にな0ます。 
»1卜 接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 

になります。 


Q 放熱のため本機を設置ずる際には： 

• 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(本機の周囲に左ち吕 0cm、 上 30cm、 背面 20cmW 上 
のスぺースを確 f 呆する。） 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因にな0ます。 


巧用上のミ主意 


Q 放熱用の通風孔、パネルのずを間か6金属や紙片な 
ど異物を入れない。 

火がや感電の原因になります。 

禁止 


〇 スピーカーターミナルレンチはかさなお子様の手の 
届かないところに保管ずる。 

ルさなお子様びあやまって飲むおそれびお0ます。 

0ず実巧 


手入れ 


〇 電源プラグのゴ=やほこりは、定期のにとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

0ず実巧 


A ミ主意 


電源/電源コード 


〇 おず付属の専用電源コードを使用ずる。 

専用電源コード政外の使用は、火がや感電の原因になり 
ます。 

化ず実行 


長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜く。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧く 


〇 

曲ず実巧 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
にほこりが堆積して発熱や火がの原因になります。 

〇 

禁止 

電源プラグを差し込んだとを、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

電池 


めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししない。 

感電の原因にな0ます。 


〇 電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従って、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけがの原因にな 

0ず実巧 0 ます。 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つき、火がや感電の原因になります。 


Q 指定 L ソ外の電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因にな0ます。 
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〇 

電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池がショートし、破裂や液ちれにより、火がやけびの 
原因にな0ます。 

S) 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液をれにより、火がやけがの原因になります。 

〇 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取りがず。 

破裂や液をれにより、义がやけがの原因になります。 

0 ず実行 


〇 

使い切った電池は、自治体のを例または取り決めに 
従って廃棄ずる。 

化ず実行 


設置 

〇 

おず 2 人 ULt で開捆や持ち運びをずる。 

重いので、けびの原因になります。 

0 ず実行 


S) 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

S) 

直射日光のあたる場巧や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び蜜あしたり内部回路に悪該響が生じて、 
火災の原因にな0ます。 

S) 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因に 
な0ます。 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあります。 

S) 

他の電気製品を本機の上に置かない。 

本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあ 
たをるおそれびおります。 


〇 屋外アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、技術と経験が必要です。 

化ず実行 


巧動 

を 

プラグを巧< 

移動をずるとをには電源スイッチを切り、ずべての 
接続を外ず。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードが傷つさ、火がや感電の原因になります。 

使用上のを意 

〇 

曲ず実巧 

再生を始める前には、アンプの音量(ボリューム)を 
最小にずる。 

突然大さな音が出て、聴覚障害の原因にな 0 ます。 

S) 

音が重んだ状態で長時間使巧しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因になります。 

〇 

大さな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因にな 0 ます。 

合 

環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が発生 
することがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 

〇 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるとをには、必ず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 

0ず実巧 


S) 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成 ミ 先剤等で列装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装が傷んだ 0、 部品び溶解することびあ 0 ます。 

A 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火がや故障の原 
因にな D ます。 

注意 
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音声出力を詳細に設定する…. 

デコーダー を選ぶ….. . 

音場パラ^ーターを変更する 
手動で本機を設定する 
(MANUAL SETUP ). 

セット;ニューの操作手順… 

1 SPEAKER MENU (スピーカー設定) 

2 VOLUME MENU (音量設定) . 

3 SOUND MENU (音の設定） . 

4 VIDEO MENU (映像の設定） . 

己 INPUT MENU (入力の設定） . 

6 OPTION MENU (その他の設定） ....... 

本機の設定を呼び出す-保をする 
(SYSTEM MEMORY ). 

現在の設定を保をする . 

保ちした設定を呼び出ず . 

；><モ U —機能の使用例 . 

リモコンの機能を詳しく知る . 

U モコンでさまざまな機器を操作ずる…. 

リモコンコードを設定する . 

他の機器の U モコン機能を記憶する 

(ラーニング） ... 

U モコンに表示される機器の名前を 

マク□機能巷接式;: imiim 
リモコンを初期化する ... 

本機の設定を変更する 
(ADVANCED SETUP ). 

アドバンストセットアップ 

六ニューの操作手順.… . 


その他の情報 


基本操作 


再生する . 

基本的な操作 . 

音声を入力ずる端テを選ぶ 

(入カモード切り誓え）……… . 

マルチチャンネル入力の音声を聴く ....... 

へッドホンで再生を楽しむ . 

一時的に音量を下げる ... 

入力信号情報を表示ずる.. . 

一定時間後に自動的にスタンバイにする 
(ス U —プタイマー） . 

音場プ□グラムを楽しむ . 

音場プ□グラムを選ぶ . 

よ0立体的な音場を楽しむ 

(CINEMA DSP 3 D モード） . 

音場効果をかけずに再生ずる 

(ストレートデコードモード） . 

その他の音声機能 . 

原音に忠実な音質で巧生ずる 

(ピュアダイレクトモード） ... 

音色を調節ずる 

( I ンコント□ー ル） . 

スピーカーの音量を調節する . 

FM / AM 放送を聴< . 

選局方法を選ぶ . 

FM / AM 放送を選局ずる ... 

FM / AM 放送局を登録する . 

iPod を再生する . 

iPod を操作ずる . 

Bluet 00 け 1 ⑥機器を再生する . 

Bluetooth ® レシーバーと Bluetooth ® 

機器をペアリングする.. . 

Bluetooth ® 機器の巧生を楽しむ 

USB デバイスを再生する . 

ショートカツトを登録する . 


故障かな？と思った5 . 93 

すべての設定を初期設定に戻す . 103 

用語/巧術解説 . 104 

音場プ□グラム解説 . 108 

パラメトリックイコライザーについて ...... 109 

まな仕様 . 110 

セツトメニューツリー . 112 


付録 

索引 . 114 

入力信号と再生スピーカー対応表 . 122 

GP し/し GPL . 124 

リモコンコードー覧 . 129 


[©MASTER ON / OFF 」 や「感 DVD 」 （例）は、フ 

□ントパネルまたはリモコンキーなどの名称を表して 
います。それぞれのキーの場巧については、別紙「操 
作パネル図」、または本書巻末をご覧ください。 


マニュアル設定 （MANUAL SETUP ) で 


でさること . 6 

本機の特長 . 7 

付属品を確認ずる . 7 

本書の記載について . 8 

リモコンを準備する . 9 

接続か5再生までの手順 . 10 


準備 

接続する . 14 

最適な視聴空間を自動的に設定する 
( YPA 0). 33 

AUTO SETUP を始める前に . 33 

通常自動測定 . 33 

詳細自動測定 . 36 

設定値を]^^前の状態に戻す . 37 


はじめに 


応用操作 


990 7 7801457 9 9 01 2 2 4 6 780 1 1 
日已6 B 6677777 7788888 8 889 9 9 


88 99900 12 2 8 89 9 990001335 己已67 
33 33344 444 4 44 4 44己己已已己已ち 已已ち已 
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MANUAL SETUP では、 U スこング環境に応じてさまざまな設定を変更でをます。 UTR ま 、 MANUAL 
SETUP で調節できる便利なメこユーを記載しています。各こユーについて詳しくは「手動で本機を設定 
する （MANUAL SETUP )」（67 ぺージ)、および「セツトメこューツ U —」（112 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 


スピーカーを設定ずる 

AUTO SETUP によるスピーカー設定が U スこン 
グ環境に適していない場合、し U 下の項目を手動で調 
即ごさます。 

二こ二-二： . : k nr Ts •:: /\° — ごク 

-■ りし .. 广り ... し . s... i り . ~i . ん I —ク り11 い ..4 \ ノノ 

---- -- 、ミ r •• ミミ!…！ (C1 へ〇 : - 、； \ 

二 : rCii— げ \ に . ド . i’ii こ i’’i し i ^ LJlvilL. (，〇〇 ~V ) 

二：二 -. 二： - _、 r-sTCTrikir-L：r /cq /\°— ごク、 

—■ りし " 广 i 化 ~|- い ~| — ， fc ■•■ 五 -": i rii I'-'l.. 、〇づ ' \ ゾ） 

5ユート時の音量を設定する 

テレビを視聴中に電話びかかってをたとをなど、完 
全に音を消した<ない場合に、下げる音量を設定で 
さます。 

11.—.! lit"—' !. J 产"！ ！ ！ ！ I. .1 : : ■サ I I -1-1 I，... I—' / 1 〜。 〜/、 

: ミ . JLJJi.ii 二 .— 、 i.iU i .i. i..M . コ i Y'r" \Z. (/ I • \ ノ J 

音量の初期値を設定ずる 

入カソースに記録されている音量にかかわらず、電 
源をオンにしたとをの音量を設定でをます。 

I I ! I 1 1 J I—' !. J !-■■ ! ! ! : T ! ! T -I- II / ~71 〜々、 

vUL mL'I'IL i'iLJ'HU — 、 え 1.1 え i B : ミ "■ り … II \ / I /\ ン J 

ダイナミックレンジを設定する 

最小音量と最大音量の幅をダイナ5ックレンジとい 
います。ダイナミックレンジび広くなるほど、ビッ 
トスト U —ム音声信号を正確に再生します。スピー 
カー再生用とへッドホン再生用で個別に設定でさま 
す。 

りけ .. L .!!■■- ! :! I 产 . I I! : J ザ .—. : '^7 广、へ 0 、•、：、 

こ :: ミ . JiJi-.il.. ‘ i'ii: こ門ミ .- ミー 、 1/ y i'irii'i j. U KriiiuiiL \/ cL ' \ ソ J 

音声と映像のずれを補正する 

接続機器により、映像び音声よりも遅れて再生され 
ることびあります。映像と音声の出カタイ5ング補 
正機能を持つ映像機器を本機と HDMI 接続してい 
る場合、出カタイ5ングを自動的に補正でをます。 

り.け..-、 . り —t ;; I • !!—. /> A ° -、、： \ 

こ :: ミ .Ji-M'-il ■.‘ rid'iU — 、 L •え r . 三 I ■i'riL. 、/ CL / 、 ^ ) 

入出力端テの割り当てを変更ずる 

初期設定で各端テに割 D 当てられている機器とは異 
なる機器を接続する場合に端テの割り当てを変更で 
さます。フロントパネルディスプレイやモニター画 
面に表示される入カソース名ち変更でをます。 

で ！. ！ "■! ! ! ■?" k-：!. • S S / I . \ / —7 N マ , .■■■■ で ， ".. い L S 'T' 

j. i'ir U i i'iL.iHU —， \/\.J J ^ 人 )— > え ..- ij け二 :. 二 | い .: だ .. り .1!! こ門 1 

(7 己ぺージ） 

ザ ！！！I I —I— t ■!!■—! I! ! / ~1 I 、/ —y 、 サ！！ ！■—•!! ■■产 ， ... I—■ ! ! J 产 " 

j. i'ir • し i i i'ii : こ i'-iU — > \ J\j J ノ 人 ）—、 .1 i'ir U i r:::i 二 . け鬥門ご . 

(7 己ぺージ） 

入カソース間の音量差を補正ずる 

入カソースを変更したとさに音量が変化する場合 
に、ソースごとに音量を調節でをます。 

ザ ！！！I I —I- t .1!— ! !! ! / ~1 I v / —7 、 I ! ! ■■. ザ ！ . J 

J. riru i i’iLr'iu — > ( 人刀ノ _ 人 ）一 yuL . i 
(7 已ページ） 


バックグラウンドビデオ機能を設定する 

CD やラジオの音声を映像と一緒に楽しみたい場合 
に映像ソースを設定します。たとえば、 FM 放送を 
聴をなびら DVD 映像を楽しむには、 「 TUNER 」 

を選んでから 「 BGV 」 を 「 DVD 」 に設定します。 
INPUT MENU 一 （ 入カソース）一 BGU (76 ぺージ） 

フ□ントパネルディスプレイの明るさを調節ずる 

フ□ントパネルディスプレイの明るさを暗くしたり 
巧る< した0することびでをます。 

ur i .1 ui'i i'i こ:.け Li —> し •=.!• 二 : 广し..け丫 二 li 二 i —> 。え r ミ i'ii 二門 

(77 ページ） 


シヨートメツセージ表示をオン/オフずる 

フロントパネルや U モコンキーで本機を操作すると 
モニター画面にシヨートメツセージを表示します。 
表示をオフにしたい場合は 「 OFF 」 に設定してくだ 
さい（初期設定： ON )。 


(77 ページ） 


モニター画面の表示時間を設定ずる 

iPod や USB メニューを操作したとさに、モニ 
ター画面にメニューを表示する時間を設定でさま 
す。 

ur i .L Ui'i 門こ :. け U —> い .L 二 : 厂し"け丫 二 li 二 i —> Ui'i . こん .• ド . E :； •こけ 

(77 ページ） 


設定値を巧護ずる 

音場パラメーターなどの設定を変更した場合に、誤 
操作による設定値の変更を防止でをます。 

ijr i .1 Ui'i I'iCiHU — 、 i'iiili'iUK Y ミ .: リ / U * \ ノ J 
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本機の特長 


高音質八イパワー7チャンネルアンプ 

♦ 定格出力(60、2日 Hz 〜2日 kHz 、 を率日.日目％) 

フ□ント：13日 W + 13日 W 
センター：13日 W 
サラウンド：13日 W + ]3日 W 
サラウンドバック：13日 W + ]3日 W 

入出力端子 

♦ HDMI (入力 X 4、 出力 X 1)、 D 已ビデオ（入力 X 3、 
出力 X ])、コンポーネントビデオ（入力 X 3、 出力 X 
1)、 S ビデオ（入力 X 目、出力 X 3)、 コンポジット 
ビデオ（入力 X 目、出力 X 3)、 同軸デジタル（入力 X 
3)、光デジタル（入力 X 己、出力 X 2)、 アナ□グ 
(入力 X 1日、出力 X 3 )、 USB X 1 

♦ スピーカー端子 （7 チャンネル)、プ U アウト端子 （7 
チャンネル）、サブウーファー端テ、プレゼンススピー 
力一端子 

♦アナ □ クス、 レチチャンネ J レ入力端子(目/ 8チャンネル) 

音場プ□グラム 

♦ ヤマ八独自の音場技術 

♦ CINEMA DSP 3 D 

♦ コンプレスト SiL — ジック•エン八ンサー 

♦ パーチャルシネマ DSP 

♦ サイレントシネマ 

を彩なデコーター 

♦ Dolby TrueHDx Dolby Digital Plus 

♦ DTS - HD マスターオーディオ、 

DTS-HD A イレゾリューシヨンオーディオ 

♦ Dolby Digital / Dolby Di 留 tal EX 

♦ DTS / DTS-ES Matrix 目. 1 、 Discrete 目.1、 

DTS 白色/ 24 

♦ Dolby Pro Logic / Dolby Pro Logic II / 

Dolby Pro Logic llx 

♦ DTS NEO : 目 

♦ SRS Circle Surround II 

♦ AAC 

高機能 FM / AM チューナー 

♦ 4 日局まで登録巧能なプ U セット選局 

♦ 才ートプ U セツト選局 


HDMI ™ ( High-Definition Multimedia Interface ) 

♦ フル八イビジョン映像をマルチチャンネルデジタル音 
声と一緒に楽しめる HDMI ( vl .3 a . Deep Color 、 
XA /. C 日 lor ™ 対応）インターフエース （1 日扫日 P 映像信 
号の伝送にを対応） 

一映像と音声のずれ浦正機能 （ U ップシンク） 

ーディープカラー映像信号 （3 日/3目 bit ) 対応 
一 x . v . Color ™ 映像信号対応 
一八イビジョン映像対応 
一 高品質デジタル音声フォー マッ ト対応 

♦ HDCP ( High-bandwidth Digital Content 
Protection System ) 準拠 

♦ アナ□グ映像入力信号を HDMI デジタル映像信号へ変 
換してモニター出力でさるビデオコンバージョン機能 
(コンポジットビデオ A S ビデオなコンポーネントビ 
デオー HDMI ) 

♦ アナ□グ映像信号の解像度変換機能（48功または 
480 p 一 720 p または1080し1080 p ) 

DOCK 端子 

♦ 巾マ八製 iPod 用ドック（別売 YDS -1] など）や 
Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバー(別売 
YBA -1 日など）を接続でをる DOCK 端子を装備 

USB 端子 

♦ US 巨デバイスを接続できる USB 端子を装備 

スピーカー 自動設定機能 

♦ 視聴空間自動最適化システム 「 YPAO」（Yamaha 
Parametric Room Acoustic Optimizer ) 

♦ 複数の iJ スニングポジションに対応でさるマ J レチ測定機能 
♦ パラメトリックイコライヴー選択機能 

その他 

♦192 kHz 、24 bit の D/A コンバーター 
♦ 視聴環境に合わせて各種設定をモニターを見なび5変 
更でさるメニュー画面表示機能 
♦ アナ□グ映像の I / P 変換機能 (480 i -480 p ) 

♦ すべてのソースを高音質で再生でさるピュアダイレク 
トモート 

♦ 音量とダイナミックレンジの連動機能 
(ADAPTIVE DRC ) 

♦ 音量と DSP 効果レベルの連動機能 
(ADAPTIVE DSP LEVEL ) 

♦ コード設定機能付リモコン 

♦ 設定が寅 J 封呆存した0呼び出した0でさるシステム方モリー 
♦ スリープタイマー 


付属品を確認ずる 


同捆されている付属品を確認してぐたさい。 

□ FM 簡易アンテナ 
□ 電源コード 

□ スピーカーター S ナルレンチ 


□ リモコン 

□ 単4乾電池 （4 本） 

□ オプティマイザーマイク 
□ AM ループアンテナ 
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本書の記載について 


本書について 

•ぶ'- は知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

-フ□ントパネルキーと U モコンキーのどちらでち操 
作でさる場合びありまず。フ□ントパネルキーと U 
モコンキーの名称び違ラ場合は、 （） 内に U モコ 
ンキーの名称を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製 
品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異な 
る場合びありまず。また、仕様は予告なく変更され 
ることびありまず。ご了承ください。 

- 「©MASTER ON / OFF 」 や「感 DVD 」 （例）は、 

フ□ントパネルまたは U モコンキーなどの名称を表 
しています。それぞれのキーの場所については、別 
紙「操作パネル図」、または本書巻末をご覧くださ 
い。 


Hsmi 

HDMI、HDMI □コ f 、 および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing . LLC の商 
標または登録商標です。 

x.v.Color 

「 x . v . Color 」 は、ソニー株式会社の商標です。 


SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ "™ SILENT CINEMaTM 」 はヤマ八 
株式会社の登歸商標です。 


田 DOLBY 

TRUETT7 I 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されて 
います。「ドルビー」、 「 PR 日 LOG に 」、 [Surround EXJ 
およびダブル D 記号□□は、ドルビーラボラトリーズの 
商標です。 


SRSC«) 

Circle Surround U. FOCUS 、 TruBass、SRS と 
(：♦) 記号は SRS Labs . Inc . の商標です 。 Circle 
Surround n 、 F 日 CUS と TruBass 技術は SRS Labs . 
Inc . からのライセンスに基づさ製品化されています。 



Master Audio 


米国特言午已 .4 已1,目42、已.目已目，目74、已，974,38日、 

已，曰78,762、目.226, 6] 色、目，487.已3己おぶびその他 
の国における特許（出願中含む）に基づき製造されていま 
す。 

DTS は DTS 社の登録商標です。また、 DTSn 3’、 記 
号、および DTS - HD 、 DTS-HD Master Audi 日は DTS 
社の商標です。 

着作権]目9目-2日日7年 DTS 社。不許複製。 

巧 

AAC 

AAC □コ‘マーク\ろはドルビーラボラト U — ズの商標です。 
政下はパテントナンバーです。 


08/937.9 已〇已 .633.981 已 .227.788 5.299.239 
己848391 己297 236 己,28己,498 己.299.240 


己,291，己己7 
巳,4已1，9已4 
巳400 433 
巳.222，189 
巳.3已7,己94 
巳7已2 22已 
己394,473 
巳.已83,9巨2 
己274,740 


4.914,701 
己,23己,671 
07/巨40,已已〇 
已.巳79.430 
08/678.666 
98/03037 
97/02875 
97/02874 
98/03036 


巳.481.巨] 4 
已，己92,己84 
已,781,888 
08/039,478 
08/211,547 
已,703,999 
〇扫/己百7,04巨 
08/894,844 
已,299,238 


5.197 .087 
己.490.170 
己,2巨4,扫46 
已 .26 S .68 已 
已 .37 已 .189 
己已扫1,巨已4 
0己-1扫3,98扫 
已.已48.巳74 
08/已06.729 


iPod 

iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標または登録商標です。 
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u モコンを準備する 


■ リモコンに乾電池を入れる 



1 リモコンの電池カバーを取りはずす。 


2 付属の単4乾電池 （4 本）を極性 （ +、プラス/ 
-、マイナス）表示にしたがってリモコンの電池 
ケースに入れる。 


3 電池カバーをリモコンに装着ずる。 

ご注意 

-政下の場合はすべての乾電池を新しいちのに交撰して 
<ださい。 

一 U モコンの操作範囲びせまくなった 
ートランスミットインジケーターび光5ない、または 
光び弱<なった 

•新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。新しい乾電池の寿命を縮故たり、ちい乾電池か 
らミ夜び漏れたりすることびあります。 

•種類の異なる乾電池（アルカ U とマンガンなど）を湿 
ぜて使用しないでください。乾電池には、形状び同じ 
でも性能び異なるちのありますのでごま意ください。 

-乾電池びミ夜漏れした場合は、液に触れないよラま意し 
て破棄してください。ミ夜び目や□に入ったり皮膚につ 
いたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し 
てください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース内 
をされいにふいて<ださい。 

-使い切った乾電池は、自治体の条例または取り決めに 
したびって破棄してください。 

•乾電池をがしたまましばらく （2 分政上）放置したり、 
消耗した乾電池をそのまま入れておいたりすると、リ 
モコンに設定したリモコンコードび消えてしまラこと 
びあります。このよラな場合は、乾電池を新しいわの 
に交換して、 U モコンコードを設定し直してくださし、 


■はじめに 
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接続から再生までの手順 


DVD を最ち簡単に再生する方法を説明します。 


フ□ント 



左 スピーカー 


^/ ■ \ 

ステップ1:_ 

スピーカーを 設置*接続ずる 

防11ぺージ 

V__ ) 


f \ 

ステップ2: 

DVD プレーヤーや他のが部 
機器を接続ずる 

防12ぺージ 



電源をオンとし、再生を始める 


防13ぺージ 

^_ J 


接続に必要なものを確認ずる 

ここでは、1；(下の付属品を使います。 

□ 電源コード 

1；(下は本機に付属されていません。 


□ スピーカー 

□ フ□ントス ピーカー . x 2 

□ センタースピーカー . X 1 

□ サラウンド スピーカー . x 4 


スピーカーは防磁型をお使いください。ま 
た、少なくとも2本（フロント用）1；(上のス 
ピーカーをご用意ください。フ□ント用 LU 外 
のスピーカーは、しソ下の順番で優先的にご用 
意ください。 

1. サラウンド スピーカー (2 本） 

2. センタースピーカ ー( 1本） 

3. サラウンドバックスピーカ ー( 1本また 
は2本） 


□ アンプ内蔵サブウーファー . X 1 

ピン端テを装備したアンプ内蔵サブウー 
ファーをご用意ください。 

□ スピーカーケーブル . x 7 

□ サブウーファー用ピンケーブル . XI 

ピンケーブルをご用意ください。 

□ DVD プレーヤー . X 1 

光デジタル出力端子および D 1 〜 D 已ビデオ 
出力端子を装備した DVD プレーヤーをご用 
意ください。 

□ モニター . X 1 

D ] 〜 D 已ビデオ端子を装備したテレビまた 
はプロジェクターをご用意ください。 

□ D 端テケーブル . x 2 

D 端子ケープルをご用意ください。 

□ 光ファイバーケーブル . XI 


再生スタート！ 
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接続か 6 再生までの手順 


ステップ1: 

スピーカーを 設置•接続ずる 


左チヤンネル （ L )、 ちチヤンネル旧）、「+」（プ 
ラス、赤)、「一」（マイナス、黒）を確認して正し 
く接続してください。 

フ□ント/センタースピーカーの接続 


スピーカーをお部屋に設置し、本機に接続します。 


胃 Blfff を辨>-顯击閱 


565555 


〇〇 *0000006 


;夕 

〇 

66 

〇〇 

01< 

お 

巧固る 

ミ砸〇 

OC 

OC 

) 

) 

0 1 fooo^i 

Si 画!回!展 

1 圍醫〜 




藝 




冒—冒 


SUBWOOFER PRE OUT 端モスピーカー端子 


1 スピーカーとサブウーファーをお部屋に設置す 
る。 


2 スピーカーケー ブルを スピーカーに 接続ずる。 



3 スピーカーケー ブルを本機の スピー カー端子に 
接続ずる。 


の® ③ ④ 



① スピーカーを接続する前に、本機とサフウー 
ファーの電源コードびコンセントに接続され 
ていないことを確認する。 

② ショートしないよラにな線をしっかりとよじ 
る 0 

③ スピーカーケーフルのお線どラしび接触しな 
いよラにする。 

④ スピーカーケーブルのな線び本機の金属部に 
触れないよラにする。 




4 サブウーファー用ピンケーブルを本機の 
SUBWOOFER PRE OUT 端テ、およびサブ 
ウーファーの入力端子に接続ずる。 


サブウーファー 本機 
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接続か 6 再生までの手順 


ステップ2: 

DVD プレーヤーや他の 
が部機器を接続ずる 


D 己 VIDEO 
MONITOR 

OUT 端子 DVD D 已 VIDEO Si 子 


fi ち ! 商 Sliii 凌泉恥 —;. 卜 gg1 

©OOyiMJ 明 00000001 C ^ 占ぉ豈 J 

*loi§oSSo§oWt®^' 

圖爾〇| 

o ' 谷 :0 0,01 


ミ’ 
ぶ 
ぶ- 

] 面员’〇 

3©〇〇 
1 〇〇〇 



〇〇 

00 


圆 I ^9〇〇— I 圖區 [^1 爾封 


蛙 





J 


DVD DIGITAL INPUT 
OPT に AL 端子 


2 DVD プレーヤーの D 1 〜 D 已ビデオ出力端子と 
本機の DVD D 已 VIDEO 端テを D 端モケーブ 
ルで接続ずる。 


DVD プレーヤー 



3モニターの D 1〜 D 已ビデオ入力端テと本機の 
D 已 VIDEO MONITOR OUT 端子を D 端モ 
ケーブルで接続ずる。 


/ \ 

本機および DVD プレーヤーが 
コンセントに接続されていないこ 
とをご確認ください。 

v _ ) 


1 DVD プレーヤーの光デジタル出力端子と本機 
の DVD DIGITAL INPUT OPTKAL 端子を 
光ファイバーケーブルで接続ずる。 



DVD プレーャー 本機 



4電源コードを本機に接続し、本機や他の外部機 
器の電源プラグをコンセントに接続ずる。 

:、も'こ 

電源コードの接続について詳しくは、29ぺージを 


ご覧ください。 

その他の接続について 
他のスピーカーシステム 

17 ぺージ 

端子や接続ケーブル 

腔' 20 ぺ一■ジ 

HDMI 

1 ■^吕 1 ぺージ 

テレビやプ□ジェクター 

1 ■^吕 3 ぺージ 

その他の機器 

1^24 ぺージ 

外部アンプ 

11^26 ぺージ 

マルチチャンネル出力端子がある機器 

偽を 1 ぺージ 

ヤマ A 製 iPod 用ドッグや Bluetooth レシー■パ’一 

FM/AM アンテナ 

腐を 1 ぺージ 

11^28 ぺージ 

USB デバイス 

腔' 已 6 ぺージ 
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接続か 5 再生までの手順 


ステップ3: 

電源をオンにし、再生を始める 


1 本機に接続したモニターの電源をオンにし、入 
力を本機の映像に切り替える。 


2 フロント/ f ネルの④ MASTER ON/OFF ス 
イッチを巧して、 ON の位置にずる。 



「 DVD 」 に切り替える。 


4 DVD プレーヤーで DVD を再生ずる。 


5 (©VOLUME コント□-ルを回して、音量を調 
節ずる。 


6 本機の電源をスタンバイにずるには、フ□ント 
パネルの® STANDBY/ON キーを巧ず。 



電源のオン/オフやスタンバイについて詳しくは、 
29ページをご覧ください。 


■ その他の操作について 


スピーカーの自動設定 

33ぺージ 

基本的な再生操作 

屈38ぺージ 

音場プ□グラム 

腹42ぺージ 

ピュアダイレクトモード 

C 3" 4日ぺージ 

FM / AM 放送の受信 

幅"已0ぺージ 

iPod の再生 

已3ぺージ 

Bluetooth 機器の再生 

幅"已已ぺージ 

USB デバイスの再生 

幅"己6ぺージ 



13ja 





























接続する 


リアパネル（背面) 


①② ③ @ ⑥ 




名称 

参照 

ぺージ 

① 

HDMI 端子 

21 

③ 

COMPONENT VIDEO / D5 VIDEO 端子 

20 

通 

映像機器用端子 

20 

0 

ANTENNA 端子 

28 

⑥ 

AC IN 

29 


AC OUTLETS 

29 

⑥ 

DOCK 端子 

27 

贷 

音声機器用端子 

20 



名称 

参照 

ぺージ 

⑥ 

DIGITAL INPUT / OUTPUT 端子 

20 

③ 

RS-232C 端子 

- 

顿 

MULTI CH INPUT 端子 

27 


PRE OUT 端子 

2 巨 


SPEAKERS 端子 

17 


WRENCH HOLDER 

19 


ごま意 I 

RS -232 C 端子はサービス用の端子です。通甫は使用し 
ませル0 
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接続ずる 


スピーカーを設置ずる 


下図はおすすめのスピーカー配置を表しています。 

ごぶこ 

•7.1 チヤンネルシステムでは、次世代才ーデイオフォーマット（□日 ! by TrueHD 、 DTS-HD Master Audio など）や 
音場プ□グラムの効果を最大に発揮で走ます。 

- CINEMA DSP 音場プ□グラムの効果をさらに楽しむには、プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。 

ス1チャンネル構成の場合 



1 




巨.1チャンネル構成の場合 




5.1 チャンネル構成の場合 
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接続ずる 


■ スピーカーについて 

フ□ント左/ちスピーカー ( FL / FR ) 

フ□ントチャンネルの音声（ステレオ音声）と効果 
音を出力します。 U スニングルーム前ちに、左ちの 
スピーカーを U スニングポジ シヨ ンから等距離に設 
置します。スク U - ンをお使いの場合は、スク U - 
ンの下辺から4分の1位の高さび適当です。 

センタースピーカー （ C ) 

会話やボーカルなど、画面中央に定位する音を出力 
します。フロント左/ちスピーカーの中間に設置し 
ます。テレビをお使いの場合は、画面とスピーカー 
の前面を揃え、テレビの上や下など、でさるだけ画 
面に近いところの中央に設置します。スクリーンを 
お使いの場合は、スク1」ーン真下の中央に設置しま 
す。 

サラウンド左/ちスピーカー ( SL / SR ) 

サラウンド音と効果音を出力します。リスニング 
ルーム左ち後ちに、 U スニングポジシヨンに向けて 
設置します。 


■ プレゼンス左/ちスピーカー ( PL / PR ) 
について 

プレゼンススピーカーを使えば、音場プログラム 
(42 ページ）を選んでいるとをに前ちの効果音を 
出力することによって、より豊かなプレゼンス音場 
を実現でをます 。 CINEMA DSP 音場プログラムを 
楽しむとさはプレゼンススピーカーを使ラことをお 
すすめします。 

スピーカーを PRESECE 端子に接続し、 
「PRESECE SP 」 を 「 YES 」 （己9ページ')に言受定 
してください。 

0.5 ~ 1 m 0■ 日 〜1 m 



.8 


サラウンドバック左/ちスピーカー 
( SBL / SBR ) 

後方の効果音を出力します。 U スニングルーム後ち 
に、 U スニングポジションに向けて設置します。左 
ちのスピーカーは 30 cm しツ上間隔を開けて設置し 
てください。フロント左/ちスピーカーと同じ間隔 
び理想的です。 


サブウーファー ( SW ) 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号に含まれる 
LFE (ほ域効果音）や、ほ音を出力します。ヤマ 
八-アクティブヴーボ-サブウーファーシステムな 
どの、アンプ内蔵サブウーファーをお使いくださ 
い。 U ス ニン グルーム 前ちのフロント左/ち スピー 
力 一の 外側に、 壁の 反射を 防ぐ ために 少し 内向を に 
して設置します。 


その他のスピーカー構成 

7.1 /6.1/己.1チヤンネルし U 外のスピーカー 
構成でち、マルチチヤンネルソースを音場プロ 
グラムと一緒に楽しめます。 

「AUTO SETUP 」（33 ぺージ)、または 
「SPEAKER MENU 」 （己8ぺージ）で、スピー 
力一のサラウン ド音声出力を設定でさます。 
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接続ずる 


<^11 ^3 

ち 左 ちを 


サラウンドスピーカー 


フ□ントス ピーカー 


ス ヒーカーを 接続ずる 


左チヤンネル （ L )、 ちチヤンネル （ R )、 「+」（プラス、赤)、「一」（マイナス、黒）を確認して正しく接続 
してください。間違えて接続すると、音声が正し<再生されないことがあります。 


舉化 

言口 


スピーカーを接続する前に、本機の電源プラグびコンセントに接続されていないことをご確認ください。 
スピーカーケーフルのお線どうしび接触した D 、 本機の金属部に触れたりしないようにしてください。 
本機やスピーカーび故障する原因となります。また、スピーカーケーブルびショートしていると、本 
機の電源をオンにしたとをにフロントパネルディスプレイに 「CHECK SP WEES 」 と表示されます。 
スピーカーは防磁型をお使い<ださい。防磁型スピーカーをお使いでちモニターの画面び乱れる場合 
は、モニターとスピーカーを離して設置してください。 

スピーカーは、インピーダンスび己0じ(上のをのをお使いください。 


1 


[ちま意 I 

一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケーブルです。ケーブルのラちの]本は極性を判別するために異 
なった色またはラインび入っています。異なった色の（またはラインの入っている、などの）ケーブルを本機とスピー 
力一の 「+」 (プラス、赤）へ、もラ片方のケーブルを「一」（マイナス、黒）へ接続してください。 

本機はサラウンドバックスピーカーとプレゼンススピーカーの両方を接続できますび、同時に音声を出力することはでき 
ません。選んでいる入カソースや音場プ□グラムに応じて、出力するスピーカーを自動的に決定します。 

■ 7.1 チャンネル時のスピーカー接続 

サブ了 _サラウンドバックス ピーカー 
左 石 



プレゼンススピーカーセンタースピーカー 
( 16 ぺージ） 
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接続ずる 
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6.1 チヤンネル時のスピーカー接続 

サラウンドバックス ピーカー 


サブウーファ¬ 




ブレゼンススピーカー ( 16 ページ） 


センタースピーカー 



サラウンドス ピーカー フ□ントス ピーカー 

■已 .1 チャンネル時のスピーカー接続 


サブウーファー 



サラウンドス ピーカー フ□ントス ピーカー 


媛' € € 

© © © 

0 1 の I 面— 
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接続ずる 


■ スピー カー ケーブルを接続ずる 


■ バイアンプ接続ずる 


1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を 
10 mm ぐ5いはびし、シヨートしないよラに 
な線をしっかりとよじる。 


10 mm 






お化 
言口 

バイアンプ接続をする場合は、本機とスピー 
力一を接続する前におずスピーカーのウー 
ファー端子とツイーター端テをつないでいる金 
具またはケーブルを取り外してください。 


本機はバイアンプ接続対応のスピーカーを下図のよ 
うに接続できます。 「 BI - AMP 」 で、バイアンプ機 
能をオンにしてください （92 ページ)。 


2付属のスピーカータ ー S ナルレンチを使ってス 
ピーカー端テをゆるめ、端子側面のずを間にス 
ピーカーケーブルのお線を差し&んでか5、端 
テを締め付ける。 



5本機リア/け、ルのレンチホルダーにかける。 



■ バナナプラグを使って接続ずる 


付属のスピーカーターミナルレンチを使ってスピー 
力一端テを締め付け、 端テの巧端にバナナプラグを 
差し込む。 



フ n ントス ピーカー 


ごを意 


バイアンプ接続をしない場合は、スピーカーのウー 
ファー端子とツィーター端子をつなぐ金具またはケープ 
ルびスピーカーに正しく取日付けられていることをごお 
認ください。詳しくは、スピーカーに付属している取扱 
説明書をご覧ください。 



1 
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接続ずる 


端子とケーブル 


本機は3種類の音声端テと4種類の映像端テ、 

HDMI 端テを装備しています。接続する機器に合わ 
せて、使用する端子をミ夫定してください。 

■ 音声端子 



AUDIO 端テ 

標準的なアナログ左ち音声信号をステレオピンケー 
ブルを使って伝送します。 

赤いケーブルの先端部を赤い端テへ、白いケーブル 
の先端部を白い端テへ接続して < ださい。 

COAXIAL 端子 

同軸デジタル音声信号をデジタル音声ピンケーブル 
を使って伝送します。 

OPTICAL 端モ 

光デジタル音声信号を光ファイノ（ーケーブルを使つ 
て伝送します。 


ご注意 I 


デジタル音青端子は、 PCM 信号、およびドルビーデジ 
タル、 DTS 、 AAC のビットスト U —ム信号を入力で舌 
ます。1つの機器を COAXIAL 端子と OPT に AL 端子 
の両方を使って接続した場合は、 COAXIAL 端テに入力 
された信号を優先的に再生します。本機の OPT に AL 入 
力端テは、サンプ IJ ング周波数日日 kHz までのデジタル 
信号に対応しています。 


■ 映像端子 



VIDEO 端子 

標準的なコンポジットビデオ信号をビデオ用ピン 
ケーフルを使って伝送します。 

S VIDEO 端テ 

輝度信号 （ Y ) と色信号に）に分離した S ビデオ 
信号を S ビデオケーブルを使って伝送します。 

COMPONENT VIDEO 5荒子 

輝度信号 （ Y ) と青色差信号 （ Pb )、 赤色差信号 
( Pr ) に分離したコンポーネントビデオ信号をコン 
ポーネントビデオケーブルを使って伝送します。 

D 已 VIDEO 端子 

輝度信号 （ Y ) と青色差信号 （ Pb )、 赤色差信号 
( Pr ) に分離したコンポーネントビデオ信号と、コ 
ント□ール信号（走査線、アスペクト比などの情 
報）を D 端テケーブルを使って伝送します。 


本機はビデオコンバージョン機能を搭載していまず。 
(22 ページ） 
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接続ずる 


HDMI について 


本機はデジタル音声/映像信号を伝送でをる HDMI 入力端子を4つ、出力端子を1つ装備しています。 


■ HDMI 端子と HDMI ヶーブルについて 


HDMI 



〔 

卜 

-0— 

— HDMI ケーブル 


ご、おこ 

-接続には]目ピンの HDMI ケーブルで 、 HDMI □コの 
ついているものをお使いくださし、。また、長さ已.日 m 政 
下のをのを使ラことをおすす奴します。 

.本機を DVI 端テのある機器に接続する場合は 、 HDMI 
端子^ DVI - D 端子の変換ケーブルび必要です。 

- HDMI 接続に関ずるエラー情報を確認できます (40 
ぺージ)。 

•本機はビデオコンバージョン機能を搭載しています 
に2ぺージ)。 

ご注意 

- HDMI で接続した機器を再生中に、本機の HDMI OUT 
端テに接続している HDMI / DVI 機器の電源をオン/ 
オフしたり、 HDMI ケーブルを抜き差ししたりしないで 
ください。音声び途切れた0、ノイズび発生したりする 
ことびあります。 

• HDMI 日 UT 端子からは 、 HDMI IN 端子か5入力した音 
声信号のみ出力しまず。 

• DVI 端テを使って本機の HDMI OUT 端子と接続してい 
るモニターの電源をオフにずると、信号を認識でさない 
場合びあります。 

■ HDMI 信号について 


音声信号について 


音舌フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネル 
リニア PCM 

2 ch 、32-1 92 kHz 、 

1目 / 2日 / 24 bit 

CD 、 

DVD - Video 、 

DVD-Audio 

マルチチヤンネル 
リニア PCM 

8か、 3 S -192 kHz 、 

1目 / 2日 / 24 bit 

DVD - Audio 、 
ブルーレイディスク、 
HD DVD 

DSD 

2/已. Ich 、 

2.8224 MHz 、 1 bit 

SA-CD 

ビットスト U — ム 

ドルビーデジタル、 
DTS、AAC 

DVD-Video 

ビットスト U — ム 
( HD オーディオ） 

ドルビー TrueHD 、 
ドルビーデジタルプラス、 
DTS - HD 7 スター 
才ーディオ、 DTS - 
HD 八イレゾリュー 
シヨンオーディオ 

ブルーレイディスク、 
HD DVD 


• 再生機器び音声解説のビットストリーム信号をデコード 
でさる場合、政下の方まで音声接続すれば、音声解説を {jg 

楽しめます。 

ーアナ□グマルチチャンネル接続 （27 ページ） 

ーデジタル接続 

•再生機器の取扱説明書をご覽になり、機器を正し<設定 
してください。 


た'注意 I 

-お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テク 
卜びかかった DVD オーディオを再生する場合、映像信 
号および音声信号び出力されないことびあ0ます。 

-本磯は HDCP 非対応の HDMI または DVI 端子を装備 
した機器には対応していません。 

•ビットスト U —ム音声信号をデコードするには、再生機 
器びビットスト U —ム信号をそのまま出力するよラに、 
再生機器で設定を変更してください。詳し<は、再生機 
器の取扱説明書をご覧くださし、。 

•ブルーレイディスクや HD DVD の音声解説（例：イン 
夕ーネットか5ダウン□—ドした音声コンテンツなど） 
には対応していません。 

映像信号について 

- 48日 i / 60 Hz 

-480 p /60 Hz 

- 720 P /60 HZ 、 己 OHz 

一1080 i / 巨 OHz 、 己 OHz 

一1日 80 p / 目 OHz 、 己 OHz 、24 Hz 

ディープカラー、 x . v . Color 映像信号について 

本機はディープカラー （3 0/3 6ビット）、およ 

び x . v . Color 映像信号に対応しています。本機の 

HDMI 日 UT 端テからこれらの信号をそのまま出力 

するには 、 「HDMI RES 」 を 「 THRGH 」 に設定し 

てください （74 ぺージ)。 


ご注意 I 

モニターびこれらの信号に対応していない場合、映像び 
正しく表示されないことびあります。 


■ HDMI 入力端子の割り当てについて 


HDMI 入力端子 

機器 

IN ] 

巨 D/HD DVD 

IN 2 

DVD 

INS 

CBL/SAT 

IN 4 

DVR 
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接続ずる 


音芦信号と映像信号の流れ 

■ 音青信号の流れ ■ 映像信号の流れ 



ご注意 I 

DSD 、 ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラス、 
DTS-HD マスターオーデ ィオ、 DTS - HD 八 イレゾ 
U ユーシヨンオーデイオ信号は HDMI 端子からのみ入 
力でさます。 



-ビデオコンバージョンの設定や他の映像に関する設定に 
ついては、 「 VIDE 日 MENU 」 をご覧ください口4ぺ一 
'；) 

•異なる種類のアナ□グ映像信号び同時に入力されている 
場合は、政下の優先順位で信号び出力されます。 

( 1 ) COMPONENT VIDEO / 05 VIDEO . 

(2) S VIDEO 、(3) VIDEO 
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-1- COMPONENT VIDEO ——： 
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D ] 〜 D 曰ビデオ入力 


つンポーネン K ビデオ入力 


アナ□グ音声出力 


光デジタル出力 


コンポジットビデオ入力 


HDMI 入力 


テレビまたは 
プ□ジェクター 


S ビデオ入力 


おすすめの接続方法 


•代わりの接続方法 


テレビやプ□ジェクターを接続ずる 


「HDMI AUDIO 」 で、 HDMI 日 UT 端子か5出力する音 | 
声信号を i 錦できます （73 パ-ジ)。 " 

準 

備 


屋'注意 I 


DVI 端テを使って本機の HDMI OUT 端子と接続してい 
るモニターの電源をオフにずると、信号を認識でさない 
場合びあります。このよ5な場合、 HDMI インジケー 
ターび点滅します。 


ぐ N 

本機およびが部機器びコンセント 
に接続されていないことをご確認 
ください。 

\_ 


J _I g_j| rw I — P 

t J g _】 r J t 
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接続ずる 


他の外部機器を接続ずる 


■ 音声/映像機器を接続ずる 

本機は3種類の音声端子と4種類の映像端テ、 HDMI 端子を装備しています。接続する機器に合わせて、 
使用する端子を決定して < ださい。 


HDMI 端子は、1本の HDMI ケーブルでデジタル音靑/映像信号をデジタルのまま伝送でさます。 
映像端子 


HDMI 端テ 


音声端子 



接続例 （ DVD プレーヤーとの接続） 


HDMI 出力 


DVD プレーヤー 


光デジタル出力 


同軸デジタル音声出力 


6 


コンポーネント 
ビデオ出力 广 


4 : 


アナ□グ音声出力 


S ビデオ I 
出力] 

面 D1 ~ DSP 

h ■ビデオ出力 


コンポジット 
ビデオ出力 
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接続ずる 


音声/映像接続で使ラ端テ 




おすすめの接続ち法は太字で示されています。録音/録画機器を接続する場合は、追加接続び必要です（本 

機から録音/録画機器へ信号を伝送します)。 




/ 


\ 



本機およびが部機器びコンセント 
riH に接続されていないことをご確認 



ください。 




V 


) 



ごぶこ 





フ□ントパネルの V - AUX 端テに外部機器を接続することわできます。 


接続ずる機器 

信号種類 


接攝機器側 

接続ずる端子 

本機側 

ブルーレイディスク/ 
HD DVD プレーヤー 

音芦/映像 

HDMI 出力 

HDMI INI (BD/HD DVD) 

曰ド 

光デジタル出力 

OPTICAL ( BD/HD DVD ) 



アナ□グ出力 

AUDI 曰（己 D/HD DVD ) 


映像 

D 5 ビデオ出力 

D 已 VIDEO ( BD/HD DVD ) 



コンポーネント出力 

COMPONENT VIDEO ( BD/HD DVD ) 



S ビデオ出力 

S VIDEO ( BD/HD DVD ) 



コンポジット出力 

VIDEO ( BD/HD DVD ) 

DVD プレーヤー 

音芦/映像 

HDMI 出力 

HDMI IN 吕 (DVD) 


曰ド 

光デジタル出力 

OPTICAL ( DVD ) 



同軸デジタル出力 

COAXIAL ( DVD ) 



アナ□グ出力 

AUDIO ( DVD ) 


映像 

D 5 ビデオ出力 

D 已 VIDEO ( DVD ) 



コンポーネント出力 

COMPONENT VIDE 曰 （ DVD ) 



S ビデオ出力 

S VIDEO ( DVD ) 



コンポジット出力 

VIDEO ( DVD ) 

衛星放送/ケーブルテ 

音声/映像 

HDMI 出力 

HDMI IN3 (CBL/SAT) 

レビチューナー 





曰ド 

光デジタル出力 

OPTICAL ( CBL / SAT ) 



アナ□グ出力 

AUDIO ( CBL / SAT ) 


映像 

D 已ビデオ出力 

D 已 VIDEO ( CBL / SAT ) 



コンポーネント出力 

COMPONENT VIDEO ( CBL / SAT ) 



S ビデオ出力 

S VIDEO ( CBL / SAT ) 



コンポジット出力 

VIDEO ( CBL / SAT ) 

DVD レコーダー 

音芦/映像 

HDMI 出力 

HDMI IN4 (DVR) 


曰ド 

同軸デジタル出力 

COAXIAL ( DVR ) 



アナ□グ出力 

AUDI 曰 （DVR IN ) 


映像 

S ビデオ出力 

S VIDEO (DVR IN ) 



コンポジット出力 

VIDEO (DVR IN ) 


録音 

光デジタル入力 

OPTICAL (DVR) 



アナ□グ入力 

AUDIO (DVR OUT ) 
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接続ずる 


接続ずる機器 

信号種類 

接続機器側 

接続ずる端子 

本機側 

DVD レコーダー 

録画 

S ビデオ入力 

S VIDEO (DVR OUT) 



コンポジット入力 

VIDEO (DVR OUT ) 

ビデオデッキ 

曰ド 

アナ□グ出力 

AUDIO (VCR IN) 


映像 

S ビデオ出力 

S VIDEO (VCR IN) 



コンポジット出力 

VIDEO (VCR IN ) 


録音 

アナ□グ入力 

AUDIO (VCR OUT) 


録画 

S ビデオ入力 

S VIDEO (VCR OUT) 



つンポジット入力 

VIDEO (VCR OUT ) 

CD プレーヤー 

曰ド 

同軸デジタル出力 

COAXIAL (CD) 



アナ□グ出力 

AUDIO ( CD ) 

MD/CD レコーダー 

曰ド 

アナ□グ出力 

AUDIO (MD/CD-R IN) 


録音 

光デジタル入力 

OPTICAL (MD/CD-R) 



アナ□グ入力 

AUDIO ( MD / CD-R OUT ) 

レコードプレーヤー 

曰ド 

アナ□グ出力 

AUDIO (PHONO) 


ご注意 


ビデオ〕ンバ■■ジョン機能をオフに設定している場合 
は、モニターとの接続と同じ種類の端テを使って映像機 
器を映像接続してください。例えば、モニターを本機の 
VIDEO MONITOR 日 UT 端テに接続している場合、映 
像機器ち VIDEO 端子を使って接続してくださし、。 
あなたび録音したわのは、個人で楽しむ場合政外は著作 
権ちに無断で使用ずることはでさません。 

DVD プレーヤーを日 PT に AL と COAXIAL の両方の端 
子に接続する場合、 COAXIAL 端テに入力した信号を優 
先的に出力します。 

モニター表示信号は DVR 日 UT 端子や VCR 日 UTiS モか 
5出力されないため、映像と一緒に録画されることはあり 
ません。 

デジタル入出力端テに初期設定で割り当て5れている機 

器とは異なる機器を接続する場合は、「1/日 

ASS に NMENT 」 で設定を変更してください （7 己ぺ一 

バ） 

レコードプレーヤーを本機の GND 端子へ接続すれば、 
ノイズレベルを低減でさます。レコードプレーヤーに 
よっては、 GND 端 テへ 接続しないほラびよい場合わあ 
ります。 

MM カート U ツジまたは高出力型 MC カート U ツジ付 
のレコードプレーヤーを接続する場合は、そのまま 
PH 日 N 日 AUDI 日端子に接続します。低出力型 MC カー 
卜 U ツジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、昇 
圧トランスまたは MC へツドアンプを使用して 
PHONO AUDIO 端子に接続します。 

GND 端子は安全アースではあ0ません。雑音び多し、と 
をに接続すると、雑音を低減でさます。 


■ 外部パワーアンプを接続ずる 

スピーカー出力を高めるためにが部パワーアンプ 
(プ U メインアンプ）をお使いになる場合は 、 PRE 
OUT 端テと接続します。各 PRE OUT 端子は、巧 
応するスピーカー端子と同じチャンネル信号を出力 

しホ9 Q 


松主意 I 

•PRE OUT 端テを使って接続する場合は、本機のスピー 
カー端テにスピーカーを接続しないでください。 

-サブウーファーの音量は、お使いのサブウーファー本体 
で調節してください。 


[ 1 ][ 2 ] [ 3 ] [ 4 ] 



[ 5 ] 


[11CENTER PRE OUT 端テ 

センターチヤンネルの信号を出力します。 

[2] FRONT PRE OUT 5 荒モ 

フロント左/ちチヤンネルの信号を出力します。 

[3] SURROUND PRE OUT 5 荒子 

サラウンド左/ちチヤンネルの信号を出力します。 
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接続ずる 


マルチチヤンネル機お 

「MULTI CH 」 の 「 FRONT 」 で設定したアナ□グ音青 
入力端モ （7 日ページ） 


[41SUR.BACK/ PRESENCE PRE OUT 端子 

サラウンドバック、またはプレゼンス左/ちチャン 
ネルの信号を出力します。か部パワーアンプを]つ 
だけ接続する場合は、 L 側 （ SINGLE ) の端テに接 
続してください。 

ご、おこ 

•サラウンドバックチャンネル信号を出力するには、 
「PRESENCE SP 」 を 「 NONE 」 に、また、 「 SUR.B 
L / RSP 」 を 「 NONE 」 政がに設定してください（目9 
ぺージ、。 

• プレゼンスチャンネル信号を出力するには、 
「PRESENCE SP 」 を 「 YES 」 に、また、 「 SUR . 曰 L / 
RSP 」 を 「 NONE 」 に設定してください（目目ぺ一 
ジ)。 

[ 引 SUBWOOFER PRE OUT 端子 

ヤマ八.アクティブヴーボ'サブウーファーシステ 
ムなどのアンプ内蔵サブウーファーを接続します。 

■ マルチチャンネル出力端子びある機器を接 
続ずる 

本機は巨つのアナログマルチチャンネル入力端子 
(FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R 、 
SUBWOOFER ) を装備してし、ます 。 「INPUT 
CH 」 を rSchJ に設定すれば （7 己ぺージ)、 
「 FRONT 」 で設定したアナログ音声出力端子をフ 
ロントチヤンネル用の入力端子として使えます。 


■ ヤマ八製 iPod 用ドック/ Bluetooth ® 
ワイヤレスオーデイオレシーバーを接続ず 
る 

本機は、巾マ八製 iPod 用ドックや Bluetooth レ 
シーバーを接続するための DOCK 端テを装備して 
います。 iPod 用ドック（別売 YDS -1 1など）や 
Bluetooth レシーバー(別売 YBA -10 など）を接 
続すれば、 iPod や Bluetooth 機器の再生び楽しめ 
ます。接続用のケーブルは専用のちのをお使い<だ 
さい。 




ヤマ A 製 iPod 用ドック/ 
Bluetooth レシーバー 


^ Efi' 

• MULTI CH を入力選択すると、音場プ□グラムは選べ 
な< な0ます。 

•スピーカーび接続されていないチャンネルの音声信号は 
出力されません。マルチチャンネル機器の音声を聴く場 
合は、日.1チャンネル政上のスピーカー構成で楽しむこ 
とをおすすめします。 



®®j 


牛:— 




^□ ソ了圧 ；^ (mch) 


圧 3 


了巧 ；^ (6ch) 

了 V パ ' VAr 



daIdu-. 


圧 ：^ 


を7ぉ 




















































接続ずる 


VIDEO AUX 端子を使う FM / AM アンテナを接続ずる 


ゲーム機やビデオカメラをフ□ントパネルの 
VIDEO AUX 端子に接続します。 

V - AUX 端テに接続した機器を再生するには、入力 
ソースに 「 V - AUX 」 を選んでください。 



本機には、 FM 簡易アンテナおよび AM ループアン 
テナが付属しています。通常はこれらのアンテナで 
十分な受信感度を得られます。 


ご注意 I 

• AM ループアンテナは、本機から離して設置してください。 
•屋外アンテナを接続した場合でち、 AM ループアンテナ 
は必ず接続してください。 

• 放送を良好に受信でをない場合は、屋外アンテナを設置 
することをおすすめします。詳しくは、本機をお買い求 
めの販売店にお問い合わせくださし、。 



アース （ GND 端子） 

GND 端テは安全アースではありません。 

雑音びをいときに、接続すると雑音を低減することびで 
きます。アースは 市販の アース 棒か銅板に、 ビニール 被 
覆線を接続し、湿気の多い地中に埋めてください。 


ゲーム機/ 
ビデオカメラ 
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接続ずる 


AM ループアンテナの組立ち法 



AM ループアンテナの接続ち法 



コードに極性はありません。また、 AM と GND それぞ 
れの端子にどちらのケーブルを接続してちかまいません。 

電源コードを接続ずる 


■ AC OUTLETS 

外部機器に電源を供給します。外部機器の電源プラ 
グをここへ接続して<ださい。本機の電源びオンの 
とさは電源を供給し、オフのとをは遮断します。合 
計で消費電力 100 W までの機器を接続し、電源を 
供給でをます。 


ごを意 I 



本機の AC アウトレツトにミ肖費電力 100 W を超える機 
器（サブウーファーなど）を接続しないで<ださい。本 
機び故障するおそれびあ0ます。 


メモリーバックアップ機首目 

メモ U —バックアップ機能は本機びスタンバイ 
のとをに、記憶されたデータび失われるのを防 
ざます。電源プラグびコンセントから抜けてい 
たり、電源供給び一週間し i (上遮断されたりする 
と、本機のメモ U - 内容び消えてしまうことび 
あります。この場合は各設定をやり直してくだ 
さい。 


本機の電源をオン/オフずる 

■ 電源をオンにずる 


■ 電源コードを接続ずる 

すべての接続び終了したら、付属の電源コードを本 
機の AC IN 端テにしっかりと差し込み、家庭用 
AC 100 V 、 已0/日 OHz のコンセントに電源プラ 
グを接続します。 


フ□ントパネルの ©MASTER ON / OFF スイツ 
チを巧して、 ON の位置にする。 

■ 電源をオフにずる 



©MASTER ON / OFF スイッチをもう一度巧し 
て、 OFF の位置にずる。 

■ 電源をスタンバイにずる 

⑥ STANDBY/ON キー(または ⑩ STANDBY 
キー）を巧ず。 

■ 電源をスタンバイモードか5オンに切り督 
スる 


⑥ STANDBY / ON キー(または 吸 POWER キ ー) 
を巧ず。 
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接続ずる 


フ□ントパネルディスプレイ 



@ CS II インジケーター 

SRS Circle Surround II デコーダーび作動してい 
るとをに点なします。（已9ぺージ） 

⑥へッ ドホンインジケーター 

ヘッドホンを接続しているとをに点なします (39 
ページ)。 

© YPAO インジケーター 

AUTO SETUP の実行中、および AUTO SETUP 
での設定値び有効になっているとをに点なします 
(33 ぺージ)。 

® PRE - SET インジケーター 

プ U セットチューニングモードのとをに点灯しま 
す。 

@入カ ソース イン ジケーター 

現在選んでいる入カソース名の左側に矢印び点なし 
ます。 

© 入力信号インジケーター 

現在入力している信号を表示します。 

⑥ マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

現在選んでいる音場プログラムの名前や、設定を変 
更するとさのさまざまな情報を表示します。 

© HDMI インジケーター 

HDMI 入力端子に接続した機器を入力選択している 
とさに点灯します （21 ページ)。 


① ENHANCER インジケーター 

コンプレスト5 ュージック. エン八ンヴーモードで 
再生しているとをに点なします （47 ページ)。 

① DSP インジケーター 

選んでいる音場プログラムに応じて点なします。 

SILENT ClNE ^ MA インジケーター 

へッドホンを接続し、 音場プ□グラムを選んで 
いるとをに点灯します （47 ページ)。 

CINEMA DSP インジケーター 

CINEMA DSP モードで再生しているとをに点 
巧します （42 ぺージ)。 

3 D インジケーター 

CINEMA DSP 3 D モードで再生しているとを 
に点なします （48 ぺージ)。 

VIRTUAL インジケーター 

パ'-チャルシネマ DSP モードで再生している 
とさに点灯します （47 ページ)。 

必 ADAPTIVE DRC インジケーター 

「 ADAPTIVEDRC 」 を 「 AUTO 」 に言安定してし、る 
とさに点なします （70 ページ)。 

① デコーダーインジケーター 

本機の デコーダーび 動作しているとをに デコーダー 
の種類に応じて点なします。 

@チューナーインジケーター 

FM / AM 放送を聴くとをや、放送局をプリセット 
するとをに点なします（已〇ページ)。 
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接続ずる 


® メニューブラウズインジケーター 

iPod や USB メニューを表示しているとをに、現 
在選んでいるメニューの下にち項目びある場合に点 
灯します。 


® SLEEP インジケーター 

ス U - プタイマーをオンに設定しているとをに点灯 
します （41 ぺージ)。 


⑥ VOLUME インジケーター 

• 現在の音量を表示します。 

-本機を=ユート（消音）しているとさに点滅し 
ます （40 ぺージ)。 

④入力信号チヤンネル/スピーカーインジケー 
夕¬ 


の 回國 

圃陋國 

卸 LIISBIISBR] 


□-プレゼンス スピーカーインジケーター 


’入力信号チヤンネルインジケーター 


リモコンを使ラ 


U モコンは直進性の強い赤外線を使っています。本 
体の受光部に向けて正しく操作してください。 




1 


入力信号チヤンネルインジケーター 

-入力しているデジタル信号に含まれている 
チヤンネルに応じて点に[します。 

•AUTO SETUP を実行しているときにスピー 
カーの設定に応じて点な/点滅します。 

(33 ぺージ） 

プレゼンス スピーカーインジケーター 

AUTO SETUP を実施しているとさや 
「 LEVEL 」 （目目ページ）で各スピーカーの音量 
を調節しているときに、 「 C 日 NFIG 」 の 
「PRESENCE SP 」 （目目ぺージ）の言受定に応じ 
て点灯します。 


リモコンディスプレイ （®) 


[main] 耐 051111 が 


—— I 

口] 

[11 ID 1/ ID 2 インジケーター 

現在使われているリモコンのを表示します 
(91 ぺージ)。 

[2] トランスミッションインジケーター 

U モコン操作巧の赤外線信号を送信していると 
を1し表术します。 

[3] インフオメーションディスプレイ 

操作でをる入カソースの名前などを表示します。 

ホが線送信部（①） 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します。 U モコ 
ンを操作するとをは、送信部を操作したい機器に向 
けて < ださい。 
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接続ずる 


操作機器選択スイッチ（⑩） 

いくつかのキーの機能は、操作機器選択スイッチの 
位置に応じて切り替わります。 


AMP 

本機のアンプ機能を操作するとをに選びま 
す。 


SOURCE 

入力選択キーで選んだ機器を操作するとをに 
選びます。 （83 ページ） 

テレビ 

TV 

テレビを操作するとさに選びます。 

(82 ぺージ） 


拉主意 I 


水やお茶などの液体をこぼさないで < ださし、。 
落としたり、強い衝撃を与えた0しないで<ださい。 
下記のよラな場所には置かないでください。 

一風呂場の近くなど、湿度び高いところ 
一暖房器具やストーブの近くなど、温度び高いところ 
一極端に寒いところ 
一ほこりのをいところ 

外部機器のリモコンコードを設定するには、84ページ 
をご覧ください。 


コント□ールパネルの開閉 


コントロールパネルの中にあるスイッチやキーを使 
ラとをは、パネルの下の部分を押すと、パネルび開 
をます。コントロールパネルの中にあるスイッチや 
キーを使わないとさは、パネルを閉めておをます。 

ノてネルの開閉時には指などを挟まないよ5ごま意く 
ださい。 
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最適な巧聴空間を自動的に設定する （ YPAO ) 


本機に搭載の 「 YPAO」(Yamaha Parametric Room Acoustic Optimizer ) により、お使いになるス 
ピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定でをます。スピーカー 
からテスト!-ーンを出力し、付属のオプテイマイヴーマイクで測定します。また、マルチ測定機能により、 

8箇所までの U スニングポジション（視聴位置）に最適な視聴空間を設定でさます。 


AUTO SETUP を始める前に 


1 AUTO SETUP を始める前に!•ソ下の事項をご巧 
認ください。 

□ すべてのスピーカー、およびサフウー 
ファーび正しく接続されている 
□ ヘッドホンび取りかされている 
□ モニターび正しく接続されている 
□ 本機とモニターの電源びオンになっている 
□ モニターの映像入力び本機の映像に切〇替 
ねっている 

□ サブウーファーの電源がオンで、音量が約 
半分（または半分より和やルさめ）に設定 
されている 

□ サブウーファーの八イカット/ク□スオー 
ノ く一周波数が最大に設定されている 



サブウーファーの 調節 ツマ S (例） 

□ U スニングルーム和周囲の環境がでさるだ 
け静かに保たれている 
□ 操作する前に、操作機器選択スイッチ 
(©) が AMP になっていることをご確認 
<ださい。 


フ□ントパネルディスプレイに 「 M に日 N 
View OSD MENU 」 と表示されます。また、 
モこター 画面に AUTO SETUP 画面が表示さ 
れます。 


flUTG SETUP 


SETUP.hLITQ 

MULTI MEASURE - 1 

^ START 


間な乱裝期'… 


AUTO SETUP は、モニターに表示されるメ 
ニューと、フロントパネルディスプレイに表示され 
るメニューのどち5でち操作でさます。本書では、 
モニターに表示されるメニューを使って説明しま 
す。 


3 AUTO SETUP を始める 

1つの U スニングポジシヨンで視聴空間を設定 
する場合は「通常自動測定」 （33 ページ）を、 
複数の U スニングポジシヨンで視聴空間を設定 
する場合は「詳細自動測定」 （36 ページ）を 
ご覧ください。 


通甫自動測定 


すべての 準備び整ったら、な下の手順に従って本機 
を設定します。ここでは、]つの|」スニングポジ 
シヨンでの測定ち法を説明します。 


ごを意 I 


測定中は大をな音量でテスト I -ーンび出ます。ルさなお 
モ様び U スニング J レームに入らないよ5ご配慮くださ 
い。 

最適な測定を行ラため、測定中はお部屋の環境をでさる 
だけ静かに保つよラにしてください。物音などび聞こえ 
ると、正確な測定結果び得られない場含びあります。 


フ□ントパネルの OPTIM に ER M に端子に、 
付属のオプティマイザーマイクを接続ずる。 


© 


© 

W 


◎ ◎ 〇| ◎ © 


逆 ◎ @©©©圓 

MC . I PHONES - VIDEO AUX - 


-オプティマイザー 
マイク 


オプティマイザーマイクを視聴位置（リスニン 
グポジション）に、ヘッド部を上に向けて耳と 
同じ高さに置く。 


オプティマイザーマイク 




1 
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最適な視聴空間を自動的に設定ずる （ YPAO ) 


ちと同じ高さに設置するために王脚などを使ラことを 
おすすめします。その場合は、三脚に付属しているネ 
ジでオプテイマイヴーマイクを固定してください。 


2 「 START 」 が選ばれていることを確認し、 
© ENTER キーを巧ず。 


flUTU SETUP 


SETUP.AUTO 

MULTI MEASURE - 1 

^ START 


聞福];裝;觀"" 


巧の手順に進む前に 

なの手順を操作すると、10砂後に測定を開始し 
ます。よ D 正確な測定結果を得るため、測定を女方 
げない位置（スピーカーの横や後ろなど）に移動 
して物音を立てないよラにするか、お部屋のかで 
待機することをおすすめします。測定には約3分 
かか0ます。 


3 ⑧ ENTER キーを巧して測定を開始する。 

測定中は大をな音量でテストトーンび出力され 
ます。測定び終わると、 モニターに 
「Measurement Complete 」 と表示されま 
す。 


た'ま意 I 

-測定中は本機を操作しないでください。 

•エラーび発生すると測定は中止されます （3 日ペー 
ジ)。 


AUTO SETUP 


Loud test tone ミ . are 
output. 

Please keep 4uiet 
or lea'v'e the ド ’ 00 n. 

Press [ENTER] 


AUTO SETUP 


Mes ミ . ur^e 円 ent. Complete 


Press [ENTER] 


4 ⑧ ENTER キーを巧して結果画面を表示ずる。 


AUTO SETUP 


4 RESULT 

巧し了 s 

1 

bP s 

5 ..' 斗 ..' 日 ■1 

DIbTs 

斗 . 50..'i0.5 邮 
-i0.0/+5.0dB 

LUL : 

>SET 

CRNCEL 

[ 止 ].' ‘[T]: Up.’'D own 

[ENTER]: Detail 


測定箇所の数鬥 LT 

測定した U スニングポジションの数を表示しま 
す。 

スピーカーの数 SP 

本機に接続されているスピーカーの数を、下 
の順で表示します。 

フロント、センター、プレゼンスの合計/ 
サラウンド、サラウンドバックの合計/ 

サブウーファー 

スピーカーの距離 DIST 
U スニングポジションからスピーカーまでの距 
離を下の順で表示します。 

最ち近い スピーカーまでの 距離/ 

最ち遠い スピーカーまでの 距離 

スピーカーの 音量 LUL .. 

スピーカーの音量レベルをし下の順で表示しま 
す。 

最ちほい音量レベル/最ち局い音量レベル 


ごを意 I 

測定中に問題び発生した場合は、 「 RESULT 」 の上 
に 「 WARNING 」 と、警ミの数び表示されます 
(3 日ページ)。 


5 ⑨ ENTER キーを巧して結果の詳細を確認ず 
る。 
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最適な視聴空間を自動のに設定する （ YPAO ) 


6 キーを繰り返し巧して結果の表示内容 

を切り替える。 

項目を切り替えるには ⑥ A /▽キーを押してく 
ださい。 

測定箇所の数 


7 ⑧ ENTER キーを巧して結果表示の初期画面に 
おる。 


hutg setup 

RESULT 


MLT : 

1 

bP : 

5/4/0. 1 

DIbT ： 

4,51 ii/l 0 ， 5 百 n 

しし 1 し s 

-10.0.'—+5 . 日 d 目 

^ た , ET 

CANCEL 

[ 止 ]..'[ す ]: Up/Down 

CENTER ]： Enter 



1 


スピーカーの 結線 _ 

8 @づ/杉キーを巧して rSET 」、 または 

♦ 「 CANCEL 」 を選び、 © ENTER キーを巧ず。 


リスニングポジションか5 
スピーカーの 距離補正 


スピーカーの 大ささ判定 


スピーカーの 周波数捕 正 


し ► スピーカーの 音量調節 


flUTG SETUP 


RESULT 

MLT : 1 

SP s 日 .'— 斗 -• 日 .1 

DISTs 4.50/10.50ri 
LUL s -10.0.'—+5 . 日 d 目 
^ >SET CANCEL 

[ 止 ]..'[ す ]: Up/Down 

CENTER ]： Enter 


選択項目： SET 、 CANCEL 
- AUTO SETUP で測定、最適化した視聰環 
境を適用する場合は rSET 」 を選んでくださ 
い。 

- AUTO SETUP で測定、最適化した視聴環 
境を適用しない場合は 「 CANCEL 」 を選ん 
で < ださい。 


9 オプティマイザーマイクを取りはずず、または 
© MENU キーを巧して設定を終了する。 


ごま意 I 


ご、おこ 

• 手動で視聴環境を設定したい場合や AUTO 
SETUP での設定値を変更したい場合は、 
MANUAL SETUP を実施してくださし）（目7ぺ一 

ジ） 

•「PEQ SELECT 」 でパラメト U ックイコライヴー 
の種類を選べます (72 ぺージ)。 


际主意 I 

•「 D に TANCE 」 の測定結果は、お使いのサブウー 
ファーやが部アンプの特性により、実隙よりわ長い 
距離び表示される場合びあ0ます。 

•に Q 」 の測定結果は、最適な補正をした結果、同じ 
周波数に異なった設定値び表示されることがあ0ま 
す。 


スピーカーやスピーカーの位置 、スピーカー の数を変更 
した場をは AUTO SETUP を再度実施してくださし、。 

■ エラーメッセージび表示される場合 


® づ/ 1>キーを巧して 「 RETRY 」 または 「 EXIT 」 
を選び、 © ENTER キーを巧ず。 

下記は 「 E - 目 : USER CANCEL 」 の表示例です。 


ERROR 


E-'5：IJSER CANCEL 
Don''t operate 
any function 

4 >RETRV む : IT 

[ ィレ — [►]: Select 
[ENTER ]： Enter 


選択項目： RETRY 、 EXIT 
- AUT 日 SETUP をもラー度実施するには、 
「 RETRY 」 を選んでください。 

- AUT 日 SETUP を終了する場をは、 「 EXIT 」 を 
選んで < ださい。 


3已心 



























最適な視聴空間を自動のに設定する （ YPAO ) 


.「 E - 巳: N 0に Y 」 び表示された場合は 「 PROCEED 」 も表 
示され、エラーを無視して測定を続行でさまずび、問題 
を解;夫してから測定し直すことをおすずめします。 

- 「 E -10 :INTERNAL ERROR 」 び表示された場合は 
「 EXt 」 のみ還べます。 

•エラーメッセージについて詳しくは 「AUTO SETUP 」 
をご覧ください（100ページ)。 

■ 警告メッセージが表示される場合 

測定中に問題び発生した場合は、 「 WARNING 」 び 
結果表示画面に表示されます。警告内容を確認し、 
問題を解ミ夫してください。 


警告メッセージび表示された場合、設定はされますび最 
適なちのではあ0ません。 


1 「 WARNING 」 の左側に卜」び表示されてい 
ることを確認し、 ⑥ ENTER キーを巧して 警 
ち内容の詳細をお認ずる。 

「 WARNING 」 のち側に表示されている数字は 
警告内容の数を表します。 


flUTG SETUP 


WARNING 
RESULT 
MLT s 

百 P s 

DISTs 
LUL : ■ 

>SET CANCEL 
[ 止 ]..-' け ]: Up.. ’‘‘Do レ . in 
[ENTER]: Deiai 1 


5/4/0.i 
斗 . 50/2 斗 .00 円 
10.0 /+5.0dB 


2 ⑧づ / 杉キーを繰り返し巧して警告画面を切り 
替える。 


詳細自動測定 


すべての準備び整つたら、しツ下の手順に化つて本機 
を設定します。ここでは、複数の U スニングポジ 
シヨンでの測定ち法を説明します。 


1 最初に測定ずるリスニングポジシヨンにオプ 
テイマイザーマイクを設置ずる。 

下図は、7箇所の1」スニングポジシヨンで測定 
する場合の設置ち法を例示しています。 



H / 曰/曰/口/且/回/已： U スニングポジション 


2 ⑧ A /V キーを繰り返し巧して 「MULTI 

MEASURE 」 を選び、⑧づ/〇キーを繰り返 
し巧して、測定したいリスニングポジションの 
数を選ぶ。 

選択項目： 

1(初期設定)、2、3、4、已、日、7、8 


WARNING 


l.i.l-l:i:ilJT OF PHASE 
Reverse channel 

FL - 

CENTER 

___ PR 


SEL 


[ ィ ] Select 
[ENTER]: Return 


AUTO SETUP 


SETUP.AUTO 

4 MULTI MEHSURE - 7 

START 


揖常];器演 r 


•警告メッセージについて詳しくは 「AUTO 
SETUP 」 をご覧ください （1 日日ページ)。 

• 「-」は警告対象外のスピーカーを表していま 

す。 

- rW -3: LEVEL ERRO 刊画面に 「 SWFR : TOO 
H に H 」、 または 「 SWFR : T 日日 L 日 W 」 び表示され 
る場合は、サブウーファーの音量を調節してくださ 
し、。 


3 ⑥ ENTER キーを巧して結果表示ネ刀期画面に戻 
る。 


感 A / V キ—を繰り返し巧して 「 START 」 を 
選び、 ©ENTER キーを巧ず。 


AUTO SETUP 


SETUP.hUTO 

MULTI MEHSURE - 7 

START 


揣韶;器載 wn 
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最適な視聴空間を自動のに設定する （ YPAO ) 


巧の手順に進む前に 

なの手順を操作すると、10秒後に測定を開始し 
ます。より正確な測定結果を得るため、測定を巧 
げない位置（スピーカーの横や後ろなど）に移動 
して物音を立てないよラにするか、お部屋の外で 
待機することをおすすめします。測定には約3分 
かか0ます。 


4 ⑥ ENTER キーを巧して測定を開始ずる。 

測定中は大をな音量でテストトーンび出ます。 
最初の U スニングポジシヨンでの測定び終わる 
と、しツ下の画面び表示されます。 


hlitq setup 


Put the 円 i こ r— 百 phone 

at Liind ii 立 teoirv 3 

position 


[ E 隅の; 


I ごま意 I 

• 測定中は本機を操作しないでください。 

• エラーび発生すると測定は中止されます 
(3 己ページ）。 


5 吕番目に測定ずるリスニングポジションにオプ 
テイマイザーマイクを移動し、 ⑥ ENTER 
キーを 巧ず。 

ご、おこ 

残りの U スニングポジションでの測定をスキツプす 
る場合は ® ▽ キーを巧してください。 


6ずべてのリスニングポジションでの測定が終わ 
るまで手順已を繰り返ず。 

すべての U スニングポジションでの測定び終ね 
るか、残りの1」スニングポジションでの測定を 
スキップした場合、しツ下の画面び表示されま 
す。 


設定値を L ソ前のが態に戻ず 

MANUAL SETUP のスピーカー設定や音の調節値 
を、前回実施した AUTO SETUP の値に戻せます。 


ごを意 I 

AUTO SETUP の言 g 定イ直に戻すと 、 MANUAL SETUP 
の設定値は破棄されます 。 AUTO SETUP の値に戻す 
前に設定を保をするには 、 「SYSTEM MEMORY 」 をご 
覧ください （79 ページ)。 


1 操作機器選択スイッチ （®) で AMP を還び、 
颇 MENU キーを巧ず。 

モニターに SET MENU 画面び表示されます。 


2⑧ A / ▽キー を繰り返し巧して 「AUTO 
SFTUP 」 を還び、⑧ ENTER キーを巧ず。 


3 「 SETUP 」 が選ばれていることを確認し、 
⑧づキーを繰り返し巧して 「 RELOAD 」 
を還ぶ。 


4 ⑧ A / ▽ キーを繰り返し巧して 「 START 」 を還 
び、⑧ ENTER キーを巧す。 


AUTO SETUP の測定結果、および詳細のお認方 
法については、「通苗自動測定」をご覧ください 
(33 ページ)。 


5 ⑥づ キーを繰り返し巧してに打」を還 
び、⑥ ENTER キーを巧ず。 

AUTO SETUP の設定値に戻ります。 

ご、おこ 

政前の設定値に戻さない場合は ®<]/ t > キーを繰り 
返し巧して 「 CANCEL 」 を選び、感 ENTER キー 
を押して < ださい。 


hlitq setup 


hea ミ .u ド ’ e ド 1 ent じ 0 nF.lete 


Press [ENTER] 


7 r 通常自動測定」 （33 ページ）の手順4〜9を 
操作して測定結果をお認し、設定を終了ずる。 
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再生する 


お化 
言口 

DTS - CD を再生するときは、特に注意が必要で 
す。 DTS - CD を DTS 非対応の CD プレーヤー 
で再生するとノイズだけが再生され、スピーカー 
が故障する原因になります。お使いの CD プ 
レーヤーが DTS - CD の再生に対応していること 
をご確認ください。また、 DTS - CD を再生する 
前に音量が十分に下げられていることをご確認< 
ださい。 


デジタル接続をして DTS - CD を楽しむと走は、再生 
する前に 「INPUT MENU 」 の 「DECODER 
M 日 DE 」 を 「 DTS 」 に設定してください （7 已ぺ一 
ジ)。 


UTF の操作をする前に、 U モコンの操作機器還択ス 
イツチで ©AMP を選んでください。 


基本的な操作 


1本機に接続したモニターの電源をオンにする。 


「VIDEO MENU 」（74 ぺージ)、および 

「□旧 PLAY SET 」（77 ぺージ）で、フ□ントバネ 

ルディスプレイ表示の設定を変更で走ます。 


2 © INPUT セレクターを回ず（または入力還択 
キー（③）を巧ず)。 

現在選んでいる入カソース名び数砂間表示され 

ふ!;^ 0 


選べる入カ ソース 


I 

I USB DOCK V-U. 

X V 扣 DVD CeUSAT > 的 0 BDWDDVD M 的 D~R 

r\ i I r. 

TV CD P 帕阳 MULTI CH TUNER | 


入力機器を再生ずる、または FM/AM 放送局 
を選ぶ。 

-外部機器の操作については外部機器に付属し 
ている取扱説明書をご覧<ださい。 

• FM / AM 放送の選局（日日ぺージ） 

- iPod の再生（己3ぺージ） 

-目 luetooth 機器の再生（己已ぺージ） 

- US 目デバイスの再生（己目ページ） 


4 © VOLUME コント□—ルを回して（または 
©VOLUME + /ーキーを巧して）音量を調節 
ずる。 

ぶこ 

各スピーカーの音量を調節するには巨日ページをご 
覧ください。 


5 ⑩ PROGRAM セレクターを 回して（または音 

場プ□グラム キー （@)を巧して）、音場プロ 
グラムを選ぶ。 

音場プログラムについて詳しくは、42ページ 
をご覧ください。 


現在還んでいる音場プ n グラムカテゴリー 







現在選んでいる音場プ□グラム 


:、おこ 

©INFO キー（または操作機器選択スイッチ（颇） 
で AMP を選び、 ©INFO キー）を繰り返し押し 
て、フ□ントパネルディスプレイに表示される情報 
(現在選んでいる入カソースや音場プ□グラムなど） 
を切り誓えてください。 


現在選んでいる入カソース 
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再生する 


音声を入力ずる端子を選ぶ 
(入カモード切り替え） 


マルチチヤンネル入力の音声を 
聴く 


1つの再生機器を2種類しツ上の音声端子を使って 
接続している場合に、音声を入力する端子を選びま 
す。 

1 ⑥ INPUT セレクターを回して（または入力選 

択キ ー( ③）を巧して)、入カソースを還ぶ。 

2 ⑩ AUDIO SELECT キー(または操作機器選 
択スイッチ（⑩）で AMP を選び、 ©AUDIO 
SEL キー）を繰り返し巧して、音声を入力ず 
る端テを切り替える。 

選べる入カ ソース 


I USB DOCK 

MIX V 田 ） DVR CBWAT > 町 0 B 

1—1 广 i— J 

咖 DVD UKM TV 

II l—l j 

CD P 帕帕 MULTI 田 TUNER | 

での 


! ! :: MM' Smi 

" ::■- 

J_ 


現在の入カモード設定 


:ミ t-j-.-. 

i-iU 1 し' 

政下の優先順位で入力端テを選びます。 

( 1 ) HDMI 

( 2 ) デジタル 

( 3 ) アナ□グ 

鬥 1 ..ミ門え 

HDMI 端テを選びます。 HDMI 信号び入 
力されていない場合、音青は出力されま 
せん。 

.......... 1 1 . ，".ザ 

しん巧 .li.-.i..' しげ"！ 

政下の優先順位で入力端テを選びます。 

( 1 ) 同軸デジタル 

( 2 ) 光デジタル 

同軸/光デジタル信号び入力されていな 
い場を、音靑は出力されません。 

rii ' iriL.Uu 

アナ□グ端子を選びまず。アナ□グ信号 
び入力されていない場を、音靑は出力さ 
れません。 


ご、おこ 

rAUDI 日 SELECT 」 で、電源オン時の入カモード初期 
値を設定でをます （78 ページ)。 

ご注意 

「 I /日 ASSIGNMENT 」（7 已ページ）で、選んでいる入 
カソースにデジタル入力端テび割0当てられていなし、場 
合、その端子は選べません。また、 HDMI 入力端テび割 
り当て5れているときのみ 「 HDMI 」 を選べます。 


本機の MULTI CH INPUT 端テに7ページ）に接 
続した機器の音声を再生します。 

©INPUT セレクターを回して（または感 MULTI 
キーを押して ） 「MULTI CH 」 入力を選ぶ。 

ごぶこ 

「MULTI CH 」 で、マルチチャンネル入力の設定を変更 
でさます （7 已ぺージ)。 


にを哥 


MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生している 
場合、音場プ□グラムは還べません。 


へッドホンで再生を楽しむ 


フ□ントパネルの PHONES 端子と へッ ドホンを、 
へッ ドホン用ケーブルを使って接続する。 


，:嫁 



. ， . —— i 

〇| マ‘ 6 !± 

T 每急こ3 

0660 0 

n 






音場プ□グラムを選ぶと、自動的にサイレントシネマ™ 
モードに切り誓わります （47 ぺージ)。 

ご注意 

-へッドホンを接続しているとをはスピーカーか5音声は 
出力されません。 

-すべてのマルチチャンネル音声信号はへッドホンの左ち 
チャンネルに振り分け5れます。 

- MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生している 
場合 、 MULTI CH INPUT FR 日 NT 端テから入力した音 
声信号のみ出力します。 


I li 本操作 
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再生ずる 


一時的に音量を下げる 


リモコンの ⑩ MUTE キーを巧す。もとの音量に戻 
ずには、 ⑩ MUTE キーをちラー度巧ず。 


• 音量を一時的に下げているとさはフ□ントバネルディス 
プレイの VOLUME インジケーターび点滅します。 

•「MUTING TYPE 」 で、下げる音量を選べます （71 
ページ)。 


入力信号情報を表示ずる 


音声および映像入力信号の情報をモニターに表示し 
ます。 


1 操作機器選択スイッチ（曠）で AMP を選び、 
リモコンの ©MENU キーを巧ず。 

SET MENU 画面が表示されます。 


SET MENU 


•AUTO SETUP 
■ hlHNUflL SETUP 
■SVSTEM MENGRV 
■SIGNAL INFO 


CENTER ]： Enter 


2 (DV キーを繰り返し押して 「SIGNAL INFO 」 
を選び、 ©ENTER キーを押ず。 

入力信号の音声情報が表示されます。 


3 ® く] / 杉 キーを押して音声情報と映像情報を切 

り替える。 


4 ©MENU キーを巧して終了ずる。 


■ 音青情報 


1 — 1 ..... 1 —. J ..... ザ 

i .",i ..i ii"i i 

フォーマットを表しまず。本機びデジタ 
ル信号を認識でさないとさは、自動的に 
アナ□グ入力に切り替わります。 

..■HI li 1.. i i lU 

アナ□グ信号をデジタル信号化するとさ 
の、]秒あたりのサンプル数を表します。 

し . 

入力信号に含まれているチャンネル数を 
表します〔フ□ント/サラウンド/ 

LFE )。 例えば、入力信号にフ□ント3 
チトンネル、サラウンド2チヤンネル、 

LFE び含まれている場合は、「3/2/0.1」 

と表示されます。 

广•サマ. 1—. で ミ.- 

i 二 1 .i. i 1 ■ く！ "i i E こ 

入力信号の 1 秒あたりのデータ量を表し 
ぶ 9 〇 

し :. i. i—iLJ... りこ i 

ビットスト U —ム信号のダイア□グノー 

7 ライゼーシ ヨン レベルを表します。 

i— LHU 

ビットスト U —ム信号、 PCM に含まれて 
いる識別信号を表します。 


拉主意 I 


•本機び情報を正しく表示でをない場合は、「-」と 

表示されます。 

. AAC 信号のビットレートは再生中に変化する場合びあ 
0ます。 

•次世代才ーディオフォーマットでは、独立したサラウン 
ドバック左/ちチャンネル信号を含まずに、 ] 目 2 kHz の 
ビットレートでエンコードされている場合びあります。 

•ビットストリーム信号をそのまま出力するよラに設定し 
ていても、再生機器によってはドルビー TrueHD やド 
ルビーデジタルプラス信号びドルビーデジタル信号に変 
換されたり 、 DTS - HD マスターオーデ ィオや DTS 
一 HD 八イレゾ U ューシヨンオーディオ信号び DTS 信 
号に変換されたりすることびあります。 

■ 映像情報 


1 1 r .. 1..1 サ ：—ザ.—.い .—.1 

hl/i'i.i. .'.J j. i . コ r'ihiL.. 

映像入力信号と、 HDMI 0 UT 端 
子から出力している映像信号を表 
します。 

II r ... 1 . .1 で [■-. r " •— 

け 1 ... i i .L i... し ... .J a 

入力信号（アナ□グまたは 

HDMI ) と出力信号 （ HDMI ) の 
解像度を表します。 

rii'iHLUu 巧ご .: 二:》 

映像入力信号と、本機の 
COMPONENT MONITOR OUT 
端子から出力されるアナ□グ映像 
信号の解像度を表します。 

II r ... 1 . .1 で s — r .. i ~-.• !■-. 
i—ili.h •し L i こ h::h: し.り •く 

.•し 1 尸.. t J 1 . : 一 :ド-... 

h い M i n ここ 1 .ごけ □た. .S 

HDMI 信号 や HDMI 機器に関す 
る エラーを 表します。 


HDMI エラー 情報 


し .. cr../ .L :. "• 1 =. 

制限台数を超える HDMI 機器び 
接続されています。 

;; r... J—. 門 _ 

Ml.. '一 i i.~i i i 

HDCP の認証に失敗しました。 

し * ミ " i Li* i" r*:. ミゴ直 • II 

モニターび 映像入力信号の解像度 
に対応していません。 
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再生ずる 


L ツ下の操作をする前に、 IJ モコンの操作機器逞択ス 
イツチで颇 AMP を選んでください。 


—定時間後に自動的にスタンバイ 
I し-9の (X U — J 夕っマ — ) 

設定した時間び経過すると、自動的にスタンバイに 
なるよラに設定します。聴をなびら、または録音し 
なびらおやすみになりたいとをなどに便利です。ス 
1」ープタイマーび作動すると、本機背面の AC アウ 
トレット （29 ページ）に接続した機器の電源も才 
フになります。 


⑩ SLEEP キーを繰り返し巧して時間を設定する。 

下記のよラに設定び切り替わります。 

- >12 目ド!; i り ，- > ’90 ド! i り ■ - 

- OFF < - 3&!ド! i . り ■ < - ら自 ド!; i り ， « - 

ス U —プタイマーを設定すると、フロントパネル 
ディスプレイの SLEEP インジケーターび点灯し、 
音場プログラム表示に戻ります。 

スリープタイマーを解除ずる 

フロントパネルディスプレイに 「SLEEP OFF 」 と 
表示されるまでリモコンの⑩ SLEEP キーを繰 D 返 
し押す。 


■ 基本操作 
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音場プ□グラムを楽しむ 


本機は2チヤンネルソースやマルチチヤンネルソースのほぼすべてをマルチチヤンネル音声で楽しめる、 
ををなデコーダーを装備しています。また、音の楽しさを広げる、音場プ□グラムび記憶されたヤマ八•デ 
ジタルサウンドフイールドプ□セッシング （ DSP ) チップを搭載しています。 

ご、おこ 

ヤマノ V CINEMA DSP 音場プ□グラムは、すべてのドルビーデジタル、 DTS 、 ドルビーサラウンド、ドルビー 
TrueHD 、 DTS - HD マスターオーデイオソースに有効でず。 


音場プ□グラムを選ぶ 


© PROGRAM セレクターを回ず（または操作機器 
還択スイッチ（⑩）で AMP を還び、音場プ□グラ 
ムキー 透) を繰り返し巧ず)。 

選んだ音場プログラムの名前びフロントパネルディ 
スプレイ、およびモニター画面に表示されます。 

ご、おこ 

•モニター画面を見なび5、音場プ□グラムを選んだ0音 
場パラメーターを調節したりすることびでさます（目日 
ぺージ )0 

•調節でさる音場パラメーターや音場効果は、入カソース 
や本機の設定により変化します。 


ご注意 

• 入カソースを選ぶと、本機は前回その入カソース選択時 
に選んでいた音場プ□グラムを自動的に呼び出します。 

• MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生している 
とさ （27 ページ）や、ピュアダイレクトモードで再生 
しているとさ （4 日ぺージ）は、音場プ□グラムを選べ 
ませ / "Vo 

• DTS 96/24ソースに音場プ□グラムをかけて再生す 
る場合、本徽ま DTS 白目/24デ〕ードせずに音場プ〇 
グラムを適巧します。 

• 入カソースび 48 kHz を超えるヴンプ U ング周波数の場 
合、 48 kHz 下にダウンヴンプ U ングしてから音場プ 
□グラムを適用します。 
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音場プ□グラムを楽しむ 


音場プ□グラムの傾向について 

各音場プログラムの初期設定時の特長をし U 下の指標によって表現します。 


ごま意 I 

これ日の特長は、 IJ スニングルームの設定や音場パラメーターの設定などによっては異なって感じられる場合び 
あります。 


音場空間の大きさ（大きさ） 
ル I - 0— 


大 


生成する音場の大小を表します。ルさいとル規模な 
空間の響をになり、大さいと広大な空間の響をにな 
ります。 

高さと広さのバランス（高さ/広さ） 

高さ I - 〇 - 1 広さ 


生成する音場の垂直ち向（高さ）と水平方向（広 
さ）のバランスを表します。 

この項目び横（水平ち向）寄りだと壁面からの反射 
び強い空間の響をになり、たて（垂直ち向）寄りだ 
と天井からの反射び強い空間の響さになります。 


前後のバランス（前/を） 


前 


- 0 - 


後 


音場の雰囲気（雰囲気） 

生成する音場の雰囲気び、し U 下のどちらに近い傾向 
かを表します。選んでいる音場プ□グラムの種類に 
より、評価の基準び異なります。 

すっきり I -〇- 1 複雑 

すっをり：響をの消えちび素直で、軽やかで程や 
かな印象です。華やかさや迫力は少な 
めですび、比較的どのよラなソースに 
も合いやすいプログラムです。 

複雑； 響きび複雑に変化しなびら減衰し、豊 

かで華やかな印象です。ソースに よっ 
て相性びありますび、相性び良いソー 
スに巧し口ま非常に効果的なプログラ 
ムです。 

穏やか I- 〇 -1 パワフル 

穏やか：全般的に穏やかで控えめな効果です。 

派手さや迫力は少なめですび、比較的 
どのよラなソースにを合いやすいプロ 
グラムです。 

パワフル；広大な空間表現や熱狂感などびあり、 

SF 映画やスペクタクル感のある映画な 
どによく合うプ□グラムです。ソース 
によって相性びありますび、相性び良 
いソースに巧しては非常に効果的なプ 
□グラムです。 


CINEMA DSP プログラムを選んでいるとをに適用 
される指標です。前ちと後方のどちらの効果びより 
大さいかを表します。 

前ちの効果び大をい場合は画面方向の開放感や奥行 
を感び、後ちの効果び大をい場合は周囲の包囲感や 
移動感び感じられやすくなります。 

前ち/後ちのバランスびとれているプ□グラムは比 
較的にどのよラなソースにも合いやすく、どちらか 
に振られているプログラムはソースに合わせて選ぶ 
とより効果的です。 

■ 音楽用音場プ□グラム 

ご、おこ 

音楽用には、ピュアダイレクトモード （4 目ページ)、およびストレートデコードモード （48 ぺージ）ちおすすめします。 

S CLASCAL 


ホールイン ミュンヘン 

Hall in Munich 


ヨー□ッパに多くみられる、内装材にシックな木の内張0 
び使われた、ミュンヘンにある2500席程度のコンサート 
ホールです。繊細な美しい響さび豊かにおびり、落ち着い 
た雰囲気を持っています。座席の位置は]階の中央左寄り 
です。 

口 。-/ liu さ 巧 1- w -1 広 

雰囲気 すつを0 〇- 1 複雑 


ホールイン ウイーン 

Hall in Vienna 


1700席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中 
規模コンサートホールです。周囲の柱皆彫刻により、全方 
向か5の複雑な反射音を生み出しています。豊かな響をび 
特長です。 


大きさ ル 

高さ/広さ 高 

雰囲気 すっきり 


- 0 - 


- 0 - 


I 大 
I 広 
I 複雑 


圓基本操作 
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音場プ□グラムを楽しむ 


ホールイン アムステルダム 





Hall in Amsterdam 

大 ささ 

ル 1 — 

-〇— 

—1大 

アムステルダムの広幅化したシューボックス型の大ホール 

局さ/広さ 

1 口 J 1 

-〇— 

— 1広 

で、サークルステージ、ステージバック席びあり、客席は 

雰囲気 

すつさり1—— 

-〇- 

—•複雑 

2200 程です。 






チヤーチ イン フライプルブ 

Church in Freiburg 


ドイツ南部の 120 m 近い尖塔を持つ大さな教会です。石を 
積み上げて造られており、天井び高く、細長い空間を持つ 
ています。残響時間は非常に長くなりますび、逆に初期反 
射はかな<なります。そのため、直接音の厚みはあまりあ 
りませんび、響さび多く、教会特有の音場を再現します。 


チェン/ f— 

Chamoer 

大きさ ル 1 - 0-1 大 

宮廷の大広間のよラな天井の高い比較的広めの空間で、宮 
廷音楽や室内楽に適したむ地よい残響び特長の音場です。 

W 口 / J ムロ InJ 1 U 1 J ム 

雰囲気 すっきり1- 〇 -1擅雑 


圏 LIVE/CLUB 


ビレッジ バンガード 





V 川 a 旨 e Vanguard 

大きさ 

ル1~ C 

) - 

-1大 

ニューヨークの7番街にあるジャズクラブです。天井び低 

局さ/広さ 

1 口 J 1 

- C 

D —1広 

<、狭い室内の角にあるステージ付近に強い反射音び集中 

雰囲気 

すつさり1—— 

-〇- 

——1複雑 

していまず。 






大ささ 

ル 1 - 


—〇大 

高さ/広さ 

1 口 J 1 

- 0— 

— 1 広 

雰囲気 

すつさり1- 


一〇 複雑 


Warehouse Loft 


ソーホーの□フトを思わせるコンク U —卜の空間です。壁 
面からの反射音は比較的明瞭で、エネルギッシュな音場で 
す。 


大きさ 

高さ/広さ 

雰囲気 


ル I ~ 〇 — 
高 I -ひ 

すつきり I - 


一大 
- I 広 
■0 複雑 


セラー クラブ 

Cellar Club 

大ささ 

ル 〇 - 


—1大 

天井の低いアットホームなライブ八ウスです。かさなス 

局さ/広さ 

局 1~ 0— 


— 1広 

テージのすぐ前にいるよラな、リアルでライプな音場で、 

雰囲気 

すつさり1- 

-0— 

— 1擅雑 

強い響をび特長でず。 






ザ □キシー シアター 

The Roxy I'heatre 

大ささ ル1- 〇 -1大 

□サンゼルスにある□ック系ライブ八ウスで、客席は最高 
時で約 460 程です。客席中央左畜りの音場です。 

おご / J ムご InJ 1 U 1 J ム 

雰囲気 すっきり1- 〇 -1複雑 


ザ ボトム ライン 





广 he Bottom Line 

大きさ 

ル 1— 

—〇- 

-1大 

かつてニューヨークに存在した有名なライプ八ウス r ヴ- 

高さ/広さ 


-〇- 

-1広 

ボトム•ライン」のステージ正面の音場です。フ□アは 





300 席ある左ちに幅広い客席で占められ、明瞭な響さび特 

異凶気 

すつさり 1— 

—〇- 

——1複雑 

長の音場でず。 
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音場プ□グラムを楽しむ 


■ ずべてのソース用音場プ□グラム 


ENTERTAIN 

回 


エンターテイン 

ENTERTAIN 


スポーツ 

Sports 

大きさ ル 1-〇- 、大 

ステレオ放送のスポーツ中継和スタジオバラエティ番組び 
ライプ感豊かに楽しめます。スポーツ中継では解説ちやア 
ナウンサーの声はセンターに明瞭に定位し、歓声ち含め場 
内の雰囲気は適度な空間の中で周囲に拡びり、その場にい 
るような臨場感び体感できます。 

高を/広さ 高 1 - 〇 - 1 広 

前/後 前 >- 〇 -■後 

雰囲気 穏やか 1 - 〇 - 1 パワフル 


■ ゲーム用音場プ□グラム 



エンターテイン 

ENTERTAIN 


アクシ3ン ゲーム 

Action Game 


カーレース や FPS などのアクション ゲームに をねせてデヴ 
インされた音場です。チャンネル毎に効果の範固を制限し 
た反射音データを用いることで、明瞭な方位感を保ちつつ 
さまざまな効果音の存在感を高め、臨場感と迫力のあるプ 
レイ環境を提供します。 


大きさ 

か 1— 

— 〇 - 

- 1 大 

高さ/広さ 

问 1 

—〇- 

— 1 広 

前/後 

刖 ' — 

- 0 - 

— 1 後 

雰囲気 

穏やか 1— 

— 〇 - 

—— 1 パワフル 


□-ルブレイング ゲーム 


Roleplaying Game 


RPG やアドベンチヤーゲームなどに含ねせてデザインされ 
た音場です。映画用の音場効果と 、 Action Game で用い 
た音場デヴインを組み合わせることで、プレイ中のフイー 
ルドの奥行さや立体感を演出し、ムービーシーンでは映画 
的なサラウンド効果を提供します。 


大きさ 

高さ/広さ 

前/後 

雰囲気 


か I -〇-1大 

高 I -〇-1広 

前!-〇-1後 

穏やか I - 0 -1パワフル 


■ 音楽系映像ソース用 


圏 EN デ齡ん N 


S ュージック ビデオ 

Music Video 


ポップス-□ック-ジャズなどのライブコンサートを場の 
イ;<ージです。ステージ上のボーカルやソ□楽器のリアル 
感と、 U ズム楽器のノ U を重視したプレゼンス音場に加え、 
広大なライプ含場の空間を再現するサラウンド音場によ0、 
ホットなライブ空間に浸れます。 


大きさ 

か!一 

-〇 — 

— 1大 

高さ/広さ 

局 •一 

- 〇 — 

—•広 

前/後 

刖 ' — 

- 〇 - 

— i 後 

雰囲気 

穏やか 1— 

— 〇 - 

— 1パワフル 


リサイタル オペラ 

Recital/Opera 


響をの量を適度に抑えてあり、声の奥行さ感、明瞭度に優 
れています。オペラではステージでの定位や臨場感ととも 
に、オーケストラボックスの響さび眼前にくり広げ b れま 
す。サラウンド音場は控えめなびら、コンサートホールの 
データを使用ずることで音楽の楽しさを演出。長時間 
のオペラものでも疲れません。 


大きさ 

ル 1— 

-0- 

- 1 大 

高さ/広さ 

问 1 

-〇- 

—1 広 

前/後 

刖 1— 

—〇- 

—1 後 

雰囲気 

穏やか 1— 

■0 - 

—1 パワフル 



























































音場プ□グラムを楽しむ 


■ 映像用音場プ□グラム 

:ぶこ 

下記の音場プ□グラム （Mono M 日 vie 政外）と組み合わせるデコーダーを選べます（已日ページ)。 


S MOVIE 
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音場プ□グラムを楽しむ 


■ ステレオ再生用音場プ□グラム 
思 STEREO 


2チヤンネル ステレオ 

2 ch Stereo 


前方からのステレオ音声び楽しめる、基本的な再生モー 
ドです。 


7チヤンネル ステレオ 

7 ch Stereo 


後方からも直接音び聴け、広いエ U アで楽しめる効果び 
特長の再生モードです。ホームパーティーの日 GM に最 
適です。セット;><ニューの設定により、最大7つのス 
ピーカーから 音び出力されます。 


■ 圧縮音源用（コンプレストミュージック • 
エンハン ヴーモー ド） 

m EN 白 Tn ち ER 


ストレート エン A ンヴー 

Straight Enhancer 


2チヤンネル/マルチチヤンネル圧縮オーディオフォー 
マットを、音源のチヤンネル数はそのままにダイナミツ 
クに再生します。 


フチャンネル エン A ンサー 

7ch Enhancer 


7チヤンネルステレオ音声でダイナ S ックに再生します。 


■ サラウンド デコー ドモード 


™ SUR. DECODE 


サラウンド デコーダー 


デコーダーを 選んで2チヤンネル ソースを マルチチヤン 
ネルで再生するときに選びます（日9ページ)。 


■ サラウンドスピーカーなしで音場プ□グラ 
ムを楽しむ（バーチャルシネマ DSP ) 

サラウンド スピーカーがない 場合でち、バーチャル 
シネマ DSP モードにより、臨場感あふれる音場再 
生を楽しめます。 

バーチャルシネマ DSP モードでは、仮想スピー 
カーを創り出すことによって自然な音場を再現しま 
す。 「 SUR . L / RSP 」 を 「 NONE 」 に設定すれば 
(68 ぺージ)、音場プ□グラム （42 ぺージ）を選 
んでいるとさは自動的にバーチャルシネマ DSP 
モードに切り替わります。 


ご注意 I 


し U 下の場合、バーチャルシネマ DSP モードには切り誓 
わりません。 

-MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生選択し 
ているに7ぺージ)。 

-へッドホンを PHONES 端子に接続している。 

-7 ch stereo でち生している （47 ぺージ）。 

■ へッドホンで音場プ□グラムを楽しむ 
(サイレントシネマ™) 

サイレントシネマ™では、ドルビーデジタルや 
DTS などのマルチチヤンネル ソースをへッ ドホン 
で楽しめます。音場プログラム （42 ページ） を 選 
んでいるときに へッ ドホンを PHONES 端子に接 
続すれば、自動的にサイレント シネマ™ モードに 
切り替わります。サイレントシネマ™モードで再 
生しているあいだはフロントパネルディスプレイの 
SILENT CINEMA インジケーターび点なします。 


ごを意 


UTF の場合、サイレントシネマ™モードは無効になり 
ます。 

-MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生してい 
る （27 ぺージ)。 

-2 ch Stereo (47 ぺージ)、ピュアダイレクトモード 
(4 日ページ)、ストレートデコードモード （48 ペー 
ジ）で再生している。 
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音場プ□グラムを楽しむ 


LU 下の操作をする前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで返) AMP を選んでください。 


政下の操作をする前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イツチで曠 AMP を選んでください。 


より立体的な音場を楽しむ 音場効果をかけずに再生ずる 

(CINEMA DSP 3 D モード） （ストレートデコードモード) 


CINEMA DSP 3 D モードでは、より綱密で立体的 
な 3 D 感覚の音場を U スこングルームに再現しま 
す。 


透) 3 D DSP キーを繰り返し J 甲して 、 CINEMA 
DSP 3 D モードのオン/オフを切り替える。 

CINEMA DSP 3 D モードがオンのとをは 3 D イン 
ジケーターが点灯します。 

ご注意 

政下の場合 、 CINEMA DSP 3 D モードは無効になりま 
す（巧!：):--」び表示されます)。 

-「PRESENCE SP 」 を 「 NONE 」 に言受定してし、る 
(目日ぺージ)。 

-CINEMA DSP (7 ch Stereo 1；(外）を選んでいな 
い。 

-へッドホンを PHONES 端テに接続している。 


ストレートデコードモードでは、2チヤンネルソー 
スをフ□ント左/ちスピーカーからステレオ音声で 
再生します。マルチチヤンネルソースの場合は、 
ソースを適切なデコーダーでデコードし、音場効果 
をかけずにマルチチヤンネル音声で再生します。 


©STRAIGHT キー（または 透) STRAIGHT キー) 

を押して 「 STRAIGHT 」 を選ぶ。 

ストレートデコードモードを解除ずる 
◎STRAIGHT キー（または透) STRAIGHT キ ー) 

をちラー度押す、または他の音場プ□グラムを選ぶ 
(42 ぺージ）。 
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その他の音声機能 


政下の操作をする前に、 U モコンの操作機器選択ス 


UTF の操作をする前に、 U モコンの操作機器選択ス 

イツチで ©AMP を選んでください。 


イッチで返) AMP を選んでください。 


原音に忠実な音質で再生ずる 
(ピュアダイレクトモード） 

入カソースを原音に忠実な高品質音声で再生しま 
す。ピュアダイレクトモードをオンにすると、音声 
入力信号を最ル限の回路構成で再生します。 


颇 PURE DIRECT キー（または ® PURE 
DIRECT キ ー) を巧してピュアダイレクトモード 
のオン/オフを切り替える。 

ピュアダイレクトモードで再ちしているあいだはフ 
□ントパネルの® PURE DIRECT キーび点なし、 
フ□ントパネルディスプレイ、およびモニター画面 
び非表示にな D ます。 

ごま意 

-ピュアダイレクトモードで再生しているときは、 U 下の 
機能び無効にな D ます。 

一音場プ□グラムの切り替え 
—セツトメニューの表术 

•本機の電源をスタンバイにずるとピュアダイレクトモー 
ドは自動的に解除されます。 

ご、おこ 

ピュアダイレクトモードで再生中に本機か5映像信号を 
出力するには、 「 PURED 旧 ECT 」 の設定を変更してく 
ださい （73 ページ)。 

音色を調節ずる 
(卜ーンコント □ —ル） 


フロント左/ち、センタースピーカー、サブウー 
ファ 一のほ音域と高音域のバランスを調節します。 


1 フ□ントパネルの ©TONE CONTROL キー 

を繰り返し巧してほ音域 （ BASS ) または高音 
域 （ TREBLE ) を還ぶ。 


スピーカーの 音量を調節ずる 

再生音を聴をなびら各スピーカーの音量を調節しま 
す。 MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生 
しているとをも調節でさます。 

ご注意 

「AUTO SETUP 」（33 ぺージ）や 「 LEVEL 」 （目目 
ページ）で各スピーカーの音量を調節している場合は設 
定び上書さされます。 


1 リモコンの⑩ LEVEL キーを 巧してか5 
⑧ A / ▽キーを繰り返し巧して、調節ず るス 
ピーカーを 還ぶ。 

表示 

調節ずる スピーカー 

广！~. 1 , 1 ザ I 

r Kuri j i .~ 

フ□ント左スピーカー 

ミ...よ:.け i i 二.打 

センタースピーカー 

f ■■ド { 吁| J • 

r Kuri j K 

フ□ントちスピーカー 

.•~-j ! !■-. j—j 

二:し.りス II P . 

サラウンドちスピーカー 

SB R 

サラウンドバックちスピーカー 

bB L 

サラウンドバック左スピーカー 

二:ミ..; i™. II し. 

サラウンド左スピーカー 

.•~-j ! 1.— 門 

-":リ.リ r ... 

サブウーファー 

r ド. in こ: s L .. 

プレゼンス左スピーカー 

r " r *. 1 i こ:：ド. 

プレゼンスちスピーカー 

ご、おこ 

各チャンネルスピーカーの有無により、設定で走る 

スピーカーは変化します。 


2 @づ / 杉 キーを押して音量を調節ずる。 


調節範囲：一1日.日 d 目〜+10.0 d 目 


2 ⑩ PROGRAM セレクターを回して音色を調節 
ずる。 

調節範囲； 一 6.0 d 目〜+目. Od 目 


ち'ま意 I 

•音色を極端に調節した場を、サラウンドスピーカーとの 
音のつなびりび悪くなることがあ0ます。 

-ピュアダイレクトモードで再生しているときや MULTI 
CH INPUT 端テに接続した機器を再生しているとさは 
音色を調節でさません。 


■ 基本操作 
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FM / AM 放送を聴く 


選局方法を選ぶ 


FM / AM 放送は大別して2種類のち法で受信で 
さます。 

ノーマルチューニングモード 

周波数をサーチした D 直接指定した D して FM / 
AM 放送を自動、または手動で受信します（下記 
「 FM / AM 放送を選局する」）。 

プ U セットチューニングモード 

FM / AM 放送局をプリセット（登録）しておを、 
プ U セットグループとプ U セットナンバーを指定す 
ることによって簡単に呼び出します（「プリセット 
チューニングモードで選局する」（已2ページ））。 


医'注意 I 


受信感度び最良になるよラに、本機に接続した FM / 
AM アンテナの向をや位置を調節してください。 


UTF の操作を行ラ前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで® SOURCE を選び、感 TUNER キーを押し 
て < ださい。 


FM / AM 放送を選局ずる 


1 吸 BAND キー(または ⑦ BAND キ ー) を巧し 
てバンドを還ぶ。 


2 フ□ントパネルデイスプレイに PRESET イン 
ジケーターげ点なしている場合は、 
©SEARCH MODE キー(または ⑩ SRCH 
MODE キ ー) を巧して消なずる。 


ごを意 I 

受信したい放送局の電波び弱い場合は手動で選局す 
るか、周波数を直接入力して受信してください 
(50 ページ)。 

:、おこ 

-放送局を受信すると TUNED インジケーターび点 
なします。 

-フ□ントパネルディスプレイに表示される情報（現 
在選んでいる入カソース、音場プ□グラムなど）を 
切り誓えるには、 © INFO キー（または操作機器選 
おスイッチ（曠）で AMP を選び、 © INFO キー） 
を繰り返し巧してください。 

• FM 放送のステレオ/モノラル受信を切0誓えるに 
は （®) STEREO / MONO キー(または （@)AUDIO 
キ ー） を押します。 

■ 周波数ダイレクト選局 

周波数を直接入力して放送局を受信します。 


1 「 FM / AM 放送を還局ずる」（已〇ぺージ）の手 
順1〜2を操作してバンドを還ぶ。 


2数字キー（⑩）を巧して、受信ずる放送局の周 
波数を入力ずる。 

例： 77. 1 MHz の放送局を受信する場合 



:、おこ 

受信範囲がの周波数び入力された場合、フ□ントパネル 
ディスプレイに 「 WR 日 NG STATION !」 と表示されま 
す。 


1 し！ Vi し 1 1- ' し.！！ V! L..i ■サ 



PRESf 

三 T 消打 


3 自動で還局するには、⑥ PRESET / 

TUNINGo / 〇キーを約2秒間長巧しずる 
(または ⑥ PRESET/CHA / ▽ キーを巧す）。 
手動で選局ずるには、 © PRESET / 
TUNINGo / 〇キーを繰り返し巧す。 

-高い周波数に向かって選局するには、 ⑤1> 
キー（または④ A キー）を押します。 

-低い周波数に向かって選局するには、©づ 
キー（または⑥▽キー）を押します。 


已 Oja 































FM / AM 放送を聴く 


UTF の操作を行 5 前に、 IJ モコンの操作機器選択ス 
イッチで想) SOURCE を選び、③ TUNER キーを巧し 
て < ださい。 


FM / AM 放送局を登録ずる 


AM / FM 放送局を40局 （8 局 X 已グループ、 

A 1 〜 E 8) まで登録（プリセット）でをます。 
オートプリセット、またはマニュアルプリセット 
で、放送局を登録して<ださい。 

■ オートプ U セットで登録ずる 

電波の強い FM 放送局を、自動的に40局まで登録 
(プ IJ セット）でをます。 

AM 放送局は自動で登録でをません。手動で登録し 
てください（ち記参照)。 


1 ©BAND キー(または ⑦ BAND キ ー) を巧し 
て 「FM」 を選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「 FM 」 と表示 
されます。 


2 ®BAND キー(または ⑦ BAND) を3秒む上 
巧し続ける。 

フロントパネルディスプレイに AUTO 、 およ 
び MEMORY インジケーターび点滅し、 

「AUTO MEMORY 」 と表おされます。約已秒 
後に、現在の周波数から高い周波数に向かって 
オートプ U セツトを開始します。 


点滅 





1- 1 

i じわ！ 0 0 1 ご hi U -r W 

■i,... i 1 1 :.■: ，..， :: .... : i i ;ム .L; 

1 i 下 1— 1 M 广 H I—1 广1 i i 

5 .• 

■ -j 


点 

滅 


オートプ U セツトが完了すると MEM 日 RY イ 
ンジケーターが消なします。 


:ぶこ 

•才ートプリセツトを開始するプ U セツト番号を指定でさ 
ます。手順2を操作したあとに、⑥ PRESET / 
TUNING づ/たキー（または ® A - E く I / 〇キ ー 、 
PRESET/CHA / V キー）を繰り返し押して、最初の 
プリセツト放送局を登録するプ U セツト番号を選んでく 
ださい。 

•登録を中止するには⑩ BAND キー（または⑦ BAND 
キ ー) を押して<ださい。 

ご注意 

•同じプ U セツト番号に新しい放送局を登録すると、前に 
登録されていた放送局は消去され、新しい放送局に入れ 
誓わります。 

•プリセットする放送局の数び4日 （ A 1 〜 E 8) に満た 
ない場合は全周波数帯域を一巡して停止します。 


-才ートプリセットでは、電波の強い FM 放送局だけび登 
録されます。 AM 放送局や電波の弱い FM 放送局を登録 
したいとさは、ノーマルチューニングモードで放送局を 
受信したあと、手動で登録してください（「マニュアル 
プ U セットで登録する」下記参照)。 

■ マニュアルプリセットで登録する 

AM 放送局や、電波の弱い FM 放送を手動で登録し 
ふ 〇 


1 放送局を受信ずる。 

受信方法については已〇ページをご覽くださ 
い。 


2 ©MEMORY キ ー( または ⑨ MEMORY キ ー) 
を巧ず。 

フロントパネルディスプレイに PRESET イン 
ジケーターび点なします。 


点け 



で卜!.！ 〇 〇 I 二！！ V! し ！-！ ■ 

i I i I—I I—' :: ; i i i ム 


•登録されていないプ IJ セツトま号に、受信した放送 
局を自動的に登録するには、手順吕の代わりに 
@ MEM 0 RY キー（または⑨ MEMORY キ ー） を2 
秒け上巧して<ださい。その場合、 UTF の操作は必 
要あ0ません。 

-登録を中止するには、 MEMORY インジケーターび 
点滅しているあいだに ©MEMORY キー（または 
⑨ MEMORY キー）をち5—度巧してください。 


3 ⑥ PRESET/TUNINGC / 〇キー（または 

⑧ A-E <1 / 〇キー、 PRESET/CH A / V キ —） 
を繰り返し巧してプリセット放送局 （A1 ~ 
E8) を還ぶ。 

-高いプ U セットグループ/プ U セットま号に 
向かって選局するには、⑤1>キー(または 

⑧ A キー）を押します。 

-化いプ U セットグループ/プ U セットま号に 
向かって選局するには、⑤づキー（または 

⑨ ▽キー）を押します。 


プリセットグループ、プ U セットを 号 



■ 基本操作 
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FM / AM 放送を聴く 


•数字キー（⑩）を巧してプ IJ セットま号 （1 〜 8) 
を指定することちでさます。 

•登録巧みのプ U セットま号（ま号の横に「*」を表 
示）を選ぶと、現在の放送局び上書走されます。 


4 ©ENTER キー(または ⑧ ENTER キ ー) を巧 
ず。 

放送局び登録され、 PRESET インジケーター 
び消打します。 

I ごを意 I 

放送局び登録されると、放ち局の周波数と受信モード 
(ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。 

■ プ U セットチューニングモードで選局ずる 


1 フ□ントパネルデイスプレイに PRESET イン 
ジケーターび点なしていない場合は、 

① SEARCH MODE キー(または⑩ SRCH 
MODE キ ー) を巧して点！口させる。 


PRI 

SET . 1—! 巴 ■ 卜:|! 〇 〇 ご！卜:|!し！ .*!• 

: : ! : i 

点 

な 


■ プリセット放送局の登録を解除ずる 

プ U セツト放送局の登録を解除します。 


1 登録を解除したい放送局を還局ずる。 

詳しくは、「プ U セットチューニングモードで 
選局する」をご覧ください（已 2 ページ)。 


2 フ□ントパネルディスプレイに 「 CLEAR ?」 
と表示されるまで ① SEARCH MODE キー 
(または 颇 SRCH MODE キ ー) を巧し続け 
る。 



3 ©ENTER キー(または ⑧ ENTER キ ー) を巧 
して登録を解除ずる。 

:、も'こ 

登録の解除を中止するには ©SEARCH MODE キー 
(または曠 SRCH MODE キー）をちラー度巧してく 
ださし、。 


ご注意 I 

あ5かじめ放送局び登録されていない場合は、プ U セツ 
トチューニングモードで選局でさません。 


2 ⑤ PRESET / TUNING <] / 1> キー（または 
® PRESET/CHA / V キ —） を巧してプリ 

セツト放送局 （ A 1 〜 E 8) を選ぶ。 



プリセットグループ、プリセット番号 


• 登録されていないプリセット番号はスキップします。 
•®A-E<]/I>キー、および数字キー（⑩）を押して、 
プリセット放送局 （A1 〜 E8) を選ぶことわでさます。 


已2心 






















iPod を再をする 


U アパネルの D 日 CK 端子に接続したヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS -11 など）に iPod をセットすれ 
ば （27 ページ)、 iPod を本機の U モコンで操作したり モこ ター画面に表示される メこユ ーを見ながら操作 
したりすることがでをます。また、コンプレスト5ユージック•エン八ンヴーモードを選べば、圧縮オー 
デイオフオーマット （ MP 3 など）をダイナ5ックな音声で再生でさます （47 ページ)。 


ご注意 


• iPod touch、iPod (iPod classic を含むク U ックホイール ）、 iPod nano、iPod mini に対応しています。 

- iPod の種類やソフトウエアのバージョンにより一部の機能び使えない場合びあります。 

•ヤマ八製 iPod 用ドックの種類によ0—部の機能び使えない場合びあ0ます。ここでは YDS - 11を使って説明します。 

ごぶこ 

•本機と iPod との通信び完了すると、フ□ントパネルディスプレイに 「iPod connected 」 と表示されます。 

•フ□ントパネルディスプレイやモニター画面に表示されるメッセージについては 「 iPod 」 をご覧ください（目9ペー 
バ） 

•「 STANDB 丫 CHAR 白 E 」 で、本機の電源びスタンバイのとをの iPod の充電モードを設定でさます （76 ぺージ)。 


政下の操作を行ラ前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで频 SOURCE を選び、感 DOCK キーを押し 
て < ださい。 


iPod を操作ずる 


■ ノーマルモードで操作ずる 

ノーマルモードでは、モこ夕一画面にメこユーを表 
示させずに、 U モコンを使って基本的な操作（再 
生、停止、スキップなど）がでさます。 


iPod 本体でを操作でさます。 



i 


DOCK を入力選択すれば、 iPod を操作でをます。 
iPod は、モニター画面に表示されるメニューを見 
なびら行5「メニュー表示モード」と、 iPod の画 
面を見なびら行5「ノーマルモード」の2種類の 
ち法で操作でをます。 


■ U モコン操作 



キー 

機能 

衝 

ENTER 

選んだ;>< ニューに入りまず。 


A 

上の;>< ニューにカーソルを移動します。 


V 

下のメニューにカーソルを移動します。 


<] 

1つ前の表示に戻ります。 


た 

選んだメニューに入ります。 

颇 

<|<| 

巻き房しします虑押し）。 


〇〇 

早送0します（長巧し）。 


1»1 

次の巧の先頭にスキップします。 


KK1 

再生中の巧の先頭にスキップしまず。 


□ 

再生を停止しまず。 


叫 

一時停止します（ノーマルモード時は再 
生/一時停止)。 


> 

再生します（ノーマルモード時は再生/ 

一時停止)。 


DISPLAY 

メニュー表示モードに入る、または終了 
します。 


■ メニュー表示モードで操作ずる 

モニター画面に表示されるメニューを見なびら U モ 
コンを使ってさまざまな操作びでをます。 

モニター画面で音楽ファイルや映像ファイルをブラ 
ウズしたり、お好みに合わせて設定を変更したりす 
ることちでをます。 


「□倍 PLAY SET 」 で、表示方法を設定で舌ます （77 
ページ）。 


际主意 I 

- iPod 本体では操作でさません。 

•本機び表示でさない文字は「」（アンダーバー）で表 
示されます。 


1 透) DISPLAY キーを巧ず。 

メニュー画面びモニターに表示されます。 



已 



























iPod を再生ずる 


三/ヤツフ J レミ huffle 
巧やアルバムをランダムに再生します。 

選択項目： Off 、 Songs、Albums 
-ランダム再生しない場合は r 日 ff 」 を選んでくだ 
さい。 

-巧ごとにランダム再生する場含は 「 Son 邑 S 」 を 
選んで < ださい。 

-アルバムごとにランダム再生する場含は 
「 Albums 」 を選んでください。 

II レ。_し門___王 

リじ — h r ::. だドだ.;;： M ... 

巧やアルバムを繰り返し（リピート）再生します。 
選択項目： Off 、 加 e、All 
- U ピート再生しない場合は roffj を選んでくだ 
さい。 

-曲ごとに1」ピート再生する場合は 「 One 」 を選 
んで < ださい。 

-すべての曲を U ピート再生する場合は 「 All 」 を 
選んでください。 

:、おこ 

-設定項目を切り替えるには © ENTER キーを繰り返し押 
して < ださい。 

•シャッフル機能びオンのとさは、モニター画面に 
「っ C 」 び表示されます。 

•「 Repeat 」 で 「 One 」 または 「 All 」 を選んでいるとき 
はモニター画面に「9」、または「〇」び表示されま 
す。 

■ 再生情報画面の表示 


2 ⑧ A / ▽キーを巧して 「Music」、 または 
「Videos」、「Settings」 を選び、感1> キーを 
押ず。 

-音楽ファイルをブラウズするには 「 Music 」 
を選びます。 

-映像ファイルをブラウズするには 「 Videos 」 
を選びます。 

-設定を変更するには 「 Settings 」 を選びま 
す。 


ごを意I 

iPod 、 およびヤマ八製 iPod 用ドックび映像ファイ 
ルのブラウブ機能に対応していない場合、 「 Videos 」 
は表示されません。 


3 ⑧ A/V/</^ キ-を巧してメニュ-項目を 
選び、⑧ ENTER キーを巧して再生ずる。 

「Music」 の還択項目 

Playlists (プレイリスト）、 

Artists (アーテイスト）、 

Albums (アルバム）、 

Songs 姐名）、 

Genres (ジャンル）、 

Composers (作巧者） 

• Playlists > Son 呂 S 

• Artists > Albums > Songs 

• Albums > Songs 

• Songs 

• Genres > Artists > Albums > Son 呂 s 

• Composers > Albums > Son 呂 s 

「Videos」 の選択項目 

iPod に保存されているファイルによります。 

「Settings」 の選択項目 

Shuffle、Repeat 


iPod [Play] 民：胥 llW- 

9 

- f"rankle Zipp&r 

- Madi-' to-order 

- Road to India 


[1] トラック番号/トラック数 

[2] アーテイスト名 

[3] アルバム名 

[4] 曲名 

[引進が表示 
[巨]経過時間 

[7] シャッフル/リピート表示 

[8] ► (再生)、 n (—時停止)、 ►► (早送り）、 
W (巻さ戻し） 

[9] 残り時間 


7 8 


1 2 3 4 
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Bluetooth ® 機器を再をする 


ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーパ'-(別売 Y 目 A -1 日など）を D 日 CK 端子に接続すれ 
ば、本機と目 luetooth 機器（ポータブルオーディオプレーヤーなど）をケーブルで接続することなく、 

目 luetooth 機器にイ呆存した音楽ファイルを再生できます。再生する前に目 luetooth レシーバーと 
目 luetooth 機器を「ペアリング」してください。 

ご注意 

本機は目 luetooth プ□ファイルの A 2 DP (Advanced Audio Distribution Profile ) に対応しています。 


Bluetooth® レシーバーと 
Bluetooth ® 機器をぺアリングする 

Bluetooth 機器を目 luetooth レシーバーを使って 
本機で再生する前に「ペアリング」を行います。本 
機能をはじめて使ラ場合や、ペア U ングしたデータ 
が消去された場含は、必ず行って<ださい。「ペア 
リング」とは、目 luetooth で通信するために 
Bluetooth 機器を登録することです。 

ご、おこ 

• ペアリングは巨 luetooth 機器と Bluetooth レシーバー 
をはじめて使ラとをのみ必要です。 

- Bluetooth で通信できるようにするには、本機および 
Blueto 日 th 機器の両方でペア U ングしてください。必要 
に応じて Bluetooth 機器の取扱説明書わご覧ください。 

本機では 、 MANUAL SETUP の 「START 
PA 旧 ING 」 と、クイックペア U ングの2種類の方 
法でペア U ングでをます。 

■ MANUAL SETUP でぺアリングずる 

モニターに 表示されるメニ ユーを 見なびらペア U ン 
グします。詳しくは、 「START PAWING 」 を ご覧 
ください （7 日ページ)。 

■ クイックペアリングでペアリングずる 


セキュ U ティー確保のため、ペア U ングでさる時間は 
8分にお限されています。 U 下の手順を一通日読んで 
か6操作に移ることをおすずめします。 


1 ⑤ INPUT セレクターを回して（または操作機 

器選択スイッチ（⑩）で SOURCE を選び、 

③ DOCK キーを巧して） 「 DOCK 」 を入力還択 
ずる。 


2ぺアリングしたい团 uetooth 機器の電源をオンに 
し、 Bluetooth 機器をペアリングモードにずる。 

Bluetooth 機器の操作方法について詳しくは 
Bluetooth 機器に付属の取扱説明書をご覧く 
ださい。 


3 フ□ントパネルデイスプレイにに earchin 巨」 
と表示されるまで© ENTER キー(または 
⑥ ENTER キ ー) を巧す。 


Bluetooth レシーバーび ペア U ン グモー ドの 
とき、フ□ントパネルデイスプレイに DOCK 
インジケーターび点滅します。 


ペア I 」ングを中止するにはち5—度 ©ENTER キー 
(または⑥ ENTER キー）を巧します。 


4 Bluetooth 機器り旧 luetooth レシーパ‘一を認識 
していることを巧認する。 

Bluetooth 機器が Bluetooth レシーバーを認 
識している場をは目 luetooth デバイスリスト 
に 「 Y 目 A -1 日 YAMAHA 」 （例）と表示されま 
す。 


5 Bluetooth デバイスリストか6 Bluetooth レ 
シーパ‘一を選び、 Bluetooth 機器にパスキー 
「0000」を入力ずる。 

正しくペア U ングされた場含はフ□ントパネル 
ディスプレイに旧 T Connected 」 と表示さ 
れます。 

ご注意 

ヤマ八製 Bluetooth レシーパ'—は8台までの Bluetooth 
機器とペア U ングできます。目台目の機器び正しくペア 
リングされ、ペアリングデータび登録された場合、わつと 
わ長い間使われていない機器のデータは消去されます。 


Bluetooth ® 機器の再生を楽しむ 


1 ⑥ INPUT セレクターを回して（または操作機器)！お 

スイッチ （©) で SOURCE を遺び、 ③ DOCK 
キーを押して） 「 DOCK 」 を入力道択ずる。 


2 Bluetooth 機器の再生を開始ずる。 

接続した目 luetooth レシーバーが目 luetooth 
機器を認識すると、フ□ントノ^ネルデイスプレ 
イに旧 T Connected 」 と表示されます。 


感 ENTER キーを押ずと、接続した Bluetooth レシー 
バーは最後に接続していた 目 luetooth 機器を検索し、 
接続します。 Bluetooth レシーバーび巨 luetooth 機器 
を検索でさなかった場合はフ□ントパネルディスプレイ 
に 「Not found 」 と表示されます。 

Bluetooth レシーバーと Bluetooth 機器の接続を解除 
するには⑥ ENTER キーを巧してください。 


I Hi 本操作 
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USB デバイスを再生する 


LU 下の操作を行ラ前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで频 SOURCE を選び、感 US 日キーを押してく 
ださい。 


©DISPLAY キーを巧ず。 

モこター画面に政下のよ5に表示されます。 


本機フ□ントパネルの USB 端子に接続している 
US 目デバイスに保存した WAV ( PCM フオーマツ 
卜のみ)、 MP 3、 WMA ファイルを再生します。 


ち'注意 I 

•「円 ease wa け」と表示される場合は、表示び消えるま 
でしば5 くお待ちください。 

-データび FAT 16または FAT 32 ファイルシステムで記 
録されている USB マスストレージクラス対応の USB 
デバイス、または MTP 対応の USB デバイス (USB 
八ードディスク列0に対応しています。 

•先頭にあるパーティシヨンのみブラウズでさます。他の 
ノ V " —ティシヨンに保をされているファイルは再生でさま 
せん。 

•最大8階層までのディレクト U にある、1つのディレク 
トリにつき最大日日日までのディレクト U / ファイルを 
ブラウズ、再生でさます。 

• US 目デバイスのメーカーや種類によ0、ファイルを再 
生でさない場合びあります。 

• WAV 、 MP 3、 WMA ファイルでわ再生できない場合や 
ノイズを出力する場合びありまず。 



3 (DA/ V キーを巧して 「USB BROWSE」 を還 
び、キーを巧ず。 


4 ④ A/V/</> キーを繰り返し巧してか S 
⑧ ENTER キーを巧して再生ずる。 

-メニュー項目を選ぶには® A / V キーを押し 
ます。 

-選んだメニュー項目を決定するには⑧た 
キーを押します。 

-前のメニュー項目に戻るには⑧づキーを押 
します。 


1 フロント/てネルの USB 端子に USB デバイスを 
接続ずる。 



USB デバイス 


•メニュー項目のち側に表示されている「>」は、巧の階 
層にサブメニューびあることを表していまず。 

•「□倍 PLAY SET 」 で表示方法を設定できます (77 
ページ）。 


ごを 意 


本機び表示でさない文字は「_」（アンダーバー）で表 
示されまず。 

■ 再生情報画面の表示 


[ 1 ] 

口] 

口] 


[4] 


PL 円 V INFO 


お哥脚 


—h rank ]. e 21 pper 
— Hade — to … order 
-Road to India 


-0:51 


[1] アーティスト名 

[2] アルバム名 

[3] 曲名 

[4] 経過時間 

[引シャッフル/リピート表示 
[色]►(再生） 
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USB デバイスを再生ずる 


シヨートカツトを登録する 

お気に入りの曲 （ WAV / MP 3/ WMA フアイ 
ル）を登録して、聴をたいとをに簡単に呼び出して 
再生します。8曲まで登録でをます。 

■ 数字キー （1 〜 8) にシヨートカットを 
登録する 


1 登録したい巧を再生する。 


2 ⑨ MEMORY キーを巧ず。 

フロントパネルディスプレイに PRESET イン 
ジケーターび点なし、空いているプ U セットま 
号び表示されます。 


点打 




PRE 

SET … 二 . M 1- ! ! 二 1 リ i 

1: 。 U 。 


•登録されていないプ IJ セツト番号に、還んだ曲を自動的 
に登録するには、手順2の代わりに ©MEMORY キー 
(または⑨ MEMORY キー）を2秒け上巧してくださ 
し)。その場合、1；(下の操作は必要あ0ません。 

•登録を中止するには、ち5—度® MEMORY キー（ま 
たは⑨ MEMORY キー）を押してください。 

• ち手順を3 0秒(内に操作しなかった場合、登録を自動 
的に中止します。この場合は手順吕か5操作し直してく 
ださい。 


3 シヨートカットを 登録ず る 数字 キ ー(1 〜 8) 
を巧す。 


プ U セツトを号 



すでに登録されているプ U セット番号（番号の横に 
r *」 を表示）に新しい巧を登録すると、前に登録され 
ていた曲は消去され、新しい巧に入れ替わ0ます。 


4 © ENTER キー(または © ENTER キ ー) を巧 
ず。 

曲び登録され、 PRESET インジケーターび消 
好します。 


1 遂) DISPLAY キーを巧す。 


再生していると去は再生情報画面び表示されます。 USB 
初期メニューを表示するには、⑥づキーを繰り返し巧し 
て < ださい。 


2 ⑥ A /V キーを繰り返し巧して 「PLAY 
STYLE 」 を選び、⑥ ENTER キーを巧ず。 


3 ⑥ A / ▽キーを巧してメニュー頃目を選び、 

© ENTER キーを繰り返し巧して設定を変更ずる。 

シャッフル SHUFFLE 

ディレクト U に保巧されている曲をランダムに 
再生します。 

-ランダムに再生しない場合は rOFF 」 を選ん 
でください。 

-ディレクト U 内のすべての曲をランダムに再 
生する場合は 「 ON 」 を選んでください。 

U ピート REPEAT 

選んだ曲やディレクト U 内のすべての曲を繰り 
返し（リピート）再生します。 

- U ピート再生しなし觸合は rOFF 」 を選んで 
<ださい。 

-曲ごとに U ピート再生する場合は rONE 」 

を選んでください。 

•ディレクトリ内のすべての曲を U ピート再生 
する場合は 「 ALU を選んでください。 

ご、おこ 

-シャッフル機能びオンのとさはモニター画面に「て」 
び表示されます。 

- 「 Repeat 」 で 「 ALL 」 または 「 ONE 」 を選んでいるときはモ 
ニター画面のち上に「甲」、または「〇」び表示されます。 

■ リモコン操作 



キー 

機能 

通 

ENTER 

選んだ; >< ニューに入りまず。 


A 

上の;>< ニューにカーソルを移動します。 


V 

下の;>< ニューにカーソルを移動します。 


<] 

1つ前の表示に戻りまず。 


た 

選んだメニューに入ります。 

感 

MEMORY 

ショートカットを登録します。 

颇 

l»l 

次の巧の先頭にスキップします。 


KK 

再生中の巧の先頭にスキップします。 


□ 

再生を停止しまず。 


> 

再生します。 

⑩ 

1-8 

数字 (1-8) を入力します。*1 


DISPLAY 

US 巳；>< ニューを表おします。 


*1 ショートカットを登録/呼び化すときに押します（已7ページ)。 


■ 再生スタイルを設定ずる 

巧をランダムに再生したり、繰り返し （ U ピート) 
再生したりします。 


似下の操作を行ラ前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで© SOURCE を選び、③ USB キーを押してく 
ださい。 


■ 基本操作 
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USB デバイスを再生ずる 


■ 登録したショートカットを選んで再生ずる 


USB メニューを表示しているときに、ショート 
カットを登録した数字キー （1 〜 S ) (⑩）を巧ず。 

選んだ数字キーに登録されている曲を再生します。 


ごま意 


•ショートカットび登録されていない数字キーを巧すと 
EMPTY 」 と表示されまず。 

• LU 下の場合は数字キーを巧しても登録した曲び再生され 
ません。 

一曲を登録したとさとは異なる USB デバイスを接続し 
ている。 

ーディレクト U 内でファイルの位置を移動した。 

ご、おこ 

本機は登録した曲のディレクトリ內における相対的な位 
置を記憶していまず。したびって、ディテクトリ巧で音 
楽ファイルを追加/削除すると、登録した曲び呼び出さ 
れないことびあります。そのような場合はショートカッ 
卜を登録し直してください。 L 处下はショートカット機能 
を上手に利用するた奴のおすすめの方まです。まず、 

US 目デバイス巧にディレクトリを8つ作成し、その中 
に音楽ファイルを保をします。次に、それぞれのディレ 
クト U 內の先頭の音楽ファイルを1から8までのショー 
トカットに登録します。ショートカットで呼び出す音楽 
ファイルを変更する場合は、ディレクトリは削除せず 
に、現在登録されている音楽ファイルを新しい音楽ファ 
イルと入れ誓えます。 
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音声出力を詳細に設定する 


デコーダーを 選ぶ 


■ 吕チヤンネルソースをマルチチヤンネルで 
楽しむ（サラウンドデコードモード） 

2チヤンネルソースをマルチチヤンネル化して楽し 
むためのデコーダーを選びます。 


操作機器選択スイッチ（⑩）で AMP を還び、 

③ SUR . DECODE キーを 繰り返し}甲して、デ 
コーダーを 還ぶ。 

再生している ソース やお好みに応じて デコーダーを 
選べます。 

ご、おこ 

モニター画面を見なび5デコーダーのパラメーターを調 
節でをます。詳しくは「音場パラメーターを変更する」 
をご覧ください（目日ページ)。 

■ デコーダ-覧 

デコ—ダ—名 
(デコーダーのタイプ） 


PLIIx Music 
PLII Music 


ド ルビー プ□□ジック llx (またはド ルビー プ□□ジックII) デコー 
ダーです。音楽鑑賞に適しています。 「SUR. 目 L/R SP」 を 一 
「NONE」 に設定している場合 （69 ページ）やヘッドホンを接続し 
ている場合、ドルビープ□□ジック Nx デコーダーは選べません。 


説明 


PRO LOGIC 


ドルビープ□□ジックデコーダーです。すべてのソースに 
適しています。 


PLIIx Movie 
PLII Movie 


ドルビープ□□ジック llx (またはドルビープ□□ジック II ) 
デコーダーです。映画鑑賞に適しています。 「 SUR . 巨 L/R 
SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場を（目目ページ）や 
へッドホンを接続している場合、ドルビープ□□ジック llx 
デコーダーは選べません。 


PLIIx Music 
PLII Music 


ドルビープ□□ジック llx (またはドルビープ□□ジック II ) 
デコーダーです。音楽鑑賞に適しています。 「 SUR . 巳 L/R 
SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場を （6 目ページ）や 
へッドホンを接続している場合、ドルビープ□□ジック llx 
デコーダーは選べません。 


PLIIx Game 
PLII Game 


ドルビープ□□ジック llx (またはドルビープ□□ジック I !) 
デコーダーです。ゲームに適しています。 「 SUR . BL/R 
SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場を〔日目ぺージ）や 
へッドホンを接続している場合、ドルビープ□□ジック llx 
デコーダーは選べません。 


Neo:6 Cinema 


DTS デコーダーです。映画鑑賞に適しています。 


Neo:6 Music 


DTS デコーダーです。音楽鑑賞に適しています。 


CSII Cinema 


SRS サークルサラウンド II デコーダーです。映画鑑賞に適 
しています。 


CSII Music 


SRS サークルサラウンド II デコーダーです。音楽鑑賞に適 
しています。 


マルチチャンネルデジタル音声信号を再生しているとさ 
にサラウンドデコードモードを選択すると、本機は自動 
的に入力信号に適したデコーダーを選んで再生します。 

■ MOVIE プ□グラムと組み合わせるデコー 
ダーを選ぶ 

M 日 VIE プ□グラム （Mono Movie し义外）と組み含 
わせるデコーダーを下記から選べます。 M 日 VIE プ 
□グラムについて詳しくは、「映像用音場プ□グラ 
ム」 （4 目ページ）をご覧ください。また、デコー 
ダータイプの選択方法については、「音場パラメー 
ターを変更する」（目日ページ）をご覧ください。 
選択項目 ： PLIIx Movie (PLII Movie )、 Neo : 目 
Cinema 


■応用操作 
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音声出力を詳細に設定する 


■ マルチチャンネル ソース 用 デコーダーを選 
ぶ 

サラウンドバックスピーカーを接続している場合 
に、 ドルビープロ□ジック llx 、 ドルビーデジタル 
EX、DTS-ES デコーダーを使って、マルチチャン 
ネルソースを日 . 1または7 . 1チャンネルで再生 
します。 


音 場パラメーターを 変更ずる 

音場プ□グラムは初期設定のままで十分にお楽しみ 
いただけますが、音場プ□グラムを変更することに 
より、 ソース 和 U スこングルームの音響にあわせて 
音場効果をアレンジでさます。 


操作機器選択スイッチ（⑩）で AMP を選び、 
( g ) EXTDSUR . キーを繰0返し}甲して已.1/ 

6 . 1/7 . 1チャンネル再生を切り替える。 

選択項目 

説明 

AUTO 

本機び確認できる信号（フラグ）び記録さ 
れているソースび入力されると、信号に応 
じて最適なデコーダーを自動的に選び、 

巨. 1 または 7.1 チゎンネルで再生します。 

デつ ーダー 

(PLIIx 

Movie 

PLIIx 

Music 

EX/ES) 

デコーダーを手動で選びます。 

OFF 

巨. 1 または 7.1 チゎンネルで再生しませ 


入カソースに記録されているフラグを本機び正しく認識 
できない場合に、手動でデコーダーを切り替えてくださ 
い。 


ごま意 

「日 PTI 日 N MENU 」 の 「MEMORY GUARD 」 を 「 ON 」 
に設定しているとさは音場パラ ーターを変更でをません 
(78 ぺージ)。 


1 本機に接続したモニターの電源をオンにずる。 


2操作機器選択スイッチ （©) で AMP を選 
び、 © PARAMETER キーを押ず。 

政下の画面がモこターに表示されます。 


力ーソル- 


音場プ□グラムカテゴ U — 

irliuTl 172 


Sci-Fi 

SUF ： .--PLII ： x ； Mo'v'ie 

DSP LEUEL. 加 B 

P.INIT.DLV-■■ 16ns 
P.ROOM SIZE- ■ •し 0 
S.INIT.DLV-■■ 16ns 
S.ROOM - 


い].. 


SIZE- •.し 


ゴ e す 


音場バ ラメーター 設定値 


ご注意 I 


スピーカーの設定や入カソースによ D 、 還べるデコー 

liTF の場合は 6.1/7.1 チャンネルで再生でさませ 
ん /。 

-「 SUR . L / RSP 」（68 ページ)、または 「 SUR.B L / 
RSP 」 （目目ぺージ）を 「 NONE 」 に設定している。 
-MULTI CH INPUT 端テに接続した機器を再生してい 
る。 

一再生しているソースにサラウンド左/ちチャンネル信 
号び含まれてし''ない。 

-Dolby Digital KARAOKE ソースを再生している。 

-ステレオ再生、または 7 ch Enhancer （47 ぺージ）、 
ピュアダイレクトモード （4 目ページ）で再生してい 
る。 

-「目 I - AMP 」 を 「 ON 」 に設定している（目2ぺージ)。 
「 EXTDSUR 」 で、本機の電源をオンにしたときに適 
用するデコーダーを選べます （78 ぺージ)。 


3 ⑧づ/!> キーを巧して、パラメーターを変更し 
たい音場プ□グラムを還ぶ。 


4 ⑨ A /V キーを巧して、変更したい音場パラ 
メーターを選び、 ⑧ <] /1> キーを巧して、設 
定値を変更する。 

音場プログラム パラメーターに ついて詳しくは、 

61ページをご覽ください。 

-数値を大きくするには、⑧〇キーを巧します。 
-数値をルさくするには、キーを押しまず。 
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音声出力を詳細に設定する 


ごぶこ 

. 他の音場パラメーターの設定を変更する場合は手順3〜 
手順4を繰り返してください。 

-音場プ□グラムの中には、音場パラメーターの表示びモ 
二夕一上で1ページを超えるちのびあります。このよラ 
な場合は ( DA/ V キーを押してページを切り替えてくだ 
さい。 

•初期設定値を変更すると、モニターに表示されている音 
場パラメーター名の左側にアスタ U スク （*) び表示さ 
れます。 

•® づ/〇キーを長巧しして設定値を調節すると、表示 
されている設定値び初期設定値で瞬間的に止ま0ます。 

•選んだ音場プ□グラムのパラメーターを初期設定に戻す 
には、⑥ A / V キーを繰り返し巧して 「 INITIAUZE 」 を 
選び、盛たキーを巧します。確認画面びモニター画面 
に表示されたら、 ® t > キーを押して確定するか 、 (DO 
キーを押して中止してください。 


M0UIE 


Sci-Fi 

SB INIT.DLV-■iSns 
SB 好 ] on SIZE I • し 0 

DIHLQG LIFT.0 

4 INITIALIZE 


[ り ： Initialize 


5 ©PARAMETER キーを 巧して音場 パラメー 
夕 一の 設定を終了ずる。 

■ 基本的な音場パラメーター 

それぞれの音場プログラムはプログラムの性格を特 
徴付けているパラメーターを持っています。音場プ 
ログラムを変更するときは、はじめに rosp 
1_ EVEU および 「DIALOG LIFT 」 を調節し、音場 
効果を一度確認したあとでその他のパラメーターを 
変更することをおすすめします。 

ご、おこ 

音場ノ くラメーターの変更のしかたについて詳しくは、 

目日ぺージをご覧< ださし、。 

エフェクト量の調節 （DSP LEVEL ) 

エフェクト量（音場効果のかかり具合）を微調節す 
るパラメーターです。視聰環境に合わせて、直接音 
のレベルを確認しなびら音場効果のかか0具合をを 
更でさます。 




エフェクト 量： ル エフェクト 量： 大 


-効果音びルさく感じられる 
-各音場プ□グラム間の違いび感じ取れない 


効果レベルを大きくずる 

-音びぼんや D と聰こえる 
-音場効果のかかり具合び過剰に感じられる 


効果レベルを小さぐずる 

可変範囲：一 6 dB 〜+ 3 dB 

セリフの上下位置調節 （DIALOG LIFT ) 

プレゼンススピーカーを使っている場合に、セリフ 
など、中央に定位する音の定位位置（上下方向）を 
調節するパラメーターです。値を大をくすると上ち 
に定位します。 



セ U フ①理想 
のな定位位置 


セ U フびテレビ画面よりも低い位置から聞こえる場 
合、セ U フの上下位置を上へ移動してください。 


固 




固 


同 

島 

今 

困 

P 



〇 

-• 


〇 



理想的な定位位置に移動 


選択項目： 0、1、2、3、ん已 

の」彻期設定値）び最もほく、「己」び最も高し)位 

置ごす。 


拉主意 


•「DIALOG LIFT 」 は 「PRESENCE SP 」 を 「 YES 」 に 
設定しているとさのみ調節でさます（目目ぺージ)。 
•セリフの上下位置を初期設定よ0わ下にすることはでさ 
ません。 


「DSP LEVEL 」 は下のように調節してください。 
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音声出力を詳細に設定する 


■ その他の音場 パラメーター 

音場プログラムをカスタマイズするには、しツ下の音場パラメーターで設定を変更してください。 

ぶこ 

音場パラメーターの変更のしかたについて詳しくは目日ぺージをご覧ください。 


音場パラメーター 


特長 


TNTT-DLS' 

P ， INIT.DLS-' 
S ， INH\DLS-' 
SB IN!T ， D し V 


直接音から初期反射音び始まるまでの時間（遅延時間）を調節するパラメーターです。初期 
反射音の遅れは、音源と反射面との距離によって決まります。つまり、遅延時間を短<する 
と、音源び壁面に近づいた感じになり、逆に遅延時間を長くすると、音源は壁面か5離れた 
感じになりまず。このパラメーターを調節することにより、ソースの原音から周りの壁まで 
の距離感、空間の大ささ感、音像のでさかた等び調節でさます。 

、、I /, 

遅延時間を調節するとさは、対応する音場の空間の大ささを調節することをおすす 
めします。 

可変範囲：]〜 99 ms ( INIT . DLY 、 P . INIT . DLY ) 

1〜4目 ms 〔 S . IMT . DLY、SB INI . DLY ) 


ソースの 原音 
——初期反射音 


ディレイ 


時間 


デイレイ 


時間 


ディレイ 


時間 




m % 




ル = ]ms 


大= 99 ms 


ぅグ三 


1夕三 
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音声出力を詳細に設定ずる 


ルニ日.1 


大二2.0 


LIUENESS 
SnLIUENESS 
SB LIUENESS 


ネ刃期反射音の減衰特性をミ夫めるパラメーターです。値を大さくするほど、ライブな（反響び 
をい）音場になり、値をルさくするほどデッドな（反響びかない）音場になります。実隙の 
ホールでのライブ感/デッド感は、反射面の吸音特性によって決定され、反射音の減衰び早 
ければデッドに、遅ければライブに感じられます。 

可変範囲：日〜]0 


初期反射音 


時間 


.ソースの原音 


1 


ライブ 


時間 


時間 


大= ] 0 






音 場 パラメーター 

特長 


岡-!!-が q rzF 

P ■ 臣日日 M SIZE 
S ， R 如鬥 SIZE 
SB ROOM SIZE 


空間の広びり感を調節するパラ; >< 一夕一です。値を大きくするほど広い空間（部屋）にな 
り、値をかさくするほど狭い空間になりまず。音び反射を繰り返すとさ、壁と壁の間び広い 
大をなホールほど、反射音と反射音の時間的な間隔び長くなります。このことから、反射音 
どラしの時間間隔を調節すれば、広びり感を変えることびでさるといラことになります。 

1.日で実測値そのまま、 2.0 にずると、 ] 辺の長さび倍の空間になります。 

か_ 

空間の大舌さを調節するときは、対応する音場の遅延時間わ調節することをおすす 
めします。 

可変範囲： 0.1〜 2.0 

ソースの原音 



馬 

慰、 / 


夢 

図、 

% 


伊％ 

図、 

反射音ル 





反身!^ i 大 


応用操作 


間 

高 




If グ三 






K 


〇 


う V 三 
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音声出力を詳細に設定ずる 



ソースの 原音 



RbU.LEUEL 後部残響音のレベルを調節するパラメーターです。値を大さくするほど後部残響音のレベル 

び大さくな0、を韻び強く感じ5れます。 


可変範囲：日〜1日日％ 




音 場 パラメーター 

特長 

RE ： U = TIME ： 

後部残響音び減衰してい<時間を調節するパラメーターです。約 ] kHz の残響音が eod 己 
減衰するのにかかる時間を基準にしています。値をかさくするほど、残響音び早く減衰しま 
す。 REV . TIME を調節することにより、反響び少なめのソースや U スニングルームに少、し 
長めの残響時間を設定したり、逆に反響び多めのソースやリスニングルームには、短い残響 
時間を設定して自然な残響音となるよラに調節したりすることびでさます。 


可変範囲：1 .0 〜已 .Os 


後部残響音 ソースの原音 後部残響音 




ル=1 .Os 大=已 .Os 


RE ; ん[:€じが 残響音び発生しはじめるまでの時間を調節するパラ^ーターです。値を大さくするほど、残 

響音び初期反射音より遅れて発生するよラになります。同じ REV . TIME でち、 

REV . DELAY を長くしていくと大さな空間の残響感になります。 


巧変範囲：日〜2已日 ms 


うグ三帅 


うグ三服 
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音声出力を詳細に設定する 



音 場 パラメーター 

特長 

DIRECT 

(2ch Stereo のみ） 

2チおンネルアナ□グソースを再生しているとさにデコーダーや DSP 回路をバイパスし 
て、より高音質で再生します。 


選択項目： AUTO 、 OFF 


三、去' こ 

•デコーダーや DSP 回路をバイパスするには、1ンコント□-ルの 「 BASS 」、 およ 
び 「 TRE 目 LE 」 が 「 BYPASS 」 に設定されているときに、 「 AUT 日」を選んでくださ 
い。 

•デコーダーや DSP 回路をバイパスしないときは、卜ーンコント□—ルの 「 BASS 」、 
および 「 TREBLE 」 び「目丫 PASS 」 に設定されているときに、 「 OFF 」 を選んでく 
ださい。 

-マルチチャンネル信号び入力されると、入力信号は2チャンネルにダウン S ックス 
され、フ□ント左/ちスピーカーか5出力されます。 

- LU 下の場合、フ□ント左/ちスピーカーの低音域成分はサブウーファーか5出力さ 
れます。 

-「 LFE / BASS 日 UT 」 び 「 BOTH 」 に設定されている （68 ページ)。 

-「 FR 日 NTSP 」 び 「 SMALL 」 に設定されていて（目8ぺージ）、 「 LFE/BASS 
日 UT 」 び rSWFR 」 に設定されている（目8ページ)。 

CT LEUEL 

SL LEUEL 

SR LEUEL 

SB LEUEL 

PL LEUEL 

PR LEUEL 
口 ch Stereo のみ） 

7 ch Stereo プ□グラムでの、各チヤンネルの音量を調節します。各チヤンネルスピーカー 
の有無により、 設定でさるパラ;>< 一夕一は変化します。 

可変範囲：日〜] 00% 

lFFECT LEUEL 

(Straight Enhancer 、 

7ch Enhancer のみ） 

コンプレスト S ユージツク-エン八ンサーモードの効果レベルを調節するパラ:><ーターで 
す。高音域び過剰に強調されているとさは、 「 LOW 」 に設定してください。 

選択項目 ： H に H、LOW 


•効果レベルを弱くするには rLowj に設定してください。 

•効果レベルを強くするには 「 H に H 」 に設定してください。 

SUR . 

(MOVIE プ □ グラム （Mono 
Movie じ 1 が)、およびサラウ 
ンドデコードモードのみ） 

音場プ□グラムと組み合わせるデコーダーを選びます。選んでいるデコーダーにより、調節 
でさるパラメーターは変化します。詳しくは、已9ページをご覧ください。 



応 

用 

無 

作 
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音声出力を詳細に設定ずる 


■ デコータ‘ーパラメーター 

し iTF の デコーダーパラメーターを 使って、 デコーダーを カスタマイズでをます。 

デコーダー A‘ ラメーター 

特長 

PRNOF ? hMh 

(PLIIx Music、 
のみ） 

PLII Music 

PRO LOGIC II Music および PRO L 曰 G に llx Music プ□グラムでの、フ□ント音場の広 
がり感を調節するパラメーターです。フ□ント左/ちの音芦を左ちに大さ<回り込ませるこ 
とで、サラウンド音場につなびるよラな広びり感を得ることびでさます。 



選択項目： OFF 、 日 N 

ppj_ i-rpp j_jT r.|T. 卜！ 

(PLIIx Music、PLII Music 
のみ） 

PRO LOGIC II Music および PRO L 曰 G に llx Music プ□グラムでの、センター音青の左 
ちへの広びりを調節するパラメーターでず。センターか6の音青を、好みに合わせて左ちに 
振0分けることびでさます。 



可変範囲：0〜7 

(0 にずるとセンターのみ、7にするとフ□ント左/ちのみからセンター音声び出力されま 
す。） 



初期設定： 3 

T ド [J L ! i~ T p t ! 

(PLIIx Music、 
のみ） 

PLII Music 

PRO LOGIC II Music および PRO L 曰 G に llx Music プ□グラムでの、フ□ント音場とヴ 
ラウンド音場のレベル差を調節するパラメーターです。再生するソフトによって生じる、フ 
□ントとサラウンドのレベル差を調節して、好みのバランスにすることびでさます。一(マ 
イナス）にするとサラウンド側、+ (プラス）にするとフ□ント側び強くなります。 



可変範囲：一 3〜+ 3 



初期設定 ： STD (スタンダード） 

C . IMhGE 

(Neo: 己 Music のみ） 

DTS Neo : 目 Music プ□グラムでの、フ□ント音場の広がり感を調節するパラメーターで 
す。値をルさくするとフ□ント音場の広びりび大きくなり、大きくすると狭く（センターへ 
の定位び強 <) なります。 



可変範囲： 0.0 〜 ].0 

(0.0 にするとフ□ント左/ちのみ、1.日にするとセンターのみか5センター音声び出力さ 
れます。） 



初期設定： 0.3 

Fnr：i iq 

(CSII Cinema、CSII Music 

のみ） 

低い位置に設置したスピーカーか b 出力される音声の位置を感覚的に持ち上げることで、音 
靑の明瞭さを調節します。値を大きくするほど音声の位置が高くなります。 



可変範囲： 0 〜8 

TruB-BSS 

(CSII Cinema、CSII Music 
のみ） 

SRSCS プ□グラムでの低音域を調節するパラメーターです。値を大さくするほど低音域 
び強調され、サブウーファーびない場をでち効果的に低音を再生ずることびでをまず。サブ 
ウーファーびある場含は、より重厚なお音を再生することびでさます。 



可変範囲： 0 〜8 
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手動で本機を設定する （MANUAL SETUP ) 


「MANUAL SETUP 」 では、 U モコンを使ってスピーカーやシステムの設定を変更でをます。メこュー構 
造について詳しくは、「セツトメこューツ U —」 （112 ページ）をご覧ください。 

:、おこ 

各項目の初期設定は、太字で記載しています。 


セツトメニユー①ぉおす順 

ここではモニター画面を見なびら設定するち法を説 
明します。 

ご、おこ 

1つ前の操作に戻りたい場合は⑥ RETURN キーを押し 
ます。 


1 操作機器選択スイッチ（⑩）で AMP を 還び、 
⑩ MENU キーを 巧ず。 

モニターに SET MENU 画面び表示されます。 


4 ⑧ A / ▽キーを繰り返し巧してか5 ⑥ ENTER 
キーを巧して、設定を変更したいサブメニュー 
を還ぶ。 

下記は 、 「LFE LEVEL 」 を選んだ場合の表示例 
です。 


B>LFE LEUEL 


HEHDPHOHE---20dB 


[ 止 ].'‘ [T]: UF’..'’Dciwn 
[ィ].'‘[り： HdJust 


SET 

MENU 

4 - 

■AUTO SETUP 

- mhhuhl setup 

•SVSTEM MEMQRV 
.SIGNAL INFO 


[ 止 ]..' [T]: Up--'Down 
CENTER ]： Enter 


5 ⑧ A / ▽キーを巧して設定項目を還び、 

⑧づ / 〇 キーを巧して設定を変更ずる。 

-数値を大きくするには、御>キーを押します。 
-数値をルさくずるには、⑧〇キーを巧します。 


_ 6 ⑩ MENU キーを巧してセツトメニユーを終了 

2 ⑥ A /V キーを巧して 「MANUAL SETUP 」 ずる。 

を還び、 ⑥ ENTER キーを巧ず。 

モニターに MANUAL SETUP 画面び表示され 
よ9 〇 


MHNIJHL SETUP 


1 SPEAKER MENU 

2 1.10 LUME MENU 

3 SOUND MENU 

4 1.11 DEO MENU 

5 INPUT MENU 

6 OPT ION MENU 

[ 止 ]...' [T]: Up--'Down 
CENTER ]： Enter 


3 ®A / V キーを繰り返し巧してか S ©ENTER 
キーを押して、設定を変更したいメニューを選ぶ。 

下記は 、 「SOUND MENU 」 を選んだ場合の表 
示例です。 


3 SOUND MENU 


H>EQIJHLIZER 
巳 ） LFE LEUEL 
ODVNHMIC ： RANGE 
D>LIPSVNi ：： 

E;|AUDIO SET 
F>PURE DIRECT 

[ 止 ].-- [T]: Up/Down 
[ENTER ]： Enter 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


1 SPEAKER MENU 
(スピーカー設定） 


スピーカーに関する基本的な設定を手動で変更しま 
す 。 SPEAKER MENU の項目には 、 AUTO 
SETUP ですでに設定されているものちあります。 

ご、おこ 

•「 TESTT 日 NE 」 を rONJ に設定すれば （7 日ぺージ)、 
「 C 日 NF に」、 「 LEVEL 」、「 DISTANCE 」 の各項目をテ 
スト I -ーンを聞さなび5調節でさます。 

-お使いのサブウーファーび音量や八イカット/クロス 
オーノ く一周波数の調節機能を装備している場合は、音量 
を約半分（または半分よりややルさめ)、八イカット/ 
ク□スオーノ く一周波数を最大に設定してください。 

■ スピーカーの設定 H > C 0 H F I d 

LFE /お音域成分の出力 L" 厂こ:----こ::卜づ二:-二 I ミ--ミミ --; i 
LFE (低域効果音）や低音域成分を出力するスピー 
カーを設定します。 


LFE 信号の出力巧 



ヴプウーファー/スピーカー 

選択項目 

サブウーファ— 

フ □ント その他の 

■ スピーカー スピーカー 

BOTH 

出力する 

出力しない 出力しない 

SWFR 

出力する 

出力しない 出力しない 

FRONT 

出力しない 

出力する 出力しない 

ほ音域信号の出力巧 


ヴプウーファー/スピーカー 

選択項目 

サブウーファー 

フ □ント その他の 

■ スピーカー スピーカー 

BOTH 


*2 *3 

SWFR 

*4 

*3 *3 

FRONT 

出力しない 

*1 *3 


*1 フ□ントチャンネルと、 「 SMALL 」 に設定した 
チャンネルのほ音域成分を出力します。 

*2 フ□ントチャンネルのほ音域成分を出力します。 
つ 「 LARGE 」 に設定している場合にほ音域成分を出 
力します。 

*4 rSMALU に設定したチャンネルのほ音域成分を 
出力します。 


スピーカーサイズを還ぶときの目ま 


ウーファーの□径び 
—1 6 cm liLh :大 
— 1 6 cm 未満：ル 


1 

フ□ントスピ- 

1 

-す!一 F’ROHT b! ご 

選択項目 

説明 

LARGE 

フ□ントスピーカーび大さい場をに選びま 
す。 

SMALL 

フ□ントスピーカーびルさい場をに選びま 
す。 

ごま意 


「 LFE/BASS OUT 」 を 「 FRONT 」 に設定しているとき 
は 「 LARGE 」 のみ選べます。 「 SMALL 」 に設定されてい 
る場合は自動的に 「 LARGE 」 に変更されます。 


、/ わ つレ。 -H : L i-rr'T-i : — r: 

でノタ—乂じ—刀 — i DV 


選択項目 

説明 

LARGE 

センタースピーカーび大さい場をに選びま 
す。 

SMALL 

センタースピーカーびルさい場をに選びま 
す。 

NONE 

センタースピーカーを接続していない場を 
に選びます。センターチャンネル信号はフ 
□ント左/ちスピーカーに振り分け5れま 
す。 

サラウンド左/ 

/ 石スヒーカー ：こ::::ド 

選択項目 

説明 

LARGE 

サラウンドスピーカーび大さい場合に選び 
ます。 

SMALL 

サラウンドスピーカーびルさい場合に選び 
ます。 

NONE 

サラウンドスピーカーを接続していない場 
合に選びます。自動的にバーチャルシネマ 
DSP モードび選択され （47 ページ)、 
rSUR.B L/R SP 」 は 「 NONE 」 に設定さ 
れます。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


サラウンドバック左/ち スピーカー 


選択項目 

説明 

LRGxl 

大さいサラウンドバックスピーカーを 

1つ接続している場合に選びまず。 

LRGx 2 

大さいサラウンドバックスピーカーを 

2つ接続している場合に選びまず。 

SMLxl 

かさいサラウンドバックスピーカーを 

1つ接続している場合に選びます。 

SMLx 2 

ルさいサラウンドバックスピーカーを 

2つ接続している場合に選びまず。 

NONE 

サラウンドバックスピーカーを接続してし、 
ない場をに選びます。サラウンドバック 
チトンネル信号はサラウンド左/ちスピー 
カーに振り分けられます。 

^^1 ■-»>> . I -0 产|, !■-. 产"■■—产"！ 1 ■ 产" ?"■ 

フレセソススヒーカー r 汽 L :::: L 鬥 L . 己.： こ 1 r 

選択項目 

説明 

YES 

プレゼンススピーカーを使ラ場合に選びま 
す。 

NONE 

プレゼンススピーカーを使わない場をに選 
びます。 


ほ音域成分ク□スオーバー CROSS 〇强民 
rcoN 円引（己 8 ぺージ）で rsMU (または 
rSMALU) に設定した各スピーカーから出力する 
ほ音域成分の下限周波数を設定します。設定よりち 
ほい周波数信号は、 「 LFE/BASS OUT 」 の設定に 
応じてサブウーファーまたはフロントスピーカーか 
ら出力されます。 

選択項目： 40 Hz 、 日 OHz 、 80 Hz 、 90 Hz 、 

100 Hz 、 110 Hz 、 120 Hz 、1 己 OHz 、 
200 Hz 

: 、も'こ 

お使いのサブウーファーび音量や八イカット/ク□スオー 
ノ く一周波数の調節機能を装備している場合は、音量を約半 
分（または半分よ0ややルさめ）、八イカット/ク□ス 
才ーノ く一周波数を最大に設定してください。 

■ ■ —*• — ^ 1 rM •■■■ 尸""、 I I 

ヴフウーフアーの III す目:：: ■ Ubi . iJuUrLK 鬥1卜む:||:こ 

低音が物足りないとさ和はっさりしないとをに、ヴ 


ブウーファ’ 

一の位相を設定します。 

選択項目 

説明 

NORMAL 

サブウーファーの位相を逆転しません。 

REVERSE 

サブウーファーの位相を逆転します。 


■ スピーカーの音量 B>LEUEL 
U スこングポジションで聞こえる各スピーカーの音 
量が同じになるよラに、それぞれのスピーカーの音 
量を個別に調節します。 

可変範囲：一1 日.日 d 目〜 +1 日.日 d 目 
可変ステップ： 0 .己 d 目 
初期設定： 

FR.L / FR.R / SWFR / PR.L / PR.R : 日.日服 
CENT. / SUR.L / SUR.R /SB L/SB R ： 

-1.0 服 


選択項目 

スピーカー 

FR.L 

フ□ント左スピーカー 

FR.R 

フ□ントちスピーカー 

CENT . 

センタースピーカー 

SUR.L 

サラウンド左スピーカー 

SUR.R 

サラウンドちスピーカー 

S 巨し 

サラウンドノ〇ック左スピーカー 

SB R 

サラウンドバックちスピーカー 

SWFR 

サブウーファー 

PR.L 

プレゼンス左スピーカー 

PR.R 

プレゼンスちスピーカー 

1 ご注意 1 


•各チャンネルスピーカーの有無によ0、設定でさるス 
ピーカーは変化します。 

•「 SUR.B L/R SP 」 を 「 LRGxl 」 またはに MLxl 」 に 
設定している場合、 「 SBL 」 および 「 SBR 」 の代わり 
にに B 」 と表示されまず。 

■ スピーカーの距離 ODISThNCE 
各 スピーカーからの 音が同時に U ス ニングポジショ 
ン（視聴位置）に届くよラに、 スピーカーから 音が 
出るタイ5ングを調節します。音が出るタイミング 
は、各 スピーカーから U ス こングポジションまでの 
距離を設定することで調節されます。 


距離の単位設定 UNIT 


選択項目 

説明 

meters ( m ) 

スピーカーの距離を^ートルで表示します。 

feet ( ft ) 

スピーカーの距離をフイートで表示します。 



応 

用 

無 

作 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 



2 VOLUME MENU 

/立 s ミ凡申、 

日里欧ぶ 

音量に関するさまざまな設定を手動で変更します。 

アダプテイブダイナ S ックレンジコント□ール 

rii./rir i .1 vil. いド . し • 

本機の音量とダイナ5ックレンジ（最大音量から最 
ル音量までの差）を連動して調節します。音量をル 
さくして再生したり、夜間に再生したりするとをに 
効果的です。 「 AUTO 」 に設定すると、ダイナ5ッ 
クレンジはしツ下のよラに変化します。 

一音量をルさく設定したとを：狭くなります。 

一音量を大さく設定したとを：広くなります。 


選択項目 

説明 

AUTO 

DSP のエフェクト量を自動的に調節しま 
す。 

OFF 

DSP のエフェクト量を自動的に調節しませ 
Aj 。 

1 ごを意 1 


「 AUTO 」 に設定してち、 DSP のエフェクト量の設定値 
は変わ0ません（日1ページ)。 


選択項目 

説明 

OFF 

テスト!-ーンを出力しません。 

ON 

テストトーンを出力します。 


音圧計をお持ちの場合は、音圧計を C 特性/ス□ーモード 
に設定したうえで、各スピーカーからの音量びリスニング 
ポジションで7巳 d 日 SPL になるように調節してください。 


后を意 I 

「SPEAKER MENU 」 の設定を終了すると、自動的に 
rOFFJ に切り替わります。 


入カレペル 入カレベル 


立里 

曰ち 

:か 

±里. -1- 

曰ま.人 

選択項目 


説明 

AUTO 

ダイナ S ックレンジを自動的に調節します。 

OFF 

ダイナ S ックレンジを自動的に調節しませ 
Aj 。 


::ぶこ 

- [SOUND MENU 」 の「□丫 NAM に RANGE 」 で、 
ビットストリーム信号のダイナ S ックレンジを設定する 
ことわできます。 （72 ぺージ)。 

• へッドホンを使って再生しているとさにむ有効でず。 

ご注意 

ピュアダイレクトモード （4 目ぺージ）で再生していると 
きは 「ADAPTIVE DRC 」 は無効になります。 

アダブティブ DSP レベル 

■—•1", 1.-. つ"サ I ! 1~. 1.-. ： I — 1!尸"！ 

1~1 し ' r'ii 1 ム ■•■■■ 1—. .ii i 1.. I~i ■■■•■ kii ii~ 

本機の音量と DSP のエフェクト量 （61 ページ） 

を連動して調節します。 


スピーカーの 距離 

可変範囲： 日 . 3 日〜 24.00 m (1 . 日〜 80.0 ft ) 
可変ステップ ：日 .1 日 m (0.5 ft ) 

初期設定： 

FRONT L / FRONT R / SWFR / PRNSL / PRNS R : 
3.00 m (10.0 ft ) 

CENTER : 2.60 m (8.5 ft ) 

SUR . L / SUR . R/SB L/SB R ： 

2.40 m (8.0 ft ) 


選択項目 

スピーカー 

FRONT L 

フ□ント左スピーカー 

FRONT R 

フ□ントちスピーカー 

CENTER 

センタースピーカー 

SUR . L 

サラウンド左スピーカー 

SUR . R 

サラウンドちスピーカー 

SB L 

サラウンドパック左スピーカー 

SB R 

サラウンドバックちスピーカー 

SWFR 

サブウーファー 

PRNS L 

プレゼンス左スピーカー 

PRNS R 

プレゼンスちスピーカー 


居を意 I 

•各チヤンネルスピーカーのち無によ0、設定でさるス 
ピーカーは変化します。 

•「 SUR.B L/R SP 」 を 「 LR 白 XI 」 または 「 SMLxl 」 に 
設定している場合 （69 ページ)、 「 SBL 」 および 
「 SBR 」 の代わりに 「 SUR . B 」 と表示されます。 

つ K K — "V ! 'TTrCT T 門 !. .i ご • 

ソ I I ソ レ....！ i •… -I ! i i-iil し" 

「 CONFIG 」、「 LEVEL 」、「 D 侶 TANCE 」 の各項目 
を調節するとをにテストトーンを出力します。 



三 

-R 

苗 


う V 三 C /： 巧 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


ミユート時の音量 MUTl 

5ユート（消音）時に下げる音量を調節します 
(40 ページ）。 


選択項目 

説明 

FULL 

完全に消音し、無音にします。 

-20 服 

いま聴いている音量よりも、 20 d 己下げて 
再生します。 


音量の上限 n 苗:く U 0 L ,, 

音量び間違って上び0ずざないよラに音量の最大値を 
設定しまず。例えば、「一巳 dB 」 に設定していると 
き、音量の可変範囲は一 80.0 dB から一己. OdB に 
なります。初期設定値 (+16.5 dB ) では、最大音 
量まで出力しまず。 

可変範囲： 一30.0 dB 〜+1已.〇祀、+ 1 色.已 dB 
可変ステップ：已 .OdB 

ごミ主意 

•AUTO SETUP の測定中は、 「 MAXV 0 L 」 の設定に関 
わらず音量は自動的に0 dB に調節されます。 
•「 MAXV 0 L 」 の設定は riNIT . V 0 L 」 の設定より6優先 
されます。 


音量の初期値 IHIT . U 0 L . 

本機の電源をオンにしたとをの音量を設定します。 
選択項目： OFF 、 MUTE 、一 SO.OdB 〜+ 1巳.已 dB 
可変ステップ： 0.已 dB 

ごま意 

riNIT. V 0 L 」 の設定よりち 「MAX VOL 」 の設定び優先 
されます。 


3 SOUND MENU 
(音の設定） 

音声に関するさまざまな設定を手動で変更します。 

■ ^ ザ— 。‘ •: ご’。 ！！;—;！ 了でごむ 

つ つ ノ i i .. し....:.: 1-.. i i !•.> i (Lu し.：.. 

パラメト U ツクイコライヴーやグラフイツクイコラ 
イヴーを使って、音質や音色を調節します。 


イコライザーの還択 E 頂 Type 
イコライヴーの種類を選びます。 


選択項目 

説明 

AUTO PEQ 

AUTO SETUP で設定したパラトリック 
イコライヴーを使います。 

GEQ 

に EQ EDIT 」 で設定したイコライヴーを使 
います。 

OFF 

イコライザーを使いません。 

1ご注意 1 

「AUTO PEQ 」 
のみ選べます。 

は AUTO SETUP を実施している場合に 


グラフィックイコライザー 因 E 頂 EDIT 
各 スピーカーの 音質を調節します。 

スピーカー:フロント左、フロントち、センター、 
サラウンド左、サラウンドち、サラウンドバック 
左、サラウンドバックち、プレゼンス左、プレゼン 
スち、サブウーファー 

周波数帯域：己 3 Hz 、 1己 OHz 、 400 Hz 、 1 kHz 、 
2.5 kHz . 6.3 kHz 、1 己 kHz 
可変範囲：一已. OdB 〜 + 日 . OdB 
可変ステップ： 0.已 dB 


音質を調整しているとさにテストI-ーンを出力するには、 
「 TEST 」 を rONJ に設定してください。 


际主意 I 

•|■ EQTYPE 」を 「 GE 日」に設定しているときにグラ 
フィックイコライヴーを調節でさます。 

•調節できるスピーカーは、 「 C 日 NF に」の設定により変 
化します。 

•「 SUR.B L/R SP 」 を 「 LRGxl 」、 または 「 SMLxl 」 
に設定している場合、巧目 L 」、 および巧目 R 」 の巧わ 
りにに巨」と表示されます。 


■ 応用操作 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


パラメトリックイコライザー PEQ SELECT 
AUTO SETUP で適用するパラメト U ックイコラ 
イヴーの種類を設定します。 


選択項目 

説明 

NATURAL 

すべてのスピーカーの音質を、高域特性を 
下げた状態にそろえます。高域びさつく聞 
こえるとさに設定してください。 

FLAT 

各スピーカーの特性を均一（フラッ h ) に 
します。すべてのスピーカーの品質び同じ 
場をに設定してください。 

FRONT 

フ□ント L / R スピーカーの特性に、各ス 
ピーカーの特^4を合わせます。フ□ントス 
ピーカーの品質び他のスピーカーよりち大 
幅に優れている場合に設定してください。 

ごま意 

「 EQTYPE 」 を 「 AUT 0 PEQ 」 に設定しているときに 


「PEQ SELECT 」 を設定できます。 

■ 低域効果音の音量 EOL . FE : LEUEL 
LFE (低域効果音）チャンネルの音量を調節しま 
す。スピーカーで音を聴く場合と、へッドホンで音 
を聴く場合を個別に設定できます。 LFE とは、映 
画の爆発シーンなど、意図されたシーンでのみ出力 
される、重低音による効果音です。 

可変範囲： 一 20.0 〜0.0 dB 
可変ステップ：1.0 dB 

スヒーカー 用： :’ 門： • H r:.' i:' r,:: 

スピーカーで音を聴 < 場合の LFE の音量を調節し 
ます。 

へ…ピ+>/口 i S ..門！ .け- 

へ ツ n 巧ン用 口にけし: r 口 U i 、1：二 

へッドホンで音を聴<場合の LFE の音量を調節し 
ます。 

ごま意 

「 LFE / 目 ASS 日 UT 」 （色8ページ）の設定により、 
SUBWOOFER PRE 日 UT 端モか5信号び出力されない 
場合びあ0ます。 


選択項目 

説明 

MIN / AUT 0 

• MIN :ドルビー TrueHD 信号政列のビッ 
トスト U —ム信号再生時に、夜間やル音量 
でを聴さやすいダイナ S ックレンジです。 
• AUTO : ドルビー TrueHD 信号再生時 
に、入力信号からの情報に基づいてダイ 
ナ S ックレンジを自動的に調節します。 

STD 

一般的な家庭用として推奨するダイナ S ッ 
クレンジです。ドルビー TrueHD 信号再生 
時も、入力信号の情報に関わ5ず常にダイ 
ナミックレンジは基準値に保たれます。 

MAX 

入力された信号を補正せず、そのまま再生 
するダイナ S ックレンジです。 

■ 音声と映像のずれ補正 DH..IPSVHC 

HDMI 自動判定 HDMI hUTu 

U ップシンクの自動補正機能に対応している モニ 
夕一と本機を HDMI 接続している場合に、出カタ 
イ5ングを自動的に補正します。音声出力を遅らせ 
る時間を設定します。 

選択項目 

説明 

OFF 

モニターび自動巧正機能に対応していない 
場を和自動補正臟能を使わない場合に選び 
ます 。 「MANUAL DELAY 」 で補正時間を 
設定してください。 

ON 

モニターび自動桶正機能に对応している場 
合に選びます 。 「AUTO DELAY 」 で補正時 
間を微調節してください。 

自動補正 H 



「 HDMIAUT 0」 を rONJ に設定している場合に、 
補正時間を微調節します。 

巧変範囲： 〇〜 240 ms 
巧変ステップ：1 ms 

ご、おこ 

「 offset 」 は、自動補正機能によって調節された時間と、 
「 AUTO 」 によって微調節された時間の差を表していま 
ず。本機はこの 「 offset 」 の値を記憶して、自動補正機 
能を持つ別のモニターにわ同じ値を適用します。 


■ ダイナ=ックレンジ し。丫門 Hr! X I.' KHPiUL 重が巧 it i• ii~ii'iU 1 づ L— i_.:i 二 し.. け 丫 

ビットスト u - ム信号再生時のダイナミックレンジ 「 HDMIAUTO 」 を rOFF 」 に設定している場合 

を調節します。スピーカーで音を聴く場合と、へッ に、補正時間を手動で微調整します。 

ドホンで音を聴く場合を個別に設定でをます。 可変範囲： 〇〜 240 ms 

可変ステップ：1 ms 

スヒーカー用： :’ 門 ： • H r:.' i:' r,:: 

スピーカーで音を聴く場合のダイナ = ックレンジを 
調節します。 

八…ピ+>/ 口 i i !-：•■•：!■•. r •:! .け- 

へ ツ 巧ン用 口にけし: r 口 U i 、1：二 

へッドホンで音を聴く場合のダイナ5ックレンジを 
調節します。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


■ その他の音声設定 i 二- HUU . 1 . U : 二:！;: L i 

L *> J It' y I f マ で :...:!* !r- 門！ 
n * ノ/\つ / i UiiiiL i ::: • 广 hi こ::.二' 

「 BASS 」 および 「 TREBLE 」 を OdB に言受定して 
いる場合に （49 ぺージ)、卜ーンコントロール回 
路をパイパスするかしなしかを設定します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

「巳 ASS 」、 おぶび 「 TREBLE 」 を Od 巨に 
設定している場合に卜ーンコント □ ール回 
路を自動的にバイパスします。 

OFF 

1-ーンコント□ール回路をバイパスしませ 
ん /。 

HDMI 音声 

1 け .. 1. .1 サ ! 1 !■■■ T ..... 

i i I... i 1 ん r'i : I... i : 

HDMI 音声信号を本機で再生するか、本機の 

HDMI OUT 端テに接続した他の HDMI 機器で再生 
するかを選びます。 

選択項目 

説明 

AMP 

本機でデコードでさる音声信号を出力しま 
す。 

AMP+TV 

本機の HDMI 日 UT 端テに接続したモニ 
ターびデコードでさる音声信号を出力しま 
す。 

にミ主意 1 


モニターび対応している音声/映像信号は機器によ〇異 
なります。モニターや音声機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

~*f* T # I 1 r. 1 !, ,1 1 い、 

L ノフ/レ曰ド L ".-: r .り.- i ii .i 

BS / 地上波デジタル放送などで使われている 

AAC モノラルニ重音声入力時に、出力する音声を 
設定します。 

選択項目 

説明 

MAIN 

主音青をフ□ント左/ちスピーカーか5出 
力します。 

SUB 

副音声をフ□ント左/ちスピーカーか5出 
力します。 

ALL 

主音声と副音靑をフ□ント左/ちスピー 
カーから同時に出力します。 P 巳 M 信号入 
力時のフ□ント左/ちチヤンネルへの振り 
分けは、目 S デジタルチューナーの設定に 
より異なります。詳しくは巨 S デジタル 
チューナーの取扱説明書をご覧ください。 


• 地上波放送などのアナ□グや PCM 信号での二重音声出 
力はチューナーやビデオデッキ側で設定してください。 

■ ピュアダイレクト F)PURE DIRECT 
ピュアダイレクトモードで再生しているとをの映像 
信号出力を設定します。 


選択項目 

説明 

AUDIO 

映像信号を出力しません。 

AUDI 0+ VIDE 0 

映慷信号を出力します。音質を良<するた 
め、最小限の映像機能び動作します。 


ごを意 I 


「PURE □旧 ECT 」 を 「 AUDIO + VIDEO 」 に設定して 
ち、モニター画面にメニューを表示でさません。 



応 

用 

無 

作 


尼’ミ主意 I 

-モノラルでない二重音青出力は日 S デジタルチューナー 
側で設定してください。 

• AAC 、 ドルビーデジタルの二重音声（デュアルモノ）信 
号、および AAC の音声を重（マルチモノ）信号受信時 
のみ設定び有効にな0ます。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


4 VIDEO MENU 
(映像の設定） 


映像出力に関する設定を変更します。 

ご、も'こ 

アドバンストセットアップメニュー 「 INITIALIZE 」 の 
「 VIDEO 」（92 ページ）で、すべての 「VIDEO 
MENU 」 の項目を初期設定に戻せます。 

ビデオコンバージョンの設定 U:[DEO COHU ,, 

本機のアナ□グ入力端テに入力した信号を、別の種 
類の信号に変換して出力します。 

選択項目 説明 


ON 信号の種類を変換します。コンポジットビ 

デオ、 S ビデオ、コンポーネントビデオ、 

D 已ビデオ端子から入力した映像信号の種 
類を変換し、 HDMI を含むすべての端子か 
ら出力します。 


OFF 映像信号の種類を変換しません。入力した 

信号は、入力端子と同じ種類の出力端テか 
らのみ出力します。 


ご注意 

•480 p 、 108日し72日 pi 言号は S VIDEO MONITOR 
OUT 、 または VIDE 日 MONITOR 日 UT 端子から出力さ 
れません。 

•変換された映像信号は、 MONITOR 日 UT 端モへのみ出 
力されます。外部機器を使って録画するときは、再生機 
器と同じ種類のビデオ接続を行ってくださし、。 

-ビデオデッキを本機に接続している場合、コンポジット 
ビデオ信号または S ビデオ信号をコンポーネント信号に 
変換すると、ビデオデッキの種類によっては画質び莫化 
する場合びありまず。 

•特殊な映像信号を出力する機器（ゲーム機など）と接続し 
た場合、映像び正しく出力されなかったり、 「 ON 」 に設 
定してち入力信号び変換されなかったりする場合びありま 
す。このような場合は、 「 OFF 」 に設定してください。 


コンポーネント I / P 変換 COMPUNENT ：[/!- 
コンポジット端テ、 S ビデオ端テ、コンポーネント 
ビデオ/ D 己ビデオ端子から入力されたアナ□グ映 
像入力信号をコンポーネント端テから出力するとを 
に、 480 i 信号を 480 P 信号に変換するか変換し 
ないかを設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

I / P 変換します。 

OFF 

I / P 変換しません。 


ご注意 

•「 VIDE 日 C 日 NV 」 を rONJ に設定しているときに表示 
されます。 

-モニターび48 日日 アナ□グ映像信号に対応していない 
場合 、 「C 日 MP 日 NENT I / P 」 を 「日 N 」 に 設定ずると モ 
ニターにセッ ト; ニューび表示されなくな0ます。 

HDMI 解像度設定 HDMI RES.. 

アナ□グ映像入力信号をビデオコンバージョン機能 
によって HDMI 信号に変換するときに、 HDMI 
OUT 端テから出力する HDMI 信号の解像度を変換 
します。 

下のよラに映像信号を変換します。 

• 4801 一480 P 、 1080し720 p 、 1 080 p 
•480 p 一 1080し720 P 、 1 080 p 


選択項目 

説明 

THROUGH 

解像度を変換しません。 

480 p 、 

選んだ解像度に変換します。 

720 p 、 


] 080し 


] 080 p 



ご注意 

•「 VIDE 日 C 日 NV 」 を rONJ に設定しているときのみ表 
示されます。 

•本機は自動的にモニターび対応している解像度を検出し 
まず。対応している解像度に「*」（アスタ U スク）び 
表示されます。解像度を本機び検出でをない場合は、ァ 
ドバンストセットアップメニユー 「MONITOR 
CHECK 」 を 「 SKIP 」 に設定してください（日2ペー 
ジ)。 


HDMI アスペクト比設定 HDMI hSPECT 
HDMI 日 UT 端テから出力するアナ□グ映像信号の 
縦横比（アスペクト比）を設定します。 


選択項目 

説明 

THRGH 

縦横比を変換せずに元の比率で出力します。 

16:9 

モニター画面の左ちに黒い帯をつけて、4: 

3の映像を1目：目のモニターで最適な映 
像になるよラに出力します。 

SMART 

4 : 3の映像の左ちを引さ伸ばして、1目： 
目のモニターで最適な映像になるよラに出 
力しまず。 

ごま意 

•「HDMI RES 」 占'; 「 THROUGH 」 (外のときに言受定で 
さます。 


•アスぺクト比び4:3政がの映像信号び入力された場 
合 、 「HDMI ASPECT 」 の設定は無効になりまず。 

•「HDMI ASPECT 」 を 「 SMART 」 に設定した場合、映 
像の左ち両端を引さ伸ばしてモニター画面に表示します。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


己 INPUT MENU 

(入力の設定) 


入カソースに関するさまざまな設定を変更します。 

入カ ソース 

選択項目 


INPUT RENAME 

A)TUNER 

VOL TRIM 

BGV 


INPUT RENAME 

VOL TRIM 

目 ) MULTI CH 

BGV 

INPUT CH 

FRONT 

OPHONO 

D ) CD 

E ) TV 

F ) MD / CD-R 

I/O ASSIGNMENT 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

DECODER MODE 

BGV 

G ) 巳 D/HD DVD 

H ) DVD 

I/O ASSIGNMENT 

DCBL/SAT 

INPUT RENAME 

J)DVR 

VOL TRIM 

K ) VCR 

L ) V-AUX 

DECODER MODE 


INPUT RENAME 

M ) D 0 CK 

VOL TRIM 

STANDBY CHARGE 


INPUT RENAME 

N ) 巳 LUETOOTH 

VOL TRIM 

BGV 

START PAIRING 


INPUT RENAME 

0 )USB 

VOLTRIM 

BGV 


1 ■ I ■ ^—XLLI ^7 ^ll 、J , T 产、产 、 —f 产、； , S'T' 

入出力*子の副 03 て hi ::, 立.山門 i’itm 
本機び装備している入出力端テは、それぞれに接続 
する外部機器び初期設定で割り当てられています。 
初期設定とは異なる機器を接続した場合に、接続し 
た端テの割り当てを変更してください。割り当てを 
変更すれば、入力選択時に表示される機器名と、実 
際に選ばれる機器を一致させられます。 


-端子に機器び割0当てられていない場合はモニター画面 
に 「 NONE 」 と表示されます。 

-同じ種類の端子には、1つの機器を1回のみ割り当て5 
れ まず。 

• 現在の設定を変更ずると、端子名のち側にアスタ IJ スク 
(*) び表示されます。 

-端子を還ぶと、現なその端子に割り当てられている機器 
びモニター画面の 「 Currentl 欄に表示されます。 

入カソース名の変更 1 Mi =U i KLMHi iL 
モニター画面やフ□ントパネルディスプレイに表示 
される入カソース名（目文字政内）を変更します。 

. 編集する文字の位置を移動するには®づ/た 
キーを押します。 

-文字を選ぶには (DA/ V キーを押します。 

. 編集が終わったら® ENTER キーを押します。 

-前の画面に戻るには、 ©RETURN キーを押しま 
す。 

こ、おこ 

® V キーを巧すと順番どおりに、® A キーを押すと順番 
とは逆に文字び表示されます。 A 〜 Z 、 日〜9、 a 〜 Z 、 
記号 （也*、一、 +など）、スぺース 

音量差の補正 UGL。TRIil 

入カソース間の音量差を補正することで、入力を切 
り替えたとさの急な音量の変化を防げます。 

巧変範囲：一目.日 d 目〜+目.日 d 目 
可変ステップ： 0.己 d 目 
初期設定；日. Od 目 



応 

用 

無 

作 


n L'*'H3+n 尸. 1—. 产. 1—. 产. I— ■ 

ァ」ータ ー t— ド坦択 L-M-LLiULK i’iUl. 化 ' 

入力するデジタル音声信号を選びます。 


選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に音声入力信号を選びます。 

DTS 

DTS 信号に固定します。 DTS 信号政がの 
信号び入力されてち再生されません。 

AAC 

AAC 信号に固定します。 AAC 信号政外の 
信号び入力されてち再生されません。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP ) 


ごま意 

「 DEC 日 DER M 日 DE 」 は、再生する機器び HDMI 、 光 
/同軸デジタル端テに割0当てられているとさのみ有効 
です。 

バックグラウンドビデオ設定 EiGU 

音声を再生しているとさに組みをわせて楽しむ映像 

系入カソースを選びます。 

選択項目 説明 


BD/HD 選んだ映像系入カソースを再生しまず。 

DVD 、 DVD 、 

C 巨 L / SAT 、 

DVR 、 VCR 、 

V - AUX 、 

DOCK 


OFF バックグラウンドビデオ機能を使いません。 


: ^15：帝 エ ピ !.■■マ.:.-: S ■げ ...r:s i ミ s:~: 門:-. r- 

I ド 0 U 巧巧 t P 巧疋 i Mi’.ii.,:D 丫し . 口 Mr::. 口！:二 

本機の電源びスタンバイのとをに、本機に接続した 
ヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS-1 1 など）に 
セツトした iPod の充電モードを設定します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

iPod を充電します。 

OFF 

本機の電源びスタンバイのときは iPod を 
充電しません。 


ペアリング開始 こ ::： i HK i rH .1. K .1. \ 

ヤマ八製目 luetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バー(別売 Y 目 A - 10など）と目 luetooth 機器 
(ポータブルオーディオプレーヤーなど）のペア U 
ングを開始します。ペア U ングについて詳しくは、 
「 Bluetooth ® レシーバーと目 luetooth ⑥機器をぺ 
アリングする」をご覧ください（己己ページ)。 


セキュリティー確保のため、ペアリングできる時間は 
8分に制限されていまず。政下の手順を一通0読んで 
か5操作に移ることをおずすめします。 


3 Bluetooth レシーパ‘一を選び、 Bluetooth 磯器 
にパスキー「0000」を入力ずる。 

正しくペア U ングされた場合は 
fBT Connected 」 と表示されます。 

:、おこ 

ペア '」ングを中止するには感 RETURN キーを巧し 
て < ださい。 


4 ⑨ RETURN キーを巧して 、 「START 
PAIRINGJ の設定を終了ずる。 

ごま意 

• Bluetooth レシーバーび Bluetooth 機器を検索でをな 
かった場合は 「Not found 」 と表示されます。 

- Bluetooth レシーバーび本^こ接続されていない場合 
は 「No BT receiver 」 と表示されまず。 

チヤンネル数選択 INPUT CM 
MULTI CH INPUT 端テに入力した音声を再生する 
とを （27 ページ）に入力するチヤンネル数を設定 
します。ここでは、 LFE 0.1 チヤンネルも]チヤン 
ネルとして数えます。 


選択項目 

説明 

巨 ch 

已 .1 チヤンネル音声を入力します。 

8 ch 

7.1 チヤンネル音声を入力します。下記の 
「 FRONT 」 を設定してください。 


フ□ント用入力端子選択 FRONT 
「INPUT CH 」 を rSchJ に設定した場合に、フロ 
ントチャンネル用として使ラアナ□グ音声入力端テ 
を選びます。 

選択項目： CD 、 TV 、 MD / CD - R 、 BD/HD DVD 、 
DVD 、 C 目 L / SAT 、 DVR 、 VCR 、 
V-AUX 

ごま意 

「 FR 日 NT 」 は 、 「INPUT CH 」 を巧か」に設定したと 
さのみ表示されます。 


1 ⑧ ENTER キーを押して、ペアリングを開始ず 

る。 

ヤマ八製目 luetooth レシーバーが Bluetooth 
機器をサーチします。モこター画面に 
「 Searching ..」 と表示されます。 


2 Bluetooth 機器び Bluetooth レシーパ‘一を認識 
していることを確認ずる。 

詳しくは目 luetooth 機器に付属の取扱説明書 
をご覧ください。 
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手動で本機を設定ずる （MANUAL SETUP) 


巨 OPTION MENU 
( その他の設定） 

その他のさまざまな設定を変更します。 

oXaE M ..s い .L こ Ir し .. M 丫 こ : Ii ： こ i 


它を意 I 

アドバンストセットアップメニュー 「 INITIALIZE 」 の 
「 VIDEO 」 で 、 「OSD SHIFT 」、 およぴ 「GRAY BACK 」 
を初期設定に戻せます （9 吕ページ)。 

ディスプレイの明るさ し -: .L rli'! こ :. r:. 

フ□ントパネルディスプレイ表示の明るさを設定し 
よ9 〇 

巧変範囲：一4〜〇 
可変ステップ：1 

•表示を暗くするには、通く!キーを巧してください。 
•表示を明るくするには、 ® t > キーを巧してください。 

表示画面の位置調節 GSD SHIFT 
モこター画面表示の上下位置を調節します。 

可変範囲：一日（下ち）〜+日（上ち） 

可変ステップ：1 
初期設定：0 

•下に移動するには、@く1キーを押してください。 

•上に移動するには、 ® t > キーを押してください。 


百巧の巧疋 □ ド . け丫抑 -iL. 卜 . 

映像信号がと力されていないとさに灰色の背景をモ 
こターに表示します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

灰色の背景を表おします。 

OFF 

背景を表示しません。 

ごミ主意 1 


入力している映像信号やモニターの設定により、モニ 
ター画面に表おされる文字び正常に映5ない場合びあり 
ます。そのような場合は、 「 OFF 」 に設定してください。 


選択項目 

説明 

C0NT 

すべての文宇をスク□ールしなびら、繰り 
返し表术します。 

ONCE 

すべての文宇を1度スク□ールして表示し 
たあと、スク□ールを停止し、最初の文字 
か514文宇目までを表おしまず。 


シヨー トメ ツセー ジ表で 

.—.11尸..で t J I — •一 

二 ;: i—pJr:: i uL 


本機を操作したときにテレビ画面に表示される、 
ショー トメ ッセージを 設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

ショートメッセージを 表示します。 

OFF 

ショート:>< ッセージを 表示しません。 


を注意 I 

UTF の場合はシヨートメッセージは表示されません。 
-480 p 、720 p 、 1080し ] 080 p 日央像1言号を入力し 
ている 

— HDMI 映像信号を入力している 


画面表示時間設定 Ui'''l L-KLLPi 

iPod や USB メこ ユーを 操作しているとさのモニ 

夕一画面の表示時間を設定します。 


選択項目 

説明 

ALWAYS 

メニュー画面を継続して表示します。 

10 S 

；><ニュー画面を10秒間表おします。 

30S 

ニュー画面を30砂間表おします。 


スク□—ル表示 R— SCROLL 
iPod 和 US 目 こユー（曲の名前など）をフ□ン 
トパネルディスプレイに表示するとさの表示方法を 
設定します。 


■ 応用操作 


77ぉ 




































手動で本機を設定する （MANUAL SETUP ) 


■ i ^^3 ^2£ 3***i ■•!■ J E****! •■イ •■■•!***• E ■■■■■■ I し *** ■ I—■ P*i 

日を木 戸 巧 b .•* riLTiUKY UuHKU 

誤操作による設定値の変更を防止します。 


選択項目 

説明 

OFF 

設定を保護しません。 

ON 

拟下の設定を保護します。セット;<ニュー 
画面のち上に「因」び表示されます。 

—曰場ノ 、フ >—夕一の日及が 

-AUTO SETUP の設定 

— XL 一力一の曰里曰受疋 

-MANUAL SETUP の設定 


色.1/7.1チヤンネルデコーダー設定 L|:.:I i L-S ™'UK a 
本機の電源をオンにしたとをに適用する 6.1/ 

7.1 チャンネル再生時のデコーダー(日0ページ） 
を設定します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、デコ ー 
ダーを 決定しまず。 


LAST 前回選んでいたデコーダーの設定を適用し 

ます。 


ごま意 


.「MEMORY GUARD 」 を 「 ON 」 に設定しても、な下 
の項目は変更でさます。 

-「INPUT MENU 」 の 「DECODER MODE 」 

(75 ページ) 

-「MEMORY GUARD 」 

一音場バラメーター 「 SUR .」 （白己ページ） 

-「SOUND MENU 」 の （TONE BYPASS 」（73 ぺ一 
ジ） 

■ 電源オン時の設定 01 NIT ：： CONFIG 
本機の電源をオンにしたとをに適用する入カ モード 
やデコーダーモード、己.1/7.1チャンネル再生 
時の デコーダーを 設定します。 

1 -1-1^ ピろ T1 甘 FU ち : 一!—！ S — で 

フ]セ そ /J 貝 巧 11M 鬥二:じし.じ L . i 

本機の電源をオンにしたとさに適用する入カモード 


(3 目ぺージ） 

を設定します。 

選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、入力 
モードを決定しまず。 

LAST 

前回選んでいた入カモードの設定を適用し 
よ 9 〇 


二,つ >7 ^エ _ ピ ■VnH 口/ち た r •門 S"i も-:!.... r. 

了コーター t 一 n か J 期1直 し: i : こ L ■し.り.，:ご.ド.門しり.，:ご. 

本機の電源をオンにしたとさに適用するデコーダー 
モード （7 已ページ）を設定します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、デコー 
ダーモードを決定します。 

LAST 

前回選んでいたデコーダーモードの設定を 
適用します。 
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本機の設定を呼び出す • 瓶?する (SYSTEM MEMORY) 


6種類までの設定を保存し、必要に応じて簡単に呼 
び出せます。し U 下の設定を保存でをます。 


sni 中 
巧疋 

ぺージ 

SPEAKER MENU 
(TEST TONE 1；(外） 

68 

VOLUME MENU ( INIT . V 日 L . し：(外） 

70 

SOUND MENU * 

71 

VIDEO MENU 

74 

DISPLAY SET 
(SHORT MESSAGE !； (外） 

フフ 

選んでいる音場プ□グラム 

(またはピュアダイレクトモード） 

4吕 

音場ノ くラメーター 

60 

I ンコント□—ル* 

49 

* ヘッドホン用の 「 DYNAM に RANGE 」、 

「LFE 


LEVEL 」、 および!ンコント□ールの設定は保をされ 
ません。 


現在の設定を保存ずる 


■ ⑥ SYSTEM MEMORY キーを使って保巧 
ずる 

⑥ SYSTEM MEMORY キーを押して MEMORY 1 
〜 MEM 0 RY 4 に設定をイ呆存します。 


設定を巧をずる ⑧ SYSTEM MEMORY キーを約 
4 秒間巧し続ける。 

フ□ントパネルデイスプレイに 「 MEM 0 RY 1 
SAVE Done 」 （例）と表示され、選んだメモ U - 
番号に現在の設定を保存します。 

- SYSTEM MEMORY - 

II 1 211『3 Tnr4i 

ご、おこ 

選んだメモ U —番号に設定びすでに保存されている場 
合、新しい設定を上書さします。 


■ セットメニューを使って保存ずる 

セットメこュー 「SYSTEM MEMORY 」 を使え 
ば、 MEM 日 RY 1 から MEM 日 RY 目までの6通り 
の設定をな巧でをます。 


1 操作機器選択スイッチ（⑩）で AMP を還び、 
颇 MENU キーを巧ず。 

モニターに SET MENU 画面び表示されます。 


2 ⑧ ▽キーを押して 「SYSTEM MEMORY 」 を 
還び、 ⑧ ENTER キーを巧ず。 

SYSTEM MEMORY メニューび表示されま 
す。 


3⑧ ▽キーを巧して！ " SAVE 」 を還び、 
⑥ ENTER キーを巧す。 

現在の設定び表示されます。 


SVSTEM MEMORV 


SflUE.CURRENT 

Church in Freiburg 
ADAPT I し IE 帆 :: AUTO 

厂 EQUALIZER.PEQ 

|_PEU TVPE..-NATURAL 

[ ィレ ！ >]: Select 
[ENTER ]： Return 




現在の設定 


4 ⑥づ キーを繰り返し巧してメモリー番号 
(MEMORY 1〜 MEMORY 巨）を還ぶ。 

選んだメモ U —ま号に現在な巧されている設定 
び表示されます。設定びな存されていない場合 
は 「 EMPTY 」 と表示されます。 


SVSTEM MEMORV 


* SflUE.MEMORV 1 

ADAPT I し IE DRC- ■HUTO 

EQUALIZER.GEQ 

|_PEQ TVPE.NONE 

[ ィレ —！ >]: Select 
[ENTER ]： Save 




遇んだメモリーを号にな存されている設定 


ごぶこ 

•選んだメモ U —番号に設定びすでに保をされている 
場合、新しい設定を上書さします。 

-⑥ SYSTEM MEMORY キーで設定を呼び出すに 
は、 MEM 日 RY 1 〜 MEMOR 丫4キーを押してくだ 
さい。 


5⑧ ENTER キーを巧して、還んだメモリーを号 
に現在の設定を巧をする。 


I 応用操作 
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本機の設定を呼び出ず-保巧ずる （SYSTEM MEMORY ) 


6 ©MENU キーを巧してセツトメニユーを終了 
ずる。 


保存した設定を呼び出ず 


SVSTEM MEMORV 


し日 AD. 


■ CU 郎卽了 


Church in Freiburg 
ADAPT! |儿 DRC--RUTO 

EQUHLIZER.PE 日 

PE 目 TVPE- ■ -NhiTURhiL 


い].'‘ •!>]: Select 
CENTER]： Return 


ごを意 


保をした設定を呼び出すと、現なの設定に上書さしま 
す。現在の設定をミ肖ましたくない場合は、設定を呼び出 
す前に SYSTEM MEMORY に保存してください。 

■ ⑥ SYSTEM MEMORY キーを使って呼 
び出ず 

⑥ SYSTEM MEMORY キーを押して、 

MEMORY 1〜 MEM 0 RY 4 にイ呆存した設定を呼び 
出します。 


1 設定を D 乎び出ずメモリーを号の ⑧ SYSTEM 
MEMORY キーを巧ず。 

フロントパネルディスプレイに 「 MEMORY 1 
LOAD 」 （例）と表示されます。 

—- SYSTEM MEMORY -— 

『1 平『 2 11 ir 3 リ ||= 4 リ 


4 ⑧づ キーを繰り返し巧して設定げ保ちさ 
れているメモリーを号を還び、 ⑨ ENTER キー 
を巧ず。 

選んだ設定を呼び出します。 


SVSTEN MEMORV 

LOAD.MEM 日民化 


Straight 

ADAPT! リ£ DRC--HUTO 

EQUALIZER.PE 島 

PEL:! TVPE.FLAT 


樹盛] i 點沪 


5 ⑩ MENU キーを巧してセツトメニューを終了 

する。 


選んだメモ1」一ま号に設定び保をされていない場合 
は 「 EMPTY 」 と表示されます。 


2 還んだ番号の ⑧ SYSTEM MEMORY キーを 
ちラー度巧して、巧定する。 

選んだメモ U —ま号にな巧されている設定を呼 
び出します。 


■ セツトメニューを使って呼び出す 


1 操作機器選択スイッチ（颇）で AMP を選び、 
颇 MENU キーを巧ず。 

モニターに SET MENU 画面び表示されます。 


2 ⑥ V キーを巧して 「SYSTEM MEMORY 」 を 
選び、 ④ ENTER キーを巧ず。 

SYSTEM MEMORY メニューび表示されま 
す。 


3 ⑥ ENTER キーを巧して 「 LOAD 」 を選ぶ。 

現在の設定び表示されます。 
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本機の設定を D 乎び出ず - 巧巧ずる (SYSTEM MEMORY) 


メモリー機能の使用例 


■ 例1 : AUTO SETUP の設定と MANUAL 
SETUP ①設定を比較ずる 

本機は3種類のノてラメト U ックイコライヴーを装備 
しています （72 ぺージ)。また 、 MANUAL 
SETUP で音の設定を自由に変更することをでさま 
す（己7ぺージ)。⑧ SYSTEM MEMORY キーを 
使って 、 AUTO SETUP の設定と MANUAL 
SETUP の設定を比較します。 

— SYSTEM MEMORY 1 

AUTO SETUP (PEQ SELECT : 
NATURAL ) の設定 

「SYSTEM MEMORY 吕 

AUTO SETUP (PEQ SELECT : 
FRONT ) の設定 


- SYS TEM MEMORY - 

L ini 『 2^1 fr 3 n jr 4 1] 


SYSTEM MEMORY 3 

MANUAL SETUP の設定 


それぞれの設定を巧をずる 


1 AUTO SETUP を実施ずる （33 ぺージ)。 


2 ⑥ SYSTEM MEMORY 1 キーを約 4 抄間巧 

し続ける。 

AUTO SETUP の設定 (PEQ SELECT : 
NATURAL ) を MEMORY 1 にイ呆存します。 


3 「PEQ SELECT」 を 「FRONT」 に設定する 
(72 ぺージ)。 


4 ⑥ SYSTEM MEMORY 2 キーを約 4 砂間巧 
し続ける。 

AUTO SETUP の設定 (PEQ SELECT : 
FRONT ) を MEM 0 RY 2 にな巧します。 


5 「SPEAKER MENU」(68 ぺージ）と 「GEQ 
EDIT」（71 ぺージ）を手動で設定ずる。 


6 ⑧ SYSTEM MEMORY 3 キーを約 4 巧間巧 

し続ける。 

手動での設定を MEM 0 RY 3 にな巧します。 


■ 例2:リスニングルーム環境の違いによっ 
て使い分ける 

U ス ニン グルームの音響特性はお部屋の環境に よっ 
て変化します（例：カーテンの開/閉)。本機の設 
定を変更することで環境に適した再生を楽しめま 
す。⑧ SYSTEM MEMORY キーを使って本機の設 
定を切り替えます。 

—— SYSTEM MEMORY 1 

カーテンび閉まっているとさの設定 


- SYSTEM MEMORY - 

[Qjnc2j LaJ 


SYSTEM MEMORY 2 

カーテンび開いているときの設定 


それぞれの設定を巧をずる 


1 力ーテンを閉めた状態で AUTO SETUP を実施 
ずる （33 ぺージ)。 


2 ⑥ SYSTEM MEMORY 1 キーを約 4 秒間巧 

し続ける。 

現在のお部屋の状況（例：カーテン閉）に適し 
た設定を MEM 0 RY 1 にイ呆存します。 


3 力ーテンを開けた状態で AUTO SETUP を実施 
ずる。 


4 ⑥ SYSTEM MEMORY 2 キーを約 4 秒間巧 

し続ける。 

現在のお部屋の状況（例：カーテン開）に適し 
た設定を MEM 0 RY 2 にな存します。 


■応用操作 
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リモコンの機能を詳しく知る 


他の機器の1」モコンコードを設定することにより （84 ページ)、本機の U モコンで DVD プレーヤー、テ 
レビなど、本機しツ外の AV 機器を操作でをます。 


リモコンでさまざまな機器を操作ずる 


■ 本機を操作ずる 

操作機器選択スイッチ （©) で AMP を選んでくだ 
さい。 



AMP を 
還ぶ 


ごま意 I 


>1操作機器選択スイツチの位置に関わらず本機を操作で 
さます。 

で操作機器還択スイッチ （®) を AMP にセットしたとき 
に本機を操作できます。 


■ テレビを操作ずる 

本機に関係なくテレビの U モコンとして使ラ場合 
は、操作機器選択スイッチ （©) を TV にセットし 
ます。テレビを操作するには、あらかじめ® TV の 
位置にテレビの U モコンコードを設定してください 
(84 ページ）。 


⑩ TV の位置にテレビの I 」モコンコードを設定していな 
い場合は⑤ TV キーに設定したテレビを操作できます。 



.TV を還ぶ 


拉ま意 I 


’1操作機器逞巧スイッチの位置に関わ日ずテレビを操作 
でさます。 

で操作機器選択スイッチ（频）を TV にセットしたとさに 
テレビを操作でさまず。詳しくは、次ぺージ表中の「テ 
レビ」欄をご覧ください。 

つ操作機器選択スイッチ （®) を TV 、 または SOURCE に 


セツトしたとをに、 

テレビを操作でをます。 

リモコン キー 

テレビ 

TV VOL +/ - 

テレビの音量を操作します。 

TV CH +/ - 

テレビのチヤンネルを切り替えます。 

TV MUTE 

テレビの音量を一時的に消音します。 

TV INPUT 

テレビの映像入力を切り替えます。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


■ 他の機器を操作ずる 

入力選択キー（③）または m 、 田□キーで選んだ機 
器を操作するには、入力機器選択スイッチ （©) で 
SOURCE を選びます。各入カソースにあらかじめ 
U モコンコードを設定してください旧4ページ)。 
下表は、入力選択キー（③)、または圧]、圧:キーに 
割り当てられている機器を操作でをる各キーの機能 
を表しています。 

ご、おこ 

本機のリモコンは、 ] 目台までの異なる機器を操作でを 
るように、1目種類のコント□ールェ U アを装備してい 
ます。 



^YAMAHA 


\ 

BD / HD 
DVD プレー 
ヤー/レコー 
ダー 

DVD プ 
レーヤー 

LD プ レー 
ヤー 

DVD レ 
コーダー/ 
デジタル ピ 
デオ レコー 
ダー 

ビデオデッ 
キ 

テレビ 

ケーブルテ 
レビ/衛星 
が送チ ユー 
ナー 

CD プ レー 
ヤー 

MD /CD 
レコーダー 

テー 7 アツ 

キ 

チューナー 

[1] 

AV 

POWER 

電源^ 

電源*1 

電源‘1 

電源’1 

電源 <1 

DVR 電源* 1 

電源 

電源‘1 

電源*1 

電源’1 

電源*1 

[2] 

TITLE. 

BAND 

タイトル 

タイトル 


タイトル 


タイトル 





バンド 

[3] 

PRESET/ 

CHA 

上へ 

上へ 


上へ 

チヤンネ 
ル+ 

上へ 

チヤンネ J レ 
+ 




上へ 

PRESET/ 
CH V 

下へ 

下へ 


下へ 

チヤンネ 
ル- 

下へ 

チヤンネ J レ 




下へ 

A-E づ 

左へ 

左へ 


左へ 


左へ 





左へ 

A-Eo 

ちへ 

ちへ 


ちへ 


ちへ 




面切替 
CA/B) 

ちへ 

ENTER 

ミ夫定 

ミ夫定 


ミ夫定 


決定 





ミ夫定 

[4] 

RETURN、 

MEMORY 

戻る 

民る 


戻る 


戻る 





メモリー 

[5] 

REG 

録音（レ 
コーダー ) 

ディスク 

スキップ 


録音/歸画 

録音/録画 

DVR 録音 
/録画で 

DVR 録音 
/録画で 

ディスク 

スキップ 

録音 

録音 


加 

一時停止 

一時停止 

-時停止 

一時停止 

一時停止 

DVR 一時 
停止で 

DVR 一時 
停止で 

一時停止 

一時停止 

一時停止 


0 

再生 

再生 

再生 

再生 

再生 

DVR 再生 
*2 

DVR 再生 

で 

再生 

再を 

再生 


□ 

停止 

停止 

停止 

停止 

停止 

DVR 停止 
*2 

DVR 停止 

で 

停止 

停止 

停止 


«] 

巻さ戻し 

巻き戻し 

巻さ戻し 

巻を戻し 

巻さ戻し 

DVR 巻き 
戻しで 

DVR 巻き 
戻しで 

巷を戻し 

巻き戻し 

巻を戻し 


〇〇 

早送 D 

早送り 

早送り 

早送り 

早送 D 

DVR 早送 

りで 

DVR 早送 
り*2 

早送 D 

早送り 

早送り 


KW 

スキップ 

(-) 

スキップ 

(-) 

スキップ 

(-) 

スキップ 

(-) 

スキップ 

(-) 

DVR ス 
キップ 

(-) で 

DVR ス 
キップ 

卜）•吕 

スキップ 

(-) 

スキップ 

(-) 

A 面再生 



スキップ 

(+) 

スキップ 

川 

スキップ 

川 

スキップ 

(+) 

スキップ 

(+) 

DVR ス 
キップ 

(+) で 

DVR ス 
キップ 

(+) で 

スキップ 

川 

スキップ 

川 

B 面再生 


脚 

1-9、 0、 

+ 10 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 

数字入力 


数字入力 

[7] 

MENU 、 

SRCH 

MODE 

メニュー 

メニュー 


メニュー 


メニユー 





選周 モー 
ド ’ 

脚 

DISPLAY 

ディスプレ 
ィ表示 

ディスプレ 
ィ表示 

ディスプレ 
^^表示 

ディスプレ 
ィ表を 

デイスプ 
レイ表示 

デイスプレ 
イ表示 

デイスプレ 
イ表示 

ディスプレ 
ィ表示 

デイスプレ 
イ表示 


デイスプ 
レイ表示 

[9] 

ENT 

インデック 
乂凌 の 

インデック 
ス表 71^ 

チヤプター 
/時間表示 

インデック 
乂表术 

ま定 

決定 

ミ夫定 

インデック 
ス表 71^ 

インデック 
ス表 71^ 


決定 

[10] 

AUDIO 

オーディオ 

オーディオ 

オーディオ 

オーディオ 









応 

用 

無 

作 


际主意 I 

機器に付属の U モコンに電源キーびある場合に機能します。 

で感 DVR キーに DVR ( DVD レコーダーなどの録画機器）の U モコンコードを設定した場合に、 DVD レコーダーなどを操作できます。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


■ 操作ずる機器を切り替える 

入力選択キー（③）で選んでいる入カソースは切り 
替えずに、1」モコンで操作する機器だけを切り替え 
ます。 


⑥ SELECT づ キーを繰り返し巧して、操作機 
器を切り替える。 

操作する機器名び U モコンデイスプレイ（④）に表 
示されます。 



■ オプション機器を操作ずる 
(オプションモード） 

rOPTNl 」、 および 「0 PTN 2」 には、入カソース 
に関係なく U モコンで操作したい機能を記憶でさま 
す。マク□機能の一部として、または U モコンコー 
ドを持たない機器の操作用として使ラと便利です。 


リモコンディスプレイ（④）に rOPTNl」、 また 
は 「0PTN2」 と表示されるまで ©SELECT < / 
^キーを繰り返し巧ず。 



または 



リモコンコードを設定ずる 


U モコンコードを設定することにより、本機の U モ 
コンで他の機器を操作でをます。1」モコンコードに 
つし、ては巻モに記載の「リモコンコードー覽」をご 
覽ください。 

下表は各操作機器の初期設定コードを表していま 
す。 


工場出荷時のリモコンコード設定 


操作機器ち 

カテゴリー 

メーカー名 

U モつン 
コード 

MULTI 

DVD 

ヤマノ、 

0430巨 

V-AUX 

- - - 

PHONO 

- - - 

DOCK 

SOURCE 

ヤマノ、 

00012 

巳 D 




HD DVD 




DVD 

DVD 

ヤマノ、 

0430巨 

CD 

CD 

ヤマノ、 

0120已 

MD 

CD-R 

CD-R 

ヤマノ、 

0140己 

C 己 L 




SAT 




TV 

- - - 

DVR 

DVR 

ヤマノ、 

00707 

VCR 

- - - 

TUNER 

SOURCE 

ヤマノ、 

00012 

因 

- - - 

面 

- - - 

US 己 

SOURCE 

ヤマノ、 

00012 


I ごま意 I 

お使いのヤマノ V 製機器によっては、初期設定されているヤ 
マノ UD U モコンコードでは操作でさない場合びあります。 
この場合は別の IJ モコンコードをお試しください。 


1 設定ずるリモコンコードを確認ずる。 

U モコンコードについては、巻モに記載の「|」 
モコンコード U ストー覧」をご覧ください。 


2操作機器選択スイッチ （®) で SOURCE を還 
ぶ。 

nvj に U モコンコードを設定する場合は 
®TV を選びます。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


3 ボールペンなどで © SETUP ボタンを巧ず。 

U モコンデイスプレイ （®) に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 



ごを意 I 

「 SETUP 」 メニューでは、3 0秒 L ゴ内に操作を完了して 
ください。それな上経過すると設定を中止します。 


4 ⑥ A / V キーを繰り返し巧してを還 
び、④ ENTER キーを巧ず。 

U モコンびプ U セットモードに入0ます。1」モ 
コンデイスプレイ（④）に、 「 P - SET 」 と現在 
の操作機器名び交互に表示されます。 



5 入力選択キー(③)、または ⑥ SELECT づ/^ 
キーを繰り返し巧して、操作機器を切り營える。 

手順2で 「 TV 」 を選んだ場合、この手順はス 
キップして< ださい。 


6 ⑥ ENTER キーを巧ず。 

現在設定されている1」モコンコードび表示され 
ます。 


■■■■1 ■■ ■■■! 画 ■■■■■ ■画 ■ 

■■■■1 ■ 1圓"1 


7 数字キ ー( ⑩）を巧して己巧のリモコンコード 
を入力ずる。 


8 ⑥ ENTER キーを巧ず。 

正しく設定されると、 U モコンデイスプレイ 
(④）に 「0 K 」 と表示されます。 

設定に失敗すると、 U モコンデイスプレイ 
(④）に 「 NG 」 と表示されます。この場合は手 
順已から操作し直してください。 


:、おこ 

続けて化の機器のコードを設定するには、手順已〜 
8を操作してくださし、。 


9 © SETUP ボタンをもう一度巧して設定を終了 
ずる。 


10 感 AV POWER キーやキーを巧して動作 
を確認ずる。 


. キーを巧しても機器が動作しないときは、同じメーカー 
の別のリモコンコードを設定してください。 

•「日日日] 2」を操作機器の U モコンコードとして設定 
すると、現を選んでいる本機巧蔵ソース （ DOCK 、 
TUNER 、 USB ) を操作できます。 


际主意 I 

• 手順で指定されたキーがを操作した0、2つ ULL の 
キーを同時に巧したりすると、 U モコンディスプレイ 
(®) に 「 ERROR 」 と表示されます。 

•本磯の U モコンは市販されているすべての AV 機器（ヤ 
マ八 AV 機器を含む）の U モコンコードを内蔵している 
わけではあ0ません。お使いの機器をいずれのリモコン 
コードでち操作でさない場合は、ラーニング （8 目ペー 
ジ）を設定するか、機器に付属のリモコンをお使いくだ 
さい。 

• すでにラーニングを設定している場合、ラーニングによ 
る機能びリモコンコードの機能よりも優先されます。 


議応用操作 
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リモコンの機能を詳しく知る 


他の機器のリモコン機能を記憶 
ずる（ラーニング） 

お使いの機器の1」モコン機能を本機の1」モコンに記 
憶します。1」モコンコードを設定しても操作でをな 
い機能びあったり、その機器の1」モコンコードびな 
かったりする場合に設定してください。下図の白色 
の部分に、お使いの機器の U モコン機能を記憶でを 
ます。また、操作機器ごとに別の機能を記憶できま 
す。 


諮^ 


RCE を 


®YAMAHA 


I U モコンから赤外線信号び送信されます。お使いの機器 
の U モコンち赤外線信号を使っている場合、ほぼすベて 
の機能を記憶でさますび、信号び特殊だったり、連続し 
ていたりする場合は記憶でさないことがあ0ます。 

I 選んでいる入力機器やカテコ‘ U —により、白色の部分に 
あるキーを選んでいても記憶でさないことびあります。 

I 操作機器選択スイッチ （©) で SOURCE を選 
び、入力選択キー（感）を巧して操作機器を選 
ぶ。 

「 TV 」 に記憶する場含は® TV を選びます。 


たま意 1 

操作機器選択スイッチ（频）で SOURCE 、 または 
TV を選んでいることをご確認ください。 AMP を 
選んで記憶すると、本機を操作でをなくなります。 

ボールペンなどで © SETUP ボタンを巧ず。 

U モコンデイスプレイ （®) に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 

⑧ A / ▽キ-を繰り返し巧して 「 LEARN 」 を 
選び、 ⑨ ENTER キーを巧ず。 


4 本機のリモコンと他の機器のリモコンを約已〜 
10 cm 離してホ外線送信部げお互いに巧向ず 
るように置き、⑧ ENTER キーを巧ず。 

U モコンデイスプレイ（④）に ri - KEYJ と表 
示されます。 

他の機器のリモコン 



00000 
0 0 0 0 
0 0 0 0 


已 ~10 cm 離す 


新しい機能を記憶させたい、本機のリモコン 
キーを巧ず。 

U モコンデイスプレイ（④）に rSTART 」 と 
表示されます。 


口 [ 
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00000 
0 0 0 0 
0 0 0 0 


リモコンディスプレイ（④）に roK 」 と表示 
されるまで、他の機器の記憶させたい機能のリ 
モコンキーを巧し続けまず。 


00000 
0 0 0 0 
0^0 0 


化の機器のリモコン 


:、おこ 

続けて他の機能を記憶させるには、手順4〜目を操 
作してください。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


7 ©SETUP ボタンをもう一度巧して、設定を終 
了ずる。 

ご注意 I 

• 手順で指定されたキーし:!がを操作したり2つ政上のキー 
を同時に押したりすると、リモコンディスプレイ （®) 
に 「 ERROR 」 と表示されます。 

• 本機のリモコンは2日日までの機能を記憶でをますび、 
信号によっては2日日に達する前に 「 FULL 」 と表示さ 
れることびあ0ます。この場合、記憶済みのキーか5不 
要なちのを削除してください （9 日ページ)。 

•政下場合、機能を記憶でをないことびあります。 

一本機、または他の機器の U モコンの乾電池び消耗して 
し、る 

一 U モコンに直射日光び当たっている 
一信号び特殊だった0、連続していたりずる 

リモコンに表示される機器の名 
前を変更ずる 


1」モコンディスプレイ 
名を変更します。 


(④）に表示される操作機器 


操作機器選択スイッチ （®) で SOURCE を選 
び、入力還択キ ー (③） を巧して、名前を変更 
ずる機器を選ぶ。 

ボールペンなどで © SETUP ボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイ（④）に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 


機器名を編集する。 

文字の位置を選ぶには⑧づ/ 1>キーを押しま 
す。 

文字を選ぶには ®A / V キーを押します。 


…: 


ごぶこ 

通 A キーを押すと順番どおりに、通 V キーを押すと 
順番とは逆に文字び表示されます。 A 〜 Z 、 a 〜 Z 、 
日〜日、スぺース、記号（_、+、/、：） 


6 ⑥ ENTER キーを巧して新しい名前を登録ず 
る。 

正しく登録されると、 U モコンディスプレイ 
(®) に「日に」と表示されます。 

ぶこ 

続けて他の機器の名前を変更するには入力選択キー 
( 感）を巧す、または感 SELECTo/ たキーを繰 
り返し巧して機器を切0誓えてから感 ENTER キー 
を押し、手順4〜目を操作してください。 

7饭 SETUP ボタンをちう一度巧して設定を終了 
ずる。 


にを哥 


手順で指定されたキー L ツ外を操作した〇吕つ liLh のキー 
を同時に巧した0ずると、 U モコンディスプレイ（④） 
に 「 ERROR 」 と表示されます。 


⑥ A /V キ-を繰り返し巧して 「 RNAME 」 を 
選び、 ⑧ ENTER キーを巧ず。 


4⑥ A /V キーを繰り返し巧して、変更ずる名前 
ので字数 （3 で字/5で字）を選び、 

⑥ ENTER キーを巧ず。 

各操作機器は、 3文字または已文字で表示され 
ます。それぞれの文字数で別々に設定でさま 
す。 


3文字 


已文字 


…: 


…: 


■応用操作 
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リモコンの機能を詳しく知る 


マク□機能を使ラ 


マクロ機能とは、ソースを再生するとをに行ラー連 
のキー操作を1つのキーででをるよラにする機能 

です 

たとえば CD を再生する場合、通常、 （1) システ 
ムの電源を入れる一 （2) 入カソースを CD に切0 
替える^ (3) 再生を開始する…などの操作び必要 
です。マク□機能を使ラと、マクロキーの CD キー 
を押すだけでこのよラな一連の操作を済ますことび 
でをます。 

下の U ストに表示されたマク□キーにはマク□機能 
びあらかじめ登録されていますび、才 U ジナルのマ 
クロ操作を設定することをでさます （89 ページ)。 

■ 登録されているマク□で操作する 



2設定したいマク□キーを巧ず。 

U モコンディスプレイ（④）に 「 M : 3文字の 
入力機器名」（例 「 M : DVD 」） と表示され、設 
定されている操作内容び送信されます。 

⑩ STANDBY キー、または⑩ POWER キーを 
押した場合は、 U モコンディスプレイ（④）に 
「 M : STB 」、 または 「 M : PWR 」 と表示され、設 
定されている操作内容び送信されます。 


3 リモコンの ⑩ MACRO キーを巧して設定を終 
了ずる。 


ごま意 I 


■ マク□巧]期設定 



7 ク□キー 

師耐わ 

1 01 

fpgwERi 

回 

ト リロ | 1 

[V-AUX 1 

^PH 加 0 i 

[dock] 

[hddvdI 

卜 VD 1 

回 

圃 

圆 

回 

卜 VR 1 

[VCR ] 

卜 NER 1 

回 

回 

因 


’1あらかじめテレビの IJ モコンコードを設定してくださ 
い旧4ぺージ)。 

で本機をスタンバイにする前に受信していた放送局を選局 
します。 

ッ最後に再生していた曲を再生しまず。 


•マク□を操作している（トランス5ットインジケーター 
び点滅している） ときは、他のキーの操作を受け付けま 
せん。 

• すべてのマク□操作び終わるまで、操作している機器に 
U モコンを向けたままにして < ださし、。 

• 各手順を3日砂内に操作しなかった場合、マク□操作 
は自動的に中止されます。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


■ マク□を設定ずる 

1つのキーを押すだけで、連続したキー操作びでさ 
るよラに設定します。マクロを設定する前に1」モコ 
ンコードを設定するか、ラーニングで他のリモコン 
の機能を登録してください。 


ごを意 I 

• 新しいマク□を設定してち、工場出荷時に登録されてい 
るマク□は消去されません。新しく設定したマク□の内 
容を消去すると、工場出荷時に登録されているマク□を 
使5ことびでさます。 

•工場出荷時に登録されているマク□に新しい信号を追加 
ずることはでさません。マク□を設定すると、ずべて丢斤 
しい内容に変わ日まず。 

•音量の操作など、連続的に出力される信号は、本 U モコ 
ンでは短時間のコードとして記憶されます。したびつ 
て、そのよ5なキーをマク□設定に入れることはおすず 
めしません。 

1 ボールペンなどで 颇 SETUP ボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイ（④）に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 


® A / V キーを繰り返し巧して 「 MACRO 」 を 
選び、 ⑧ ENTER キーを巧ず。 

設定したいマク□キーを巧してか S ©ENTER 
キーを巧ず。 

U モコンデイスプレイ（④）に 「 M : 3文字の 
マクロキー名」（例 「 M : DVD 」） と、現在選ん 
でいる操作機器名び交互に表示されます。 

⑩ STANDBY キー、または⑩ POWER キーを 
押した場合は、 U モコンデイスプレイ（④）に 
「 M : STB 」、 または 「 M : PWR 」 と、現在選んで 
いる操作機器名び交互に表示されます。 


リモコンキーを巧してマク□の内容を設定ず 
る。 

例 

入カソースを DVD に切り替える- DVD プ 
レーヤーの電源をオンにする—モニターの電源 
をオンにする 


ステップ！ ( rMCRlJ ) 
ステップ2 ( rMCR 2」） 
ステップ 3 ( rMCR 3」） 


DVD を押す 
AV POWER を押す 
TV POWER を押す 


I MULTI 1’ ド叫 ' j^NO 〕 [DOCK 〕 
[hDDVd] 「 DV 口も 只 D 」 I CD-R] 

BS [ ZTlvl ] 回 

卜薩 I [の I [の〕 [ USB 〕 




マク□番号を表示します。 


(登録するマク□キー） 


交互に表示し、巧の手順を操作できま 
す。 


操作機器名 


たま意 I 

• 操作體器を変更するには⑥ SELECT く1/ [> キーを押し 
てください。⑥ SELECT く]/>キーは操作機器のみ変 
要しますび、入力選択キーを巧した場合はマク□の手順 
に組み込まれます。 

•操作機器選択スイッチ（顿）の位置 （ AMP 、 TV 、 
SOURCE ) により、一部のキー機能び切り誓わります。 
AMP 、 または TV を選んでいるとき、入力選択キー 
(③）は機能しません。 


⑩ MACRO キーを押してミ夫定ずる。 

最大1日種類の キー 信号を設定でをます。最大 
まで設定すると 「 FULL 」 と表示され、自動的 
にマク□の設定を終了します。 


© SETUP ボタンを押して設定を終了ずる。 


にま哥 


2つ政上のキーを同時に押すと、 U モコンディスプレイ 
(④）に 「 ERROR 」 と表示されます。 


■応用操作 


89 Ja 












































リモコンの機能を詳しく知る 


リモコンを初期化ずる 


ラーニングやマクロ、変更した操作機器名や1」モコ 
ン I □を初期設定に戻します。 

■ 消去モードを選んで初期化ずる 


1 ボールペンなどで 遇) SETUP ボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイ（④）に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 


2 ®A / ▽ キーを繰り返し巧して 「 CLEAR 」 を還 
び、 ⑥ ENTER キーを巧ず。 


3 ®A/ ▽キーを繰り返し巧して消去モードを還 

ぶ。 


消去モード 

説明 

LDVD 

(など） 

(「 L : 3 文字の操作機器名」） 

表示されている入力機器の操作キーにラー 
ニングされた機能をすべて消去します。入 
力選択キー（感)、または® SELECT < l / 

〇キーを押して、消去する入力機器を選ん 
で < ださい。 

LAMP 

本機の操作キーにラーニングされた機能を 
すべて消まします。操作機器選択スイッチ 
(频）で AMP を選んでください。 

LTV 

TV の操作キーにラーニングされた機能を 
すべて消まします。操作機器選択スイッチ 
(频）で TV を選んでください。 

L:ALL 

入力機器にかかわらず、ラーニングされた 
機能をすべて消去します。 

M:DVD 

(など） 

(「 M : マク□キー名」）選んだキーのマク〇 
の設定を消去します （8 目ページ)。マクロ 
機能を消去したいマク□キーを選ぶ（「マク 
□キー名」を切り替える）には、マクロ 
キーを押して < ださい。 

M:ALL 

マク□の設定をすべて初期設定に戻します。 

RNAME 

変更した入カソースの名前をずべて初期設 
定に戻します。 

FCTRY 

U モコンコードを含む、すべてのリモコン 
の設定を初期設定に戻します。 


4 ⑧ ENTER キーを約3秒間巧し続ける。 

正しく消去されると、 U モコンディスプレイ 
(④）に 「0 K 」 と表示されます。 

ごま意 

•消去に失敗すると、 U モコンディスプレイ（④）に 
「 NG 」 と表示されまず。 

• 手順で指定されたキー(外を操作したり、吕つな上の 
キーを同時に巧した0ずると、 IJ モコンディスプレイ 
(④）に 「 ERROR 」 と表示されまず。 


5 

■ 

⑩ SETUP ボタンを巧して設定を終了ずる。 

ラーニングした機能を消去ずる 

r 

ボールペンなどで ©SETUP ボタンを巧ず。 

U モコンデイスプレイ （®) に 「 SETUP 」 と 
表示されます。 

r 

⑧ A / ▽ キーを繰り返し巧してに RASE 」 を還 
び、 ⑧ ENTER キーを巧す。 

r 

操作機器還択スイッチ（饭）で SOURCE を還 
び、入力還択キー（③）を巧す。 

アンプ機能の操作キーや TV キーにラーニング 
した機能を消去する場合は、猶 AMP 、 または 
® TV を選んでください。 

r 

⑧ ENTER キーを巧す。 

U モコンデイスプレイ（④）に 「 E - KEY 」 と表 
示されます。 


機能を消去したいキーを約3砂間巧し続ける。 

正しく消去されると、 U モコンデイスプレイ 
(④）に 「0 K 」 と表示されます。 

: 、も'こ 

-続けて他の機能を消まずるには、手順 3 〜日を操作 
して < ださい。 

•ラーニングされた機能を消去ずると、キーの機能は 
工場出荷状態に戻りまず 0 J モコンコードを設定し 
ている場合は、設定している;一力一の機能に戻り 
ます)。 


颇 SETUP ボタンを巧して設定を終了ずる。 


ごま意 

•消去に失敗すると、 U モコンディスプレイ（④）に 
「 NG 」 と表示されまず。 

• 2つけ上のキーを同時に巧すと、 U モコンディスプレイ 
(④）に 「 ERROR 」 と表示されまず。 
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本機の設定を変更する （ADVANCED SETUP ) 


フロントパネルディスプレイに表示されるメニューを見なびらさまざまな項目を設定します。アドバンスト 
セットアップメニューでは、本機の設定を初期設定に戻したり U モコン I □を変更したりすることびできま 
す。お好みに合わせて、設定を変更して<ださい。各項目の初期設定は太字で記載しています。 


ごを意 I 


.アドバンストセットアップメニューの操作中は、本体の® MASTER ON/OFF スイッチ、 ©STRAIGHT キー、 
©PROGRAM セレクター1；(外は機能しません。 

•アドバンストセットアップメニューの操作中は他の操作はでさません。 

•アドバンストセットアップメニューはフ□ントバネルディスプレイでのみ操作できます。 


アドバンストセツトアップ 
メニューの操作手順 


1 本体の ©MASTER ON/OFF スイツチを}甲し 
て本機の電源をオフにずる。 


2 ©STRAIGHT キーを巧しなび 5 もう一度 
©MASTER ON/OFF スイツチを巧ず。 

本機の電源びオンになり、アドバンストセット 
アップメニューびフロントパネルディスプレイ 
に表示されます。 



巧しなび S 



3 ⑩ PROGRAM セレクターを回して、設定した 
いメニューを還ぶ。 


4 ©STRAIGHT キーを繰 D 返し}甲して、設定し 
たい項目を還ぶ。 


5 ©MASTER ON/OFF スイッチを巧して本機 
の電源をオフにし、変更した設定をなをする。 

:、おこ 

変更した設定は、次回電源を入れたとさか5有効に 
な0ます。 


■ I I y-W'** y++^—rw—sv! : —r"Lr": 

ソで一！ ノ飞 2 ノソ を疋 r：. i ： こ i i U i i こ ..::: ご . i •. し :: しけ 1:. 

フロントパネルの U モコンセンサーを有効にするか 
無効にするかを設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

フ□ントパネルのリモコンセンサーを有効に 
しまず。 IJ モコン受光部か日 U モコン信号を 
受信でさます。通常はこの設定でお使いくだ 
さい。 

OFF 

フ□ントパネルのリモコンセンサーを無効に 
します。リモコン受光部から U モコン信号を 
受信でさません。 

1ご注意 1 


通常は 「 ON 」 に設定することをおすすめします。 


■ RS-232Cii 信設定 


r: •. 二こし . • こ I i V 

本機がスタンバイのとをに、 RS -232 C 端テから 
のデータを受信するか、受信しないかを設定しま 
す。 


選択項目 

説明 

YES 

RS -332 C 端テからのデータを受信します。 

N 0 

RS -332 C 端テからのデータを受信しませ 
ん/。 


■ リモコン ID 設定 

，". !. J . ■■ 尸产 " i i J 1—. 

KLl'iU i L.. LuPi i-inr" 

本体操作用のリモコン I □を u モコンの操作用コー 
ドに合わせて変更します。 


選択項目 

説明 


ID 1 

リモコンの操作用コードを 「 ID 1」 
ているとさに選びます。 

に設定し 

ID 2 

リモコンの操作用コードを 「 ID 2」 
ているとさに選びます。 

に設定し 


リモコンの操作用コードを設定ずる 

1」モコンの操作用コードを設定します。複数のヤマ 
八製アンプを1」モコンを使って操作する場合に、本 
機とは別のアンプび動作するのを防止します。 
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本機の設定を変更ずる （ADVANCED SETUP ) 


ボールペンなどで © ID ボタンを巧して ID を切り 
替夕る 

曠 ID ボタンを押すごとに、 ID インジケーターが政 
下のよラに表示されます。 



争 


P 國 1 
L 欄 J 


■ バイアンプ設定 BI - hMP 
バイアンプ機能を設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

} (イアンプ機能をオンにします。 

OFF 

} (イアンプ機能をオフにします。 


■ HDMI モニターチェック設定 

I, ,1 I I T —I— ，". ■•••■11 尸 " t ,• 

i'iun J. i しけく し .. he:. し . r .、 

本機のモニターチェック機能のオン、オフを設定し 
ふ 〇 


選択項目 

説明 

YES 

HDMI 接続したモニターび対応している解像 
度の情報を自動的にチェックします。 

「HDMI RES .」（74 ページ）で、モニター 
び一对応している解像度のみ選べます。 

SKIP 

「HDMI RES 」（74 ページ）のすベての解 
像度を選べます。 


ご注意 I 


「 BI - AMP 」 を 「 ON 」 に設定すると SURROUND 
BACK 端テはバイアンプ用として使われるので、サラウ 
ンドバックスピーカー接続用としては使えません。 

■ 初期設定に戻ず J . ! H J . I 1 hi - i !：„ L ：. 

変更した設定を初期設定に戻します。初期設定に戻 
す項目を選んで < ださい。 


選択項目 

説明 

DSP 

すべての音場プ□グラム パラメーターを 初期 

PARAM 

設定に戻します。 

VIDEO 

すべての 「 VIDE 日 MENU 」 の設定、および 
「 D 侶 PLAY SET 」 の「日 SD SHIFT 」、 

[■GRAY BACK 」 を初期設定に戻します。 

ALL 

本磯のすべての設定を初期設定に戻します。 

CANCEL 

初期設定に戻しません。 


音場プ□グラムごとに音場パラメーターを初期設定に戻す 
には、音場パラメーター riNITIALIZEJ で設定してくだ 
さい （6 日ぺージ)。 
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K 障かな？と思った 6 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処しても正常に作動しな 
い、または下記しツかで異常び認められた場合は、本機の電源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い上げ 
店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ<ださい。 


■ 全般 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

電源を入れてちずぐに 
切れてしまラ、または 
STANDBY/ON スイッ 
チ（または POWER 
キー）を巧してち電源 
が入らない 

電源コードびしっかり接続されていない。 

電源コードを AC コンセントにしっかりと差 
し込んでくださレ。 

29 

(再度電源をオンにしたとをに 、 「CHECK SP 
W 旧 ESU と表おされるとを）スピーカー 
ケーブルびショートした状態で電源を入れた 
ため、保護回路により電源び切れた。 

すべてのスピーカーケーブルび本機とスピー 
カーに正しく接続されているか確認してくだ 
さし'!。 

19 


内部マイコンびが部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧の低下によ 
りフ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを扳を、約 

30砂後にちラー度差し込んでください。 

- 

音青び出ない 

再生機器びしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問題びない 
ときはケーブルに不具合びある場合びありま 
す。 

23〜28 


入カモードを 「 HDMI 」、 または 「 COAX / 
OPT 」、「 ANALOG 」 に設定している。 

「 AUTO 」 に設定してください。 

39 


入力機器からデジタル音声1言号を入力してい 
るとをに入カモードを 「 ANALOG 」 に設定し 
てし t る。 

「 AUTO 」、 または 「 C 0 AX /0 PT 」 に設定し 
て < ださい。 

39 


再生したい入カソースび正し<選ばれていな 
い。 

本体の⑤ INPUT セレクターやリモコンの入 
力選択キー（感）で、再生したい入カソース 
を正しく選んで < ださい。 

38. 39 


スピーカーびしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

19 


音量びルさい、または消音されている。 

音量を大さくして < ださい。 

- 


CD - ROM など、本機で再生できない信号び入 
力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してく 
ださい。 

21 


接続している HDMI 機器び著作権保護 
( HDCP ) に対応していない。 

著作権保護に対応した機器を接続してくださ 
い。 

- 


■その他の情報 
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故障かな？と思った s 


おが 

原因 

対策 

参照ページ 

映像が出ない 

本機と接続しているが部機器び同じ種類の映 
儘端子で接続されていない。 

「 VIDE 0 C 0 NV 」 を 「 ON 」 に設定する、ま 
たは本機とモニターの接続と同じ種類の端子 
を使って接続してください。 

74 


]080 p アナ□グ映儘信号び COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端モからのみ出力さ 
れている。 

COMPONENT VIDEO MONITOR 日 UT 端 
子にモニターを接続して<ださい。 

23 


48曰 P 、 1080し72 Op 日巧像1言号は S 

VIDEO 、 および VIDEOMONITOR OUT 端 
子から出力されません。 

HDMI 曰 UT 、 または COMPONENT 

VIDEO MONITOR OUT 端子にモニターを 
接続してくださレ。 

- 


HDMI OUT 端子に接続したモニターび対応し 
ていない映像信号を出力している。 

「 INITIAUZE 」 で 「 VIDEO 」 を選んで映像の 
設定を初期化してください。 

92 



「MONITOR CHECK 」 を 「 YES 」 に設定し 
て < ださい。 

92 


ピュアダイレクトモードで再生している。 

ピュアダイレクトモードをオフにして<ださ 
い。 

49 


特殊な信号を入力している。 

「PURE D 旧 ECT 」 の 「 M 曰 DE 」 を 
「 AUDI 曰 + VIDE 0」 に設定してください。 

73 

シヨートメツセー ジが 
表示されない 

「SHORT MESS 冉白 E 」 を 「 OFF 」 に設定し 
てし'!る。 

「 ON 」 に設定してください。 

77 


「 GRAY 己冉 CK 」 を rOFFj に設定している。 

「 AUTO 」 に設定してください。 

77 


「VIDEO C 0 NV 」 を 「 OFF 」 に設定してい 
る。 

「 ON 」 に設定してください。 

74 


HDMI 入力端テから入力した信号が HDMI 
曰 UT 端子から出力されている。 

^^^ 

- 


プ□グレッシブ映像信号や HDTV 映條信号び 
入力されている。 


- 

音声が突が出力されな 
くなる 

スピーカーケープルのショートなどにより、 
保護回路び働いた。 

スピーカーケープルの芯線どラしび接軸して 
いないか確認し、電源をオンにして<ださ 
い。 

19 


ス U —プタイマーび作動した。 

本機の電源をオンにして、再生し直して<だ 
さし、。 

41 

片側のチャンネルの音 
声がほとんど出ない 

再生機器やスピーカーびしっかり接続されて 
いない。 

接続を確認してください。接続に問題びない 
ときはケープルに不具合びある場合びありま 
す。 

14 


スピーカーの音量のバランスび適切に設定さ 
れていない。 

宣量のバランスを設定し直してください。 

69 

センタースピーカーか 

6しか音亩が出ない 

音場効果をかけてモノラル音声を再生ずると、 
音声信号はすべてセンタースピーカーへをら 
れるため、フ□ントスピーカーやサラウンド 
スピーカーから音は出ません。 


- 

センタースピーカーか 

6音声が出ない 

に 0 NF に」のに ENTER SP 」 を 「 NONE 」 

に設定している。 

「 LARGE 」 または 「 SMALL 」 に設定してく 
ださい。 

68 

プレゼンススピーカー 
から音声が出ない 

ストレートデコードモードで再生している。 

@ STRA に HT キーを押してストレートデ 
コードモードをオフにして<ださい。 

48 


再生するソースや音場プ□グラムによっては、 
音び出ないチヤンネルがあります。 

ほかの音場プ□グラムをお試しください。 

38 
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故障かな？と思った s 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

サラウンドスピーカー 
から音声が出ない 

に ONFIG 」 の 「 SUR . L / RSP 」 を 
「 NONE 」 に設定している。 

「 LARGE 」 または 「 SMALL 」 に設定してく 
ださい。 

68 

ストレートデコードモードでモノラルソース 
を再生している。 

③ STRAIGHT キーを押してストレートデ 
コードモードをオフにしてください。 

48 

再生するソースや音場プ□グラムによっては、 
音び出ないチヤンネ J レびあります。 

ほかの音場プ□グラムをお試しください。 

38 

サブウーファーから音 
亩が出ない 

「 C 曰 NFIG 」 の 「 LFE / 巨 ASS 曰 UT 」 を 
「 FRONT 」 に設定したまま、ドルビーデジタ 
ル、 DTS および AAC 信号を再生している。 

rSWFRj または 「 BOTH 」 に設定してくだ 
さい。 

68 

「 CONFIG 」 の 「 LFE / 巨 ASS 曰 UT 」 を 
rSWF 刊または 「 FRONT 」 に設定したま 
ま、2チヤンネル信号を再生している。 

「 BOTH 」 に設定してください。 

68 

再生しているソースに LFE や低音信号び含ま 
れていない。 


- 

サラウンドバックス 
ピーカーから音声が出 
ない 

「巳 ONFIG 」 の 「 SUR.B L/R SP 」 を 
「 NONE 」 に設定している。 

「 SUR . L / RSP 」 び 「 SMALL 」、 または 
「 LARGE 」 に設定されていることを確認し、 
rSUR.B L/R SPJ を正しく設定してくださ 
い。 

68. 69 

CINEMA DSP 3 D モードで再生していると 
对まサラウンドパックスピーカーから音声は 
出ません。 



聴さたいデジタル音声 
フォーマットで音声び 
再生されない（フ□ン 
トパネルディスプレイ 
の入カソースインジ 
ケーターやデコーダー 
インジケーターび点口 
しない） 

再生機器側で、聴をたいデジタル音声フォー 
マッ トび出力されない設定になっている。 

再生機器の取扱説日月書をご覧のラえ、正し< 
設定してください。 

- 

入カモードを 「 ANALOG 」 に設定している。 

「 AUTO 」 に設定してください。 

39 

A ム音が出る 

ケーブルびしっかり接続されていない。 

ケーブルをしっかり差し込んでください。接 
続に問題びないとさはケーブルに不具合びあ 
る場合びあります。 

- 

レコードフレーヤーの GND びしっか0接続 
されていない。 

白 ND の接続を確認してください。 

26 

レコードを再生してい 
る場合に音量がかさい 

低出力型 MC カート U ッジ付のレコードプ 
レーヤーで再生している。 

昇圧トランスまたは MC へッドアンプを使用 
して本機に接続してください。 

26 

音量を上げられない、 
または音が重んでいる 

本機の出力端子に接続された機器の電源び 
入っていない。 

本機に接続しているすべての機器の電源を入 
れて < ださい。 

- 

録音/録画機器で録音 
/録画でさない 

MULTI CH INPUT 端テに接続した機器の音 
声を録言でをない。 

^^ 

- 

再生している機器の入力信号は同じ機器で録 
音/録画でをません（例 ： DVR IN 端子から 
DVR OUT 端子)。 

再生機器を接続している端子とは異なる機器 
用の端子に録音/録画機器を接続してくださ 
い。 

24 

DTS 信号はデジタルビットスト U —ムで伝を 
されるため、 DTS 信号をデジタル録音したを 
のをデコーダーを通さずに再生するとノイズ 
だけび再生されまず。 

DTS - 巳 D または DTS DVD の音声をデジタ 
ル録音したちのを再生する場合は、デコー 
ダーを通して再生してください。 DTS-CD 
の冒声を録音する場合は、 DTS デコーダー 
内蔵の DVD フレーヤーからアナ□グで録音 
することをおずすめします。 

24 



そ 

の 

他 

の 

情 

報 
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故障かな？と思った s 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

本機のデジタル出力端 
子に接続した録音機器 

再生機器び本機のデジタル入力端テに接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のデジタル入力端子に接続し 
て < ださい。 

24 

L お K 口 。. じご / d •レ1 

録音機器によっては、ドルビーデジタル、 

DTS および AAC などのデジタルデータを録 
音でをません。 

-、 一 

- 


DOCK 端子から入力した音声信号をデジタル 
音声出力端テに接続した録音機器で録音して 
いる。 

録音機器をアナ□グ音声出力端子 （ DVR 、 
または VCR 、 MD - CD - R ) に接続してくださ 
い。 

24 

本機のアナ□グ音声出 
力端子に接続した録音 
機器で録音でさない 

再生機器び本機のアナ□グ入力端子に接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のアナ□グ入力端子に接続し 
て < ださい。 

24 

録音された音寅を再生 
したとさに、録音した 
ときの音舌と異なって 
いる 

本機の設定（音質や音量、音場プ□グラムな 
ど）は線音する音声に反映されません。 


- 

映像が録画機器で録画 
でをない 

「VIDEO CONV 」 を 「 ON 」 に言曼定してし、 

る。 

「 VIDE 日 CONV 」 を 「 ON 」 に設定すると、 
映像信号は MONITOR OUT 端子にのみ出力 
されまず。録画機器で映儘を録画するには 
「VIDEO CONV 」 を rOFF 」 に設定し、機 
器どラしを同じ種類の方まで接続してくださ 
い（例 ： VCR IN CS VIDEO ) 端テから 

VCR OUT (S VIDEO ) 端テ)。 

24、74 

音場パラメーターや 
セットメニューの設定 
を変更でさない 

「MEMORY GUARD 」 を「曰 N 」 に設定して 
いる。 

rOFF 」 に設定してください。 

78 

本機が正常に動作しな 
い 

内部マイコンび列部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧のほ下によ 
〇フ IJ ーズしている。 

AC コンセントから電源プラグを损を、約 

30 秒媛にちラー度差し込んでください。 

- 

フ□ントパネルディス 
プレイに 「CHECK SP 
WIRESJ と表示される 

スピーカーケープルびショートしている。 

すべてのスピーカーケープルび正しく接続さ 
れているか確認して < ださい。 

19 

デジタル機器や高周渡 
機器からの雑音を受け 
ている 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所 
び近すぎる。 

本機とそれらの機器を離して設置して < ださ 
い。 

- 

映像が乱れる 

再生している映像ソフトにコピー防止機能び 
つし'!ている。 


- 

使巧中にちが電源がス 
タンバイになる 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路に 
より電源が切れた。 

温度び下がるのを待って （1 時間程度)、電 
源を入れ直して < ださい。 

- 


96 J 






故障かな？と思った s 


■ HDMI 


症げ 

原因 

対策 

参照ページ 

音吉ゃ映像が出ない 

制限台数を超える HDMI 機器を接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減らしてくだ 
さし'!。 

- 

接続している HDMI 機器び著作権保護 
(HDCP) に対応していない。 

营作権保護に対応した機器を接続して < ださ 
い。 

- 


■ FM / AM 放送の受信 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

FM 

ステレオ放送に 
なると雑音がを 
く聞をづらい 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力び弱い。 

アンテナの接続を確認して<ださい。 

28 

屋列アンテナを感度の良い、を素子のをのに 
変えてください。 

- 

モノラルで受信してください。 

已〇 

FM 専用アンテナ 
を使用している 
が、音が重むな 
ど受信感度が悪 
い 

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受 
けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく 
ださい。 

- 

自動で選局でを 
ない 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力び弱い。 

屋列アンテナを感度の良い、を素子のちのに 
変えてください。 

- 

手動選局、または周波数ダイレクト選局をし 
て < ださい。 

已〇 

プ U セツ S した 
放送局を受信で 
さない 

本機の電源プラグを長期間コンセントから扳 
いていたため、；><モ1」一び消去された。 

もラー度放送局をプリセットしてください。 

已1 

AM 

自動で選局でを 
なし、 

電波び弱い、あるいはアンテナの接続び不完 
全。 

AM ループアンテナの方向を変えてください。 

28 

手動で選局して < ださい。 

已〇 

オートプ U セツ 
卜がでをない 

冉 M 放送局はオートプ U セットびでさません。 

マニュアルプ U セットをしてください。 

已1 

「ジー J、 「ザー」、 
「ガ U ガリ」など 
の雑音が入る 

空電や雷による雑音、または壁光な、モー 
ター、サーモスタット付をの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に取 
ると減少しますび、完全に除去するのは困難 
です。 

28 

「プンプン」、 

「ヒユーヒユ ー 」 
などの雑音が入 
る 

本機の近くでテレビを使用している。 

本機とテレビを離して設置してください。 

- 


■その他の情報 
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故障かな？と思った s 


U モコン 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

本機をリモコンで操作で 
さない 

U モコン操作範囲から外れている。 

本体の U モコン受光窓から 6 m 政内、 3Cr 
政内の範囲で操作してください。 

31 


受光窓に曰光や照明（インバーター壁光灯や 
スト□ボライトなど）びあたっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

- 


乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換して < ださい。 

白 


操作機器選択スイッチの位置び正しくない。 

正しい位置にセットして<ださい。本機を操 
作するときは颇 AMP にセットしてください。 
入力選択キーで選んだ機器を操作するとをは 
频 SOURCE にセットしてくださし1。テレビ 
を操作するとをは感 TV にセットしてくださ 
い。 

- 


U モコンコードび正しく設定されていない。 

巻末の n 」 モコンコードー覧」をご覧にな 
り、正しく設定してください。 

]2白 



巻末の n 」 モコンコードー覧」をご覧にな 
り、同じ一力一の別のコードを設定してく 
ださい。 

129 


U モコンの操作巧コードと本体操作用 U モコ 
ン ID び一致していない。 

コードまたは U モコン1□の設定を変えてく 
ださい。 

91 


U モコンコードを正しく設定しても、メー 
カーまたは機器によっては操作でをない場を 
がお D ます。 

ラーニング機能を使って、お使いの機器の U 
モコン機能を本機のリモコンに記憶してくだ 
さい。 

86 

リモコンが新しい機能を 
記憶（ラーニング）しな 

本機の U モコンまたは他の機器の U モコンの電 
池び消耗している。 

電池を交換してください。 

白 

い 

2台の U モコン間の距離が離れすざているか、 
近すぎる。 

2台の1」モコンを已〜] Ocm の距離に配置し 
て < ださい。 

86 


イ也の機器の U モコンの信号コードと本機の U 
モコンとの互換性びない。 

記憶（ラーニング）はでをません。 

- 


；><モリ容量びいっぱいになっている。 

ラーニングされている機能のラち、不要なも 
のを消去してください。 

90 
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故障かな？と思った s 


■ iPod 


ご注意 

フ □ ントパネルディスプレイやモニター画面に下記のメッセージび表示されない場合は、 iPod の接続をご確認くださ 
いに 7 ぺージ)。 


表示 

内容 

巧策 

参照ページ 

. I .... 

iPod との接続を確認中です。 



し , .....■—i し i .1. i 1 117 B II B 

iPod から情報を取得中です。 




iPod との通信に問題が発生しています。 

本機の電源をオフにし、ヤマ A 製 iPod 用 
ドックを接続し直してください。 

27 



iPod を巾マ A 製 iPod 用ドックにセットし直 
して < ださい。 

- 

しげ ii く. i' i ミ...り.:.げ？ i i— Uu 

本機に対応していない種類の iPod び接続 
されています。 

本機は iPod (クリックホイール)、 iPod 
nano、iPod mini に対応しています。 

- 

i. r Uu し. iJ i' i f i i ご:■■.し.ミゴ i J 

iPod びヤマ八製 iPod 用ドックに正しく 
接続されました。 


- 

• ，"- ! • ! ! 

i. r Uu i...i j. := •し. • i.Jf げ巧ゴし • i... と|ミ ■ j 

iPod がヤマ八製 iPod 用ドックから取 D 
列されました。 

iPod をヤマ A 製 iPod 用ドックに接続してく 
ださい。 

27 

|~リいゴし 1 .i. 1 ご し.:- .1 h .i. なで 

何らかの原因で再生でさません。 

iPod に保存されている曲び再生可能である 
か確認してください。 

- 



再生可能な巧を iPod に保存してください。 

- 


■ Bluetooth® 


表示 

内容 

巧策 

参照ページ 

.こけゴ•ゴ し i . i ' i ’; ゴ B II B 

ヤマノ V 製 巨 luetoDth ワイヤレスオーディ 
オレシーバーと日 luetooth 機器びペア U 
ングしていまず。 


- 

ヤマノ V 製 巨 luetoDth ワイヤレスオーディ 
オレシーノ く一と日 luetooth 機器び接続を 
確立しています。 

LuiMr . i . U 

ペア U ングび完了しました。 

し.;;が iC . 巧えだ iJ 

ペア U ングび中止されました。 

ill i L.'Ur ir M ゴ L .. し.^リ„3 

ヤマ A 製 巨 luetoDth ワイヤレスオーディ 
オレシーノ く一と团 uetooth 機器の接続び 
確立しました。 

し 1 i し. j . Oi け i でレ:..ミ 

ヤマ A 製 巨 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーノ く一と团 uetooth 機器の接続び 
切断されました。 

i ’ ki : し ■: i i cri 一 cr r 

ヤマ A 製 巨 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーバーび本機の DOCK 端子に接続 
されていません。 

本機の DOCK 端子にヤマ从製团 uetooth レ 
シーノ く一を接続して < ださい。 

27 


■その他の情報 
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故障かな？と思った s 


■ USB 


症が 

原因 

対策 

参照ページ 

USB デバイスを接続し 
ているが、 

厂 Disconnected」 と表 
示される 

本機び USB デバイスを不正と認識している。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再びオン 
にしてください。 

29 

USB デバイスの音楽 
ファイルやディレクトリ 
がブラウズできない 

音楽ファイルやディレクト U が FAT 領域 L ソ外 
の場所に保存されている。 

音楽ファイルやディレクト U を FAT 領域に 
保存して < ださい。 

- 

8階層をこえるディレクト U 、 または1つの 
ディレクト U につき己0 0をこえるディレク 
卜 U / ファイルはブラウズでさません。 

US 目デパイス巧のデータ構造を変更して< 
ださい。 

- 

USB デバイスを認識で 
さない 

US 巨デバイスび US 巨マスストレージクラス 
に巧応していない。 

US 巨マスストレージクラスに対応した USB 
デパイスをお使い<ださい。 US 巨マススト 
レージクラスに対応した US 巨デバイスであつ 
てち、本機で再生でをないちのびあります。 

己6 

US 日オーディオプレーヤーを接続している。 

USB デパイスを接続してから、本機の電源 
をオンにして < ださい。 

己6 

選んだ曲とは異なる曲が 
再生される 

|■ SHUFFLE 」を rONj に設定している。 

rOFF 」 に設定してください。 

己7 

シヨー トカツトキーを巧 
ずと、登録していない曲 
び呼び出される 

ショートカットを登録したときとは違ラ USB 
デバイスを接続している。 

ショートカットを登録した US 日デノ（イスを 
接続して < ださい。 

己6 

ショートカットを登録した音楽ファイルを別 
の場所に移動した。 

ショートカットを再登録してください。 

已7 


メッセージ 

内容 

対策 

参照ページ 

i J. ::ご •=:! =:■ 、:.1 1=1 ill :<■ 

US 日デバイスにアクセスしていまず。 

本機び US 目デバイスにアクセスでをるまで 
お待ちください。 

- 

i./ j. ! r ir し . t;: ミ m] 

USB ?； (イスび取りはずされました。 

US 目デバイスび正しく接続されているか確 
認してください。 

- 

本機の電源をオフにしてから US 日デバイス 
を接続し直してください。 

己6 

US 目デバイスを再セットアップしてください。 

- 

i ■つ i ..' :■ 一 *zr ■: ごこ卜 i i 

US 巨デバイスにアクセスでさません。 

別の US 日デバイスをお試しください 。 USB 
デバイスを再セットアップしてください。 

- 

US 巨デバイスとの通信に異常びあります。 

本機の電源をオフにしてから US 巨デバイス 
を接続し直してください。 

已6 

US 目デバイスを再セットアップしてください。 

- 

で i ::? . 

曲びショートカットに登録されていません。 

ショートカットを登録してください。 

已7 

i'iU 1- T ■ しけ . 引 ’1 じ 1: 

ショートカット先び見つかりません。 

ショートカットを登録した US 日デ；（イスを 
接続して < ださい。 

己6 

ショートカットを再登録してください。 

己7 


■ AUTO SETUP 
測定開始時の表示 


メッセージ 

内容 

対策 

参照ページ 

....... — .!. !...!■!. !—■ ! 

オプティマイヴーマイクび接続されていません。 

オプティマイヴーマイクをフ□ントパネルの 
OPTIMIZER M に端テに接続してください。 

33 

.■一 i i i i .••■.し. i i . i . ' 一 . 


へッドホンび接続されてレます。 
本機の設定び保護されています。 


へッドホンを取りがして<ださい。 

「MEMORY GUARD 」 を 「 OFF 」 に設定し 
て < ださい。 


78 



























故障かな？と思った s 


測定中の表示 


エラーメッセー ジ 

原因 

対策 

参照ページ 

し. i S i ii~i i i i 

フ□ント左/ちチヤンネル信号び検出さ 
れませんでした。 

フ□ン ト 左/ちスピーカーび正しく接続 
されているか確認してください。 

17 

I—' • B L : 尸！ ： ■— ： S 門 ：門 

i 二.—-.占:= i'i し i mjUK a 二: ド 

サラウンド左/ちチヤンネル信号の片側 
しか横出されませんでした。 

サラウンド左/右スピーカーび正しく接 
続されているか確認してください。 

17 

1—■ ■プ- ^ : j—. 門 r". !, 1:". :…. 門 

i 二.—-.-1» i.1 し i i— 門 i.■! 二：こ:: ド 

プレゼンス左/ちチヤンネル信号の片側 
しか巧出されませんでした。 

プレゼンス左/ちスピーカーび正しく接 
続されているか確認してください。 

17 

1— J 1—. p~. .. ■— p~. 1 

i 二.—:寸 ■ こ::亡|に•— ..••.二 iD し. 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ 
接続している場含に、 R 側のサラウンド 
バックチヤンネル成分のみび検出されま 
した。 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ 
接続する場合は、 L 側 （SINGLE) の端 
子に接続して < ださい。 

18 

1— 1— _ 1 t ，—. .— ! ! 

i 二.—.— i ■ ri し i .i.. 二1 

騒音び大さすざて、正確な測定びでさま 
せん。 

周囲び静かな時間帯に測定をやり直して 
みて < ださい。 

- 

エアコンなど、騒宣を発生する機器の電 
源を一時的に切るか、オプティマイヴー 
マイクから遠ざけてみてください。 

- 

I—' - ■".■11 tr - ! .. .—•11 1". 

i 二.—■甘 ■ s... •广 i 1! こし. r... こ 1 ijr:.. B 

サラウンド左/ちスピーカーび接続され 
ていないのに、サラウンドパックスピー 
カーだけび接続されています。 

サラウンドバックスピーカーを使ラとを 
は、サラウンド左/ちスピーカーを接続 
する必要びあります。 

17 

i 二.— r ■ riU i'i j. L- 

測定の遠中でオフティマイヴーマイクび 
がれました。 

AUTO SETUP での測定中はオプティマ 
イヴーマイクに細れないよラご注意くだ 
さい。 

33 

I—' :—ザ L ! ! 

L'"0 = I'iU '.'.J j. u i'i ML- 

オプティマイヴーマイクびテスト 1 -ーン 
を検知していません。 

オプティマイヴーマイクび正し <設置さ 
れてレるか確認してください。 

33 

各スピーカーび正しく接続、設置されて 
レるか確認して < ださい。 

17 

オプティマイヴーマイク、または 
OPTIMIZER M に端子び壊れている可 
能性びありまず。お買い上げ店、または 
最畜〇のヤマノ \ 電気音響サービス拠点に 
お問レ合わせ < ださい。 

- 

!—■ _ s t ，— r— I—. 1 j : !—■ s 

i 二.—！？ ■ s J . 三 1 じ i く Lni ' iL-LL 

何らかの操作をしたため、測定び中断し 

測定をやり直して<ださい。測定中は音 
量を調節するなどの操作をしないでくだ 
さい。 

33 

i 二.— 主む"主け ！ i こ。 . けけし i こ戸 .1■ り J 护 . 

内部エラーが発生しました。 

測定をやり直して < ださい。 

33 



測定開始時の表示 


警告メッセージ 

原因 

対策 

参照ページ 

11 J _ .....い -1- 1— 11 1.— 

が— 主 ■ U し i i Ur r’hM こり:こ 

表おされたスピーカーの極性び、逆に接 
続されています。お使いのスピーカーの 
種類や設置環境によっては、スピーカー 
び正しく接続されていてを、 この:>(ッ 
セージび表示されます。 

スピーカーの極性+ (プラス）、 一 （マイ 
ナス）び正しいか確認してください。正し 
く接続されている場合は、この六ッセージ 
び表示されてを正萬に使用でをます。 

17 

II - ■■■■■11 !■― 1— • ■■■• ,1 ,• •■■■ 1 •, 

、: .1 ふ. = I.J ム -n • i ... i-ij し./ 

表示されたスピーカーと U スニングポジ 
シヨンとの距離び 24m よりち離れている 
ため、正確に補正でさません。 

視聴位置の 24m し U 内にスピーカーを移 
動して < ださい。 

- 
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故障かな？と思った s 



各チャンネル間の音量差び大さすぎて、 
正確に補正でをません。 

スピーカーの設置位置を再度確認して、 
すべてのスピーカーび同等の環境下に設 
置されているか確認してください。 

- 

I 1 "T _ ! 产 " 1 ! 尸"！ I—' 1—• 1—• 


スピーカーの極性+ (プラス）、 一 （マイ 
ナス）び正しいか確認してください。 

17 

1 ム 1 ii~ し ■■ し ■■ i •• 1 •■■■• 1 


なるべく性能び似てレる、または同じス 
ピーカーを使用ずることをおすすめしま 
す。 

- 



サブウーファーの音量を調節してくださ 
い。 

33 


ごま意 


•エラー方ッセージや警告^ッセージび表示された場合、発生している問題を解決してか5 AUTO SETUP をやり直し 
て < ださし、。 

•「 W -2」、 または 「 W -3」 び表示された場合、補正はされまずび、最適ではありません。 

•スピーカーの種類により、スピーカーび正しく接続されていても 「 W -1」 び表示されることびあります。 

•「 E -1 日」び繰り返し表示される場合は、ヤマ八サービスセンターにお問い合わせください。 
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すべての設定を初期設定に戻す 


変更したセットメニューの設定や音場パラメーター、プ1」セットした FM / AM 放送局などをすべて初期 
設定に戻します。 

ごを意 

•セットメニューを含む本機のすべての設定び初期化されます。 

• 変更した設定は、な回電源を入れたとをから有効にな0ます。 

ごぶこ 

初期化操作を中止するにはフ□ントパネルの ©MASTER ON/OFF スイッチを押して本機の電源をオフにしてくださ 
い。 


1 ©MASTER ON/OFF スイッチを巧して本機 
の電源をオフにする。 


2 ©STRAIGHT キーを巧しなが 6®MASTER 
ON/OFF スイッチを巧して本機の電源をオン 
にずる。 

本機の電源びオンになり、フロントパネルデイ 
スプレイにアドバンストセツトアップメニュー 
び表示されます。 


巧しなが S 



3 ⑩ PROGRAM セレクターを回して 
「 INITIALIZE 」 を還ぶ。 



4 ©STRAIGHT キーを繰 D 返し}甲して fALLJ 
を選ぶ。 



ご、おこ 

初期設定に戻さない場合は 「 CANCEL 」 を選んで 
<ださい。 


5 ©MASTER ON/OFF スイッチを巧して本機 
の電源をオフにずる。 

すべての設定び初期設定に戻ります。 


■その他の情報 
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用語/技術解説 


■ コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表ず Y 信号と、色を表ず PB / 
CB 信号（青色差信号）および Pr / Cr 信号（赤色差 
信号）の3系統に分けて伝送ずるち式でず。それぞ 
れの信号を独立して伝送ずるため画質の劣化び少な 
く、色をよりを実に再現できまず。また、コンポー 
ネントビデオ信号は、色を表ず信号から輝度を表ず 
信号を引いているので、色差信号とち呼ばれまず。 
このち式をお使いになるためには、コンポーネント 
ビデオ端テ、または D 端テのある モニター （テレビ) 
を本機に接続してください。 

■ コンポジットビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号を1つの映像 
信号としてまとめて伝送するち式です。テレビの 
NTSC 信号などび採用しています。 

■サンプリング周波数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、]砂間 
にサンプリング(信号の大きさを数値に置き換えるこ 
と）を行ラ回数をサンプリング周波数といいます。 
再生でをる周波数帯は「サンプリング周波数」でミ夫 
まり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な音 
域び広びることになります。 

■ディープカラー 

HDMI 1.3 びヴポートしている映像技術です 。 RGB 
または YCbCr 信号の処理を、従来の8ビットに巧 
して10/12/16ビットで処理することで、よ D 
豊かな色調表現び巧能です。表現でをる色の数び従 
来の数百万色から数億色に増えたことにより、グラ 
デーシヨンの表現力や暗部のディテール再現力び向 
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色 
の変化）の少ない画像を楽しめます。 

■ ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナ5ックで臨場感豊か 
な音響効果のために、フロント左/ちチャンネル（ス 
テレオ音声)、会話などを再生するセンターチャンネ 
ル（モノラル音声）、効果音のサラウンドチャンネル 
(モノラル音声）の、アナ□グ4チャンネル方式を採 
用しています。サラウンドチャンネルの再生域は狭 
くなつています。 

現在、ほとんどのソフトに普及しているち式です。 
本機に内蔵のドルビープロロジックデコーダーは、 
各チャンネルの音量を自動的に調整してま定させ、 
音の移動感やち向性を強調して、より正確なデジタ 
ル処理を行います。 


■ ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生でをるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ 
ル（フ□ント左/ち、センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド左/ち)、化音域専用の LFE 
チャンネルの合計已 .1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びよ D 明確にな D ます。全帯域の 
已チャンネルの幅広いダイナ5ックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現でをます。 

本機では、モノラル音声から已 .1 チャンネルスピー 
力 一 システムまでお好みの視聴環境を選ぶことびで 
をます。 

■ ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は已 .1 チャンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて 6.1 /7.1チャンネル再生を 
可能にする、ドルビーデジタルサラウンド EX ソフ 
卜対応のドルビーデジタル EX デコーダーを内蔵し 
ています（サラウンドバックチャンネルはサラウン 
ド左とサラウンドちチャンネルから作られます)。 
ドルビーデジタルサラウンド EX で録音された映画 
のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声を 
再生でをます。この追加チャンネルにより、特に飛 
び越えたり飛び回ったりといった動をのあるシーン 
で、よりダイナ5ックで U アルな動作音をお楽しみ 
いただけます。 

■ ドルビーデジタルプラス 

フルーレイディスクや HD DVD などのな世代光 
ディスクやデジタルテレビ放送向けに開発された高 
品質音声フォーマットです。ブルーレイディスクで 
はオプション採用、 HD DVD では標準採用され、最 
大 7.1 チャンネルのディスク U —卜音声信号を最大 
転送レート日 Mbps で収録可能です。従来のドルビー 
デジタルと 互換性びあるため、 ドル ビーデジタル巧 
応の機器でも再生できます。 

■ ドルビープ□□ジック II 

ドルビープ□□ジック11はド J レビープ□□ジックを 
改良したち式で、ドルビーサラウンドち式のソフト 
にをく採用されています。2チャンネルで記録され 
た音声を信号処理し、優れた分離感をなったまま 
已 .1 チャンネル音声に変換します。映画用の Movie 
モードと、音楽などのステレオソース用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードび用意されていま 
す。従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く） 
だけで記録されたちい映画ち、已 .1 チヤンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 
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用語/技術解説 


■ ドルビー プ□□ジック llx 

のレビープロロジックの技術です。2チャンネルで 
記録された音声はちちろん、マルチチャンネルで記 
録された音声をも信号処理し、自然な 7.1 チャンネ 
ル音声をフルレンジで再生します。映画用の Movie 
モード （2 チャンネル信号入力時のみ）、音楽用の 
Music モード、ゲーム用の Game モードび用意され 
ています。 

■ ドルビー TrueHD 

ブルーレイディスクや HD DVD などの次世代光ディ 
スク向けに開発された□スレス（可逆型）高品質音声 
フォーマットです。ブルーレイディスクではオプシヨ 
ン採用 、 HD DVD では標準採用され、9巳 kHz /24 bit 
時には最大8チャンネル、]日 2 kHz /24 bit 時には 
最大日チャンネルのディスク U — 卜音声信号を最大 
転送レート1 8 Mbps で収録可能でず。従来のドル 
ビーデジタルと互換性びあるため、ドルビーデジタル 
対応の機器でも再生でをます。ダイア□グノー マライ 
ゼーシヨンやダイナ S ックレンジコント□ールをサ 
ポートしています。スタジオマスター品質の音声び楽 
しめます。 

■バイアンプ 

スピーカーのウーファーとツィーターを 別々 の アン 
プで駆動するち式です。中ほ域部と高域部を独立し 
て接続することにより、逆起電力による音の純度ほ 
下を抑え、よりク U アな音声を楽しめます。 

■ リップシンク （Up sync ) 

HDMI 1.3 びサポートしている、音声と映像の出力 
タイ=ングのずれを自動的に補正する技術です。映 
像信号の大容量イヒにとちな5信号処理の複雑イヒによ 
り、音声出力に巧して映像出力び遅れてしまラこと 
びあります。この映像出力の遅延を自動的に検知し、 
遅延時間に合わせて音声を遅らせて出力することに 
より、音声と映像の出カタイ5ングを同期させてい 
ぶ 9 〇 

■量子化ビット数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、音の 
太をさを数値化するとをのをめ細かさを量モ化ビッ 
卜数といいます。 

音量の差を表すダイナ S ックレンジは「量モ化ビット 
数」でみまり、量子化ビット数び大きいほど音の大き 
さの変化ををめ細かく再現できることになります。 


■ AAC 

(アドバンスト-才ーデイオ-コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の一つで、 BS / 地上波デ 
ジタル放送で採巧されていまず。モノラル音声から 
最大で7チャンネル音声までを効率良<圧縮して記 
緑、伝送でさまず。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、 BS / 
地上波デジタルチューナーで受信したま組の已 . 1 
チャンネル音声をデコード(復号）して再生できまず。 

■ D 端テ 

AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる端テで、 
コンポーネントビデオ信号とコント□-ル信号（走 
査線、アスペクト比、インターレース/プ□グレッ 
シブの情報)を、1本の専用ケーブルで接続でさます。 
その性能に応じてランクび D 1 から D 已に分けられ 
ています。本機には D 5 ビデオ端子び装備されてお 
り、 D 1 から D 己の規格に対応しています。 

■ DSD (ダイレクト•ストリーム.デジタル） 

SA-CD (スーパーオーディオ CD ) などで使われて 
いる、デジタル信号を記録する方式の一つです。ヴ 
ンプ U ング周波数2822.4 kHz で記録することによ 
り、 CD などで使われている PCM よりち高音質で再 
生できます。周波鄭ホ1 OOkHzl ； (上、ダイナミック 
レンジは120 dB です。 

■ DTS 96/24 

DTS 9己/24は DVD ビデオのマルチチャンネルサ 
ウンドを高音質で再生しまず。化来の DTS デコー 
ダーとち互換性びあるため 、 DTS 9己/24に対応 
していない機器では、通常の DTS サラウンドとして 
楽しむことびできまず。「9己」はサンプ U ング周波 
数の9日 kHz 猫来の 48 kHz から倍増)、に4」は量 
テ化ビット数24ビットを示しまず。広い周波数帯 
域、ダイナ5ックレンジで、 DVD ビデオの音楽や映 
画音声を已 .1 チャンネルで楽しむことびでさます。 

■ DTS デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に 
取って代わる已 .1 チャンネル方式のデジタルヴウン 
ドトラックとして開発された最新技術で、世界中の 
映画館に急速に普及しています。ご家庭でち音の奥 
行さや自然な空間表現を楽しめるよラに開発したち 
のび、本機で採用している DTS システムです。 
極めて劣化び少なく、ク U アな音質の已チャンネル 
(フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちチャ 
ンネル、サブウーファー用 LFE 0.1 チャンネルを加 
えた已 .1 チャンネル）で構成されています。 


■その他の情報 
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用語/巧術解説 


■ DTS-ES 

本機は已 .1 チヤンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて日.1チャンネル再生を可能に 
する、 DTS - ES デコーダーを内蔵しています。已 .1 
チャンネルの信号と独立して記録されたサラウンド 
バックチャンネル信号を再生する、ディスクリート 
ち式と、サラウンド左/ちチャンネル信号からサラ 
ウンドバックチャンネル信号を生成して再生する、 
マト U クスち式の2つのち式に対応しています。 
DTS - ES で録音された音楽や、映画のサウンドト 
ラックを再生する際に、最良の音声を再生でをます。 

■ DTS Express 

フルーレイディスクや HD DVD などのな世代光 
ディスク向けに開発された音声フォーマットで、 
ネットワーク-スト U —5ング用に最適化された化 
ビットレート信号です。ブルーレイディスクではセ 
カンダ U —オーディオ 、 HD DVD ではサブオーディ 
才で使用され、本編の再生を楽しみなびらインター 
ネットを経由して映画制作者のコメントなどを楽し 
めます。 

■ DTS - HDA イレゾリユーシヨンオーディオ 

ブルーレイディスクや HD DVD などのな世代光 
ディスク向けに開発された高品質音声フォーマット 
です。ブルーレイディスクおよび HD DVD でオプ 
シヨン採用され、9己 kHz /24 bit で最大 7.1 チャ 
ンネルのディスク U —卜音声信号を、ブルーレイ 
ディスクでは最大転送レート GMbps、HD DVD で 
は最大 3 Mbps で収録可能です。従来の DTS デジタ 
ルサラウンドと互換性びあるため、 DTS デジタルヴ 
ラウンド対応の機器でち再生でをます。 

■ DTS-HD マスターオーディオ 

ブルーレイディスクや HD DVD などの;欠世代光 
ディスク向けに開発された□スレス（可逆型）高品 
質音声フォーマットです。ブルーレイディスクおよ 
び HD DVD で標準採用され、 96 kHz /24 bit で最 
大 7.1 チャンネルのディスク U — 卜音声信号を、ブ 
ルーレイディスクでは最大転送レート24.已 Mbps 、 
HD DVD では最大1 8 Mbps で収録可能です。従来 
の DTS デジタルサラウンドと互換性びあるため、 
DTS デジタルサラウンド対応の機器でも再生でを 
ます。スタジオマスター品質の音声び楽しめまず。 

■ DTS Neo : 色 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを 
含めた6チャンネルで再生でをます。再生するソー 
スに合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の 
Cinema モードび用意されています。すべてのチャ 
ンネルを全帯域で再生でをるだけでなく、ディスク 
1」ートち式で記録されたソースのよラなチヤンネル 
の分離感を体感でをます。 


■ HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface Specification ) 規格に準じ 
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
です。著作権な護技術 (HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、]本のケーブル 
で伝送でをます。 

■ LFE (低域効果音） 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域び20〜1 20 Hz の、化音域専用チャ 
ンネルです。 

ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の已 
チャンネルに加えて、効果的な場面で化音を増強す 
るために使用されます。音声の帯域び化 i 或のみに制 
限されているので、 0.1 と表現されます。 

■ PCM (リニア PCM ) 

MP 3 形式や ATRAC お式のよラにアナ □ グ音声信 
号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音-伝送す 
る方式です。 

「 PCM 」 は、パルス. コー ド-モジ ユレー シヨンの 
略で、デジタル信号をノ f ルスの符号にして変調記録 
するといラ意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音ち法などで採用 
されています。 PCM 方式では、非常に短く区切った 
単位時間あた D の信号の大ささを数値に置を換える 
(サンプリング）手法を用いています。 

■ S ビデオ信号 

映像信号を、輝度をます Y 信号と、色を表す C 信号 
に分けて伝送するち式です。 S ビデオ端テで接続す 
ると、より美しい映像で録画/再生をお楽しみいた 
だけます。 

■ SRS CS n (SRS Circle Surround n ) 

SRS CS n (SRS Circle Surround 口 ） は、 6.1 
チャンネルマト U クス処理を行5高性能デコーディ 
ングシステムです。才 U ジナルの SRS Circle 
Surround システムの;欠の世代を担うこの技術によ 
D 、 セ U フをよ D 明瞭に再生した D 、 フ□ントチャ 
ンネルとサフウーファーから映画館さなびらの低音 
を再生したりすることびでをます。再生するソース 
に合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の 
Cinema モードび用意されています。 
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用語/技術解説 


■ MP 3 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号 
MPEG で利用される音声圧縮ち式の一つです。人間 
の感じ取0に < い部分のデータを間引 < 非巧逆圧縮 
方式を採用しています。音楽 CD 並の音質をなった 
ままデータ量を約1/10に圧縮でをると言われて 
います。 

■ WAV 

Windows 標準の音声ファイルの形式です。デジタ 
ル音声信号のな巧形式などを規定しています。通常 
は非圧縮 （ PCM ) のデータび使用されますび、任意 
の圧縮ち式ち利用でをます。 

■ " x . v . Color " 

HDMI 1.3 びサポートしている映像技術です。色空 
間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででをなかった色の表現び可能で 
す。 sRGB 規格の色域との互換性を確なしなびら色 
空間を拡張し、より辭明で自然な映像になっていま 
す。特に静止画や CG で高い効果び得られます。 


■その他の情報 
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音場プ□グラム解説 


■ 音場を構成ずる要素 
直接音 

楽器やボーカルなどの、音源からどこにち反射する 
ことなく、直接1」スナーのちに届く音です。 

巧期反射音 

壁や天井などに1回反射してから1」スナーのちに到 
達する音です。初期反射音は直接音び発生してから 
已 0 ms (已0/ 1000み、）から 80 ms (80/ 1000 
砂）くらいあとにちに届をます。初期反射音により、 
直接音に明瞭さび付加されます。 

後。区歹お堅音 

壁や天井、部屋の後部などに2回しツ上反射を繰り返 
しなびら、多数の反響音びひとまとめになり、連続 
した音響のを韻となる音です。これらの反射音はち 
向性びな<、直接音の辭明さを劣化させます。 

直接音、初期反射音、後部残響音び一つになること 
で、 U スナーは演奏会場や劇場をイメージすること 
びでをます。デジタル音場プロセッサーはこの反射 
音、残響音を再現することで、音場を作 D 出します。 

また、 U スニングルームにおいて適切な反射音や後 
部残響音を再現でをれば、独自の U スニング音場を 
作り出すことびでをます。つまりリスニングルーム 
の音響効果をコンサートホール、ダンスフロア、大 
聖堂など、さまざまな演奏会場や劇場の音響効果に 
変えることびでをるのです。意のままに音場を再現 
する能力こそ、デジタル音場プロセッサーを通じて 
ヤマ八びこれまでに実践してをたことです。 

■ コンプレスト5ュージック-エン八ンサーモード 

MP 3 や AAC など、ポータブルオーディオプレー 
ヤーなどで使用される圧縮オーディオフォーマット 
の再生に最適なプ□グラムです。高音域を拡張し、 
低音 i 或を強調することによって、圧縮オーディオを 
ダイナ5ックかつ臨場感たっぷりに再生します。 

■サイレントシネマ 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラ 
ムを擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステ 
ムです。 

音場プ□グラムごとにへッドホン用の設定値び用意 
されているため、自然で立体感あふれる音場プ□グ 
ラムをへッドホンでもお楽しみいただけます。 


■ シネマ DSP (デジタル.サウンド. 

フイールド.プ□セツサー ） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画 
館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さ 
や壁の巧質、スピーカーの数などの条件の違いに 
よって、同じソフトであっても視聴感に差び出てし 
まいます。 

ヤス) V シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく 
独自の音場技術を応用することで、ドルビープ □ □ 
ジツクやドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み 
合わせて音のスケールや奥行を、音量感を補い、ご 
家庭でち映画館のよラな視聴体験を実現します。 

■パーチャルシネマ DSP 

サラウンド左/ちスピーカーを設置していなくと 
ち、仮想的にサラウンド左/ちスピーカーの音場を 
再現することで、音場プログラムを楽しめます。 
センタースピーカーを設置でをない場合でち、フロ 
ント左/ちスピーカーだけで、バーチャルシネマ 
DSP をお楽しみいただけます。 

■ CINEMA DSP 3 D 

音場の高さち向の情報を含んだ、実際に測定された 
音場データです 。 CINEMA DSP 3 D モードでは、 
より緻密で立体的な3 D 感覚の音場をリスニング 
ルームに再現します。 
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パラメトリックイコライザーについて 


本機に搭載の視聴環境最適化システム 「 YPAO 」 
(Yamaha Parametric Room Acoustic 
Optimizer ) では、パラメト U ックイコライヴーを 
使用して周波数特性を補正しています。周波数、レ 
ベル、 Q ファクターの3つのパラメーターを組み合 
わせて、より精度の高い周波数特性の補正を行って 
います。 

■ 周波数 

1/ 3オクターブごとに、 32 Hz から1己 kHz の 
あいだで可変させられます。 




■ レベル 

0.已 dB ごとに、一 20 dB から+己 dB のあいだで 
可変させられます。 



■ Q フ ァ クター 

Q ファクターとは指定された周波数帯域の帯域幅こ 
とです。0.己から10のあいだで可変させられま 
す。 



3つの パラメーター (周波数、レベル、 Q ファク 
ター）を組み合わせて設定でをるイコライヴー素テ 
により、周波数特性を最適に補正します。本機はこ 
のイコライヴー素テを！チヤンネルにつを7個持つ 
ています。 

複数のイコライヴー素テを使ラことで、1個のイコ 
ライヴー素テでは補正しされない周波数特性（図 
1) も、最適に補正でをます（図2)。 

個1 ) 


レベル 



個 2) 


レベル 



周波数 
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オーディオ部 

定格出力（日0、 20 Hz - 

フ□ント左/ち . 

センター . 

サラウンド左/ち ....... 


20 kHz 、 0.0目％ THD ) 

. 1 30 W + 1 30 W 

. 1 30 W 

. 1 30 W + 1 30 W 


サラウンドバック左/ち .130 W + 130 W 

実用最大出力 （ JEITA 、 目0、 IkHz 、 10% THD ) 

フ□ント左/ち . 1 75 W + 17己 W 

センター .175 W 

サラウンド左/ち . 1 75 W + 17己 W 

サラウンドバック左/ち ......... 175 W + 175 W 

ダンピングファクター 
に日 Hz 〜 20 kHz 、80) 

フ□ント左/ち . 1己日上 

入力感度/入カインピーダンス 
( IkHz 、 100 W /8 Q 換算） 

PHONO ( MM ). 3.己 mV /47 kQ 

CD 他... . . 200 mV /47 kO 

MULTI CH INPUT . 200 mV /47 kO 

最大許容入力 ( IkHz ) 

PHONO ( MM 、0.1 % THD ). 目 OmV 心 

CD 他 （EFFECT ON 、0 .己％ THD ) 

.2.4 V 上 

出力電圧/出カインピーダンス 

REC OUT . 200 mV / 吕〇00 

PRE 0 UT ... . .IV / 1.2 kQ 

SUBWOOFER .2 V / 1 .2 k 0 

へッドホン出力/出カインピーダンス 
CD 他 （ IkHz 、40 mV 入力、 80) 

. 1己 OmV / 1000 

周波数特性 

CD 他（フ□ント左/ち、ピュアダイレクト、 

1 OHz 〜100 kHz ).. . .0/- 3服 

全高調波歪率 

PHONO ( MM、REC OUT 、20 Hz 〜 20 kHz 、 

IV )..... 0.020 /oUTF 

CD 他（フ□ント SPOUT 、20 Hz 〜 20 kHz 、 

65 W /8 Q ).. …ぃ.0.040 /oUTF 

S / N 比 （ IHF - A ネットワーク、入カショート） 
PHONO ( MM 、 2.己 mV、SP OUT ) 

.80 服化上 

CD 他 （2 己 OmV 、 SPOUT ). 1 OOdB lii ± 

残留ノイズ （ IHF - A ネットワーク） 

フ□ント左/ち、 SPOUT ........ ….1已日い V し : TF 

チヤンネルセパレーション 
(入カショート、 IkHz / lOkHz ) 

PHONO .60 d 臣上/己己 d 臣上 

CD 他 （5.1 k 0).60 d 目 上/ 45 d 目しん h 

音量巧変範囲/ステップ 

. MUTE /- 8日.加目〜+1目.己服/ 

0.己 d 目ステップ 


トーンコント□ール特性 

BASS (可変幅） . ...±6服/己日 Hz 

BASS (夕ーンオーバー周波数） .350 Hz 

TREBLE (可変巾畐） .±6 d 臣 /20 kHz 

TREBLE (ターンオーバー周波数） .3.5 kHz 

フィルター特性 （fc = 40/60/80/90/ 
100/110/120/160/ 200 Hz ) 

H . P.F (フ□ント、センター、サラウンド、サラ 

ウンドバック SMALL ). 1 2 d 目/ oct . 

L . P.F (サブウーファー） .24 d 目/ oct . 

ビデオ部 

ビデオ信号方式 

グレーバック . NTSC 

ビデオコンノ くージョン . NTSC/PAL 

コンポジットビデオ信号レベル.…. 1 VP - P /75 Q 
S ビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /7 己0 

C . 0.286 Vp - p /7 己0 

コンポーネントビデオ信号レベル 

Y ...... 1 Vp - p /7 己0 

Pb 、 Pr .. . 0.7 VP - P /7 己 Q 

D 己ビデオ信号レベル 

Y ...... 1 Vp - p /7 己 Q 

Pb 、 Pr .0.7 VP - P /7 己0 

ビデオ最大許容入力 (VIDEO C 0 NV . OFF ) 

.....1- 己 Vp-p 上 

S / N 比...... ...60 d 目 上 

モこターアウト周波数帯域 （VIDEO C 0 NV . OFF ) 
コンポーネントビデオ、 D 己ビデオ 
. 己 Hz 〜100 MHz 、 ± 3 d 目 

FM チューナー部 

受信周波数範囲 .76.0 MHz - 90.0 MHz 

己日 d 目 SN 感度 （ IHF 、1 kHz 、 100% MOD .) 

モノ .2.0 い V (17.3 d 目り 

ステレオ . 2己い V (39.2 d 目 f ) 

実用感度 ( IHF ) 

モノ . 1ぃ V (11.2 dBf ) 

選択度 (400 kHz )... .70服 

S / N 比 ( IHF ) 

モノ/ステレオ .76 d 目/ 70服 

歪率 ( 1 kHz ) 

モノ/ステレオ . 0.2%/ 0.3% 

ステレオセパレーション ...42 d 目 

周波数特性 (20 Hz - 1己 kHz ) . + 0.5 /- 2 d 目 
アンテナ入力 . 7己 Q 、 アンバランス 

AM チューナー部 

受信周波数 .531 kHz - 1611 kHz 

実用感度 . 300ぃ V/m 
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まな仕様 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 50 /60 Hz 

消費電力 . 4日日 W 

待機時消費電力 . 日. 1 W 政下 


AC アウトレット（電源スイッチ連動 X 2) 

. 合計100 W 

寸法（幅 X 高さ X 與行さ） 

. 43 己 X 171 X 4 吕 8 .己 mm 

質量 . 1 7 kg 


※仕様、および列観は、改良のため予告な<変更す 
ることがあります。 


本機はレに C 目1日日日-3-2」適合品です。 

JISC 目]日日日- 3-2 適合品とは、日本工業規格情磁 
両立性第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 
相当たりの入力電流び2日 A 政下の機器)」に基づさ、 
商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設 
計-製造した製品です。 


音^を爹$しむてチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては大変気に 
なるちのです。隣近所への配慮を十分にし 
ましょつ。静かな夜間にはかさな音でをよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ城ところに迷惑をかけてしまい 
ます。適当な音量をむがけ、窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるのち一つのち法です。音楽はみんなで楽しむ 
わの、お互いにむを配り快適な生活環境を守りましょう。 



■その他の情報 
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U モコンの吸 MENU キーを押す。 


_ AUTO SETUP 

_ MANUAl _ 

SETUP 


SPEAKER. 

MENU 


CONFIG 


- LFE/BASS OUT 

—— FRONT SP 
—— CENTER SP 
—— SUR. L/R SP 
—— SUR . 己 L/R SP 
—— PRESENCE SP 
—— CROSS OVER 
I - SUBWOOFER PHASE 


—— LEVEL 


—— DISTANCE 
I —— TEST TONE 

—— VOLUME - ^ —— ADAPTIVE DRC 

MENU —— ADAPTIVE DSP LEVEL 

—— MUTING TYPE 
—— MAX VOL. 

I —— INIT. VOL 

EQ TYPE 
GEQ EDIT*i 
PEQ SELECT *1 
SPEAKER 
HEADPHONE 
SPEAKER 
HEADPHONE 


-SOUND- 

MENU 


- EQUALIZER 


-LFE LEVEL - 


-DYNAMIC- 
RANGE 


—— LIPSYNC - ^ - HDMI AUTO 

—— AUTO DELAY 
I - MANUAL DELAY 

—— AUDIO SET - ^ - TONE BYPASS 

—— HDMI AUDIO 
I - DUAL MONO 

I —— PURE DIRECT 


—— VIDEO 
MENU 


—— VIDEO CONV. 

—— COMPONENT I/P *2 
—— HDMI RES . で 
I —— HDMI ASPE 仁 T つ 


I - INPUT - ^ —— TUNER 

MENU 


—— MUL 下 I CH 


- INPUT RENAME 

—— VOL. TRIM 
I - BGV 

- INPUT REN 冉 ME 

—— VOL. TRIM 
—— BGV 
—— INPUT CH 
I - FRONT *4 
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セツトメニューッリー 


-PHONO - 
CD 
TV 

MD/CD-R 


-BD/HD DVD 
DVD 

CBL/SAT 

DVR 

VCR 


.V-AUX 


-DOCK. 


■BLUETOOTH 


-USB- 


. OPTION 
MENU 


■DISPLAY SET- 


.I/O ASSIGNMENT. 


■MEMORY GUARD 
■INIT. CONFIG - 


- SYSTEM 
MEMORY 

-S に NAL 
INFO 


-LOAD 

-SAVE 

-AUDIO 

-VIDEO 


.INPUT RENAME 
.VOL TRIM 
.DECODER MODE 巧 
. 巨白 V 

.I/O ASSIGNMENT 


.INPUT RENAME 
.VOL TRIM 
- DECODER MODE 巧 
.I/O ASSIGNMENT 


.INPUT RENAME 
- VOL TRIM 
.DECODER MODE 
- INPUT REN 冉 ME 
- VOL TRIM 
- STANDBY CHARGE 
- INPUT RENAME 
- VOL TRIM 
- 巨 白 V 

- START PAIRING 
- INPUT RENAME 
- VOL TRIM 
- 巨 白 V 
- DIMMER 
- OSD SHIFT 
- 白 RAY BACK 
- SHORT MESSAGE 
-ON SCREEN 
-FL SCROLL 

- AUDIO SELECT 
- DECODER MODE 
.EXTD SUR. 


-COAXIAL IN 
-OPTICAL IN 
-OPTICAL OUT 


-COMPONENT IN 
-COAXIAL IN 
-OPTICAL IN 
-OPTICAL OUT 
-HDMI IN 


-COMPONENT IN 
-COAXIAL IN 
-OPTICAL OUT 
-HDMI IN 


悟主意 I 

*1 に Q TYPE」 の設定により表示されます。 

で rVIDE 日 C 日 NV」 を「日 N」 に設定しているとをに表示されます。 

つ 「HDMI RES」 を 「THRGH」 政外に設定しているときに表示されます。 

^ArlNPUTCH」 を 「8ch」 に設定しているときに設定できます。 

巧「1/日 ASS に NMENT」 でデジタル音声入力端子び割り当てられているとをに設定できます。 


麵その他の情報 
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索引 


手動補正 、 UPSYNC 

仕様 ... 

ショートカットの再生、 USB デバイスの再生 
ショートカットの登録、 USB デバイスの再生 
ショート;>< ッセージ表示 、 DISPLAY SET . 
初期設定に戻す 、 ADVANCED SETUP .... 

信ちの流れ . 

ステレオ再生... .. 

ストレートデコードモード.. ... 

スピーカーケーブルの接続 . 

スピーカー設定 、 MANUAL SETUP . 

スピーカーの音量調節 ..... 

スピーカーの音量、 AUT 日 SETUP . 

スピーカーの音量 、 SPEAKER MENU ...... 

スピーカーの数 、 AUTOSETUP . 

スピーカーの距離 、 AUTOSETUP . 

スピーカーの距離 、 SPEAKER MENU ...... 

スピーカーの接続 ... 

スピーカーの設置 ... 

スピーカーの設定 、 SPEAKER MENU ...... 

スピーカー用 、 DYNAMIC RANGE . 

スピーカー用 、 LFE LEVEL . 

ス U — プタイマー ..... 

赤外線送信部.. . 

接続 . 

設定の保護 、 OPTION MENU . 

設定の保を . 

設定の呼び出し ... 

セット^ニューツ U —..... 

セット^ニユーの操作 . 

セ U フの上下位置調節、音場パラ方ーター. 

全設定初期化 ..... 

センタースピーカー . 

センタースピーカー 、 CONFIG . 

操作機器選択スイッチ . 

そのイ也の音場ノ V 3 乂ーター.…. . 

その他の音声設定 、 SOUND MENU . 

そのイ也の設定 、 MANUAL SETUP . 


たイ了 

ダイナミックレンジ 、 SOUND MENU .... 

多重モノラル音声 、 AUDIO SET . 

他の機器の操作…. . 

チャンネル数選択 、 INPUT MENU . 

チューナーインジケーター.. . 

低域効果音の音量 、 SOUND MENU ........ 

低音域成分ク□スオーバー、 CONFIG ...... 

ディスプレイの明るさ 、 DISPLAY SET . 

テ J —夕 賣 ... 

デコーダーインジケーター.. ... 

デコーダー 選択 ... 

デコーダーパラメーター. . 

デコーダーモード初期値、 INIT . C 日 NF に 
デコーダーモード選択 、 INPUT MENU .. 

テスト！ーン 、 SPEAKER MENU . 

テレビの接続.. .. 

テレビの操作.. . 

電源オフ . 

電源オン . 

電源オン時の設定、 OPTI 日 N MENU ....... 


あ行 

アダプティブダイナ S ックレンジコント□ール、 

VOLUME MENU . 

アダプティブ DSP レベル 、 VOLUME MENU . 

イコライヴーの選択 、 EQUALIZER . 

イコライヴー 、 SOUND MENU . 

インフォメーションディスプレイ . 

衛星放送チ：!ーナーの接続…. . 

映像信号の流れ ..... 

映像端 f . 

映極の設定 、 MANUAL SETUP ..... 

エフェクト量の調節、音場パラメーター . 

才ートプリセット ....... 

音の設定 、 MANUAL SETUP . 

音場パラ^ーター ..... 

音場プ□グラム ... 

音場プ□グラム解説 . 

音場プ□グラム選択 . 

音声出力詳細設定 ... 

音声信号の流れ. . 

音声端？ . 

音声と映像のずれ補正 、 SOUND MENU . 

音声入力端テ選択 . 

音量差の補正 、 INPUT MENU . 

音量設定 、 MANUAL SETUP . 

音量の上限 、 VOLUME MENU . 

音量の初期値 、 VOLUME MENU . 

H 里ニユート . 


か行 

外部パワーアンプの接続 ... 

画面表示時間設定、□に PLAY SET . 

距離の単位設定 、 DISTANCE ... 

グラフィックイコライヴ ー、 EQUALIZER . 

ケーブルテレビチユーナーの接続 . 

故障かな？と思ったら ... 

コント□-ルパネル . 

コンプレスト S ユージック-エン八ンヴーモード 
コンポーネント I / P 変換 、 VIDEO MENU ........ 


さ行 

再生情報画面、 iPod の再生 ... 

再生情報画面、 USB デバイスの再生 . 

再生スタイル、 USB デバイスの再生 . 

サイレントシネマ ..... 

サブウー JT — . 

サブウーファーの位相 、 CONFIG . 

サラウンド スピーカーなしで 音場プ□グラムを 

楽しむ . 

サラウンドデコーダー、音場プ□グラム . 

サラウンドデコードモード.… . 

サラウンドバック左/ちスピーカー . 

サラウンドバック左/ちスピーカー 、 CONFIG 

サラウンド左/ちスピーカー 、 CONFIG . 

サラウンド左/ち スピーカー . 

自動測定 ..... 

自動補正 、 LIPSYNC . 

周波数ダイレクト選局 . 


208772278989494497已8221148902713682237 2336029790968己032998 
71已已7924416436336116774317781660163677 77873767己3己677728227 
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5已已4 T 目 
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索引 


マルチチャンネル入力再生 . 

ニユー r. 

S ュート時の音量 、 VOLUME MENU 

メニュー表术モード、 iPod の再生 . 

メニューブラウズインジケーター… ..... 


5行 

ラーニング ...................................... 

U ァパネル.… .... 

リモコン ...... 

リモコン、乾電池の装着 .. 

U モコンコードの設定 . 

U モコンコード U スト . 

リモコン、故障かな？と思った5 

U モコン初期化 .... 

U モコンセンサー設定 、 ADVANCED SETUP 

U モコン操作、 USB デバイスの再生 . 

U モコンディスプレイ ... 

U モコンの使用 ....... 

U モコンの操作用コードを設定する、 

REMOTE CON AMP .... . 

U モコン ID 設定 、 ADVANCED SETUP . 

レコードプレーヤーの接続 . 

レンチ飞ルター . 


A 

AC OUTLETS . 

Action Game 、 音場プ□ク j ム . 

ADAPTIVE DRC インジケーター..… ................. 

ADAPTIVE DRC、VOLUME MENU . 

ADAPTIVE DSP LEVEL、VOLUME MENU 

ADVANCED SETUP . 

Adventure 、 音場プ□グラム . 

AM アンテナの接続 . 

AM 放 S ....... . 

AM 放送局の登録 ....... 

AM 放送の選局.…… ...... 

AMP 、 操作機器選択スイッチ . 

ANALOG RES .、 入力信号情報 . 

ANTENNA 端子 . 

AUDIO SELECT 、 INIT . CONFIG ... . .. 

AUDIO 端子 ....... 

AUTO DELAY、LIPSYNC .. . . 

AUTO SETUP ... 

AUTO SETUP 、 故障かな？と思ったら . 

A)CONF に、 SPEAKER MENU . 

A)DISPLAY SET、OPTION MENU ..… .... …… . 
A 脚 UALIZER、SOUND MENU .…… .... … .... 


己 

BGV、INPUT MENU .. 

BI - AMP、ADVANCED SETUP ...., 

BITRATE 、 入力信号情報. .. 

Bluetooth 機器の再生 . 

Bluetooth 機器のペアリング ........... 

Bluetooth . 故障かな？と思った5 
Bluetooth レシーバーの 接続...…….. 
B ) LEVEL、SPEAKER MENU ……. 
目 ) LFE LEVEL、SOUND MENU .., 


電源コードの接続 . 

電源スタンバイ . 

卜ーンコント□ール . 

トーンバイパス 、 AUDIO SET ........ 

トランス S ッシヨンインジケーター 


な行 

入出力端子の割り当て 、 INPUT MENU .... 

入力信号インジケーター ..... 

入力信号情報 ........ 

入力信号チャンネルインジケーター . 

入力信号チャンネル/スピーカーインジケーター 

入カソースインジケーター .. 

入カソース名の変更 、 INPUT MENU .... 

入力の設定 、 MANUAL SETUP ....... . . 

入カモート . 

入カモード初期値、 INIT . C 日 NF に . 

ノーマルモード 、 iPod の巧生 .. 


は行 

バーチャルシネマ DSP . 

バイアンプ接続 . 

バイアンプ設定 、 ADVANCED SETUP . 

背景の設定、 D に PLAY SET .......... 

バックグラウンドビデオ設定 、 INPUT MENU 

バナナプラグ ...... 

パラメト U ックイコライヴー . 

パラメトリックイコライヴー、 EQUALIZER ... 
ビデオコンバージョンの設定 、 VIDEO MENU 

ビデオデッキの接続..…… .... 

ピュアダイレクトモード..… .... 

ピュアダイレクト 、 SOUND MENU . 

表示画面の位置調節、□に PLAY SET . 

表示機器名の変更 . 

表示の設定 、 OPTION MENU .... 

付属 ....... 

プ1」セットチューニングモード .. 

プ U セット放送局の登録解除 . 

ブルーレイディスクプレーヤーの接続 . 

プレゼンススピーカー 、 CONFIG . 

プレゼンススピーカーインジケーター.… . 

プレ ij ： ソ乂左/ ち乂ピーカー ... 

プ□ジェクターの接続.… .... 

フ□ントスピーカー 、 CONFIG . 

フ□ントパネルディスプレイ . 

ソ□ノ h 左/も乂し一力一 . 

フ□ント用入力端子選択 、 INPUT MENU ........ 

ペアリング ..... 

ペア U ング開始 、 INPUT MENU . 

へッドホンインジケーター . 

へッドホン再生 . 

へッドホンで音場プ□グラムを楽しむ.… . 

へッドホン曲 DYNAM に RANGE .. . 

へッドホン曲 LFE LEVEL . .... 


ま行 

マク□機能 . 

マニュアルプ U セツト .... 

マルチインフォメーシヨンディスプレイ 


付録 


9 0 13 1 
3 4 7 5 3 
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索引 


F 

FL SCROLL、DISPLAY SET 

FLA 白、入力信号情報 . 

FM アンテナの接続 . 

FM 放送.… .. 

FM 放送局の登録 ... 

FM 放送の選局 .... 

FM / AM 放送の受信、故障かな？と思ったら 

FOCUS 、 デコー ダーパラ^— ター . 

FORMAT 、 入力信号情報 . 

FRONT、INPUT MENU .. 

FRONT L/R 端モ. . . .. 

FRONT PRE OUT 端モ . 

FRONT SP、CONFIG . 

F)PURE DIRECT、SOUND MENU . 


G 

GEQEDIT、EQUALIZER . 

GRAY BACK、DISPLAY SET 


H 

Hall in Amsterdam 、 音場プ□グラム ...... 

Hall in Munich 、 音場プ□グラム . 

Hall in Vienna 、 音場プ□グラム . 

HD DVD プレーヤーの接続 . 

HDMI . 

HDMI ASPECT、VIDEO MENU . 

HDMI AUDI 日 、 AUDIO SET . 

HDMI AUTO . LIPSYNC . 

HDMI RES.、VIDEO MENU . 

HDMI RES .、 入力信号情報 . 

HDMI SIGNAL . 入力信号情報 . 

HDMI アスぺクト比設定 、 VIDEO MENU 

HDMI インジケーター . 

HDMI 映像信号 . 

HDMI エラー情報 . 

HDMI 曰ド信ち . 

HDMI 音声 、 AUDIO SET . 

HDMI 解像度設定 、 VIDEO MENU . 

HDMI ケーブル ..... 

HDMI 、 故障かな？と思った 5. 

HDMI 自動料定 、 LIPSYNC . 

HuMI 信巧.…. ... 

HDMI 端テ..… ... 

HDMI モニターチェック設定、 

ADVANCED SETUP .. 

HEADPHONE、DYNAMIC RANGE ……. 
HEADPHONE、LFE LEVEL ..... 


ID 1/ ID 2 インジケーター . 

INITIALIZE、ADVANCED SETUP .... 

INIT . V 日し VOLUME MENU . 

INIT . DL 丫、音場パラ方ーター . 

INPUT CH、INPUT MENU . 

INPUT RENAME、INPUT MENU ..... 

iPod 、 故障かな？と思ったら . 

iPod 充電モード設定 、 INPUT MENU 
iPod の再生 . 


B ) MEMOR 丫 GUARD、OPTION MENU .... 

c 

CD プレーヤーの接続 ... 

CD レコーダーの接続 ... 

Cellar Club 、 音場プ□グラム. ... 

CENTER PRE OUT 端モ ... . .. 

CENTER SP、CONFIG .. . .. 

CENTER WIDTH 、 デコーダーパラ方ーター 

CENTER 端モ ... 

Chamber 、 音場プ□グラム ..... 

CHANNEL 、 入力信号情報 . 

Church in Freiburg 、 音場プ□グラム . 

CINEMA DSP インジケーター . 

CINEMA DSP 3 D モード . 

CLASS に AL 、 音場プ□グラム . 

COAXIAL 端子 . 

COMPONENT I / P . VIDEO MENU . 

COMPONENT VIDEO 端デ . 

CROSSOVER、CONFIG . 

CSII Cinema ......... 

CSII Music ..... 

CSII インジケーター ... 

CT LEVEL 、 音場パラメーター . 

ODISTANCE、SPEAKER MENU . 

C ) D 丫 NAM に RANGE、SOUND MENU .... 

OINIT . CONFIG . OPTION MENU . 

C . IMAGE 、 デコーダーパラ^ーター . 


D 

DECODER MODE 、 INIT . CONFIG ...... 

DECODER MODE、INPUT MENU ..… 

DIALOG LIFT 、 音場パラメーター . 

DIALOG 、 入力信号情報 . 

DIGITAL INPUT / OUTPUT 端モ ....... 

DIMENSION . デコーダーパラ六ーター 

DIMMER、DISPLAY SET . .. 

DIRECT . 音場パラ; ><— 夕一 .. 

□1 ST、 AUTOSETUP . ... 

Drama 、 音場プ□グづム . 

DSP LEVEL 音場パラ六ーター . 

□SP インジケーター .. 

DUAL MONO . AUDIO SET .. . 

□ VD プレーヤーの接続 ... 

DVD レコーダーの接続 ... 

□己 VIDEO 端モ ... 

□) UPSYNC、SOUND MENU . 

D)TEST TONE . SPEAKER MENU .... 


E 

EFFECT LEVEL 、 音場パラ方ーター 

ENHANCER インジケーター . 

ENHANCER 、 音場プ□グラム . 

ENTERTAIN 、 音場プ□グラム. . 

EQTYPE、EQUALIZER . 

EXTDSUR .、 INIT . CONFIG . 

RAUDIO SET . SOUND MENU ..… 


70801076067683 17 433已1432400401013417211 222 121265963 
742 已已已 96472267 77 44422777744732427729722 977 39767797已 


8 

7 


6646867404083040999059286 
22426624443442726己己366776 


851046754610356020 
776416763463722277 
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索引 


REV.TIME 、 音場パラメーター . 

Roleplaying Game 、 音場プ□ブラム . 

ROOM SIZE . 音場パラメーター . 

RS -232 C STANDBY、ADVANCED SETUP 
RS -232 C 通信設定 、 ADVANCED SETUP ..... 


s 

S VIDEO 端テ.…… ...... 

SAMPLING 、 入力信号情報. ..... 

SB INIT . DLY 、 音場パラメーター.………… ....... 

SB LEVEL 、 音場パラメーター... . 

SB LIVENESS . 音場パラメーター . 

SB ROOM SIZE . 音場パラメーター . 

Sci - Fi 、 音場プ□グラム.… .... 

SHORT MESSAGE、DISPLAY SET .. 

ShuffleV iPod の巧生… ..... 

SILENT CINEMA インジケーター . 

SL LEVEL 、 音場パラメーター . 

SLEEP インジケーター.… ... 

SOURCE 、 操作機器選択スイッチ. .................. 

SP、AUTOSETUP . .... 

SPEAKER、DYNAM に RANGE . 

SPEAKER、LFE LEVEL . 

SPEAKERS 端子 . 

Spectacle 、 音場プ□グラム .... 

Sports 、 音場プ□グラム. .... 

SR LEVEL 、 音場パラメーター... .... 

Standard 、 音場プ□グづム . 

STAND 日 Y CHARGE、INPUT MENU . 

START PAIRING、INPUT MENU . 

STEREO 、 音場プ□グラム ...... 

Strai 卽 t Enhancer 、 音場プ□グラム..… . 

SUBWOOFER PHASE 、 CONFIG .... … . ……. 

SUBWOOFER PRE OUT 端モ . 

SUBWOOFER 端子 ... 

SURROUND L/R 端子 ... 

SURROUND PRE OUT 端子.………… . 

SUR . DECODE 、 音場プ□グラム ... 

SUR . L/R SP、CONFIG . 

SUR .、 音場パラメーター . 

SUR.B L/R SP、CONFIG . 

SUR.BACK / PRESENCE PRE OUT 端子 
SYSTEM MEMORY ................................ ..… .... 

S . INIT . DLY 、 音場パラメーター.. ... 

S . LIVENESS 、 音場パラメーター.………………. 
S.ROOM SIZE . 音場パラメーター . 


T 

The Bottom Line . 音場プ□グラム.. 
The Roxy Theatre 、 音場プ□グラム 

TONE BYPASS . AUDIO SET . 

TruBass . デコーダーパラメーター ... 
TV 、 操作機器選択スイッチ .................. 


U 

UNIT、DISTANCE . 

USB 、 故障かな？と思ったら 
US 巨デバイスの再生 . 


iPod の操作 . 

iPod 用ドックの接続 . 

1/日 ASSIGNMENT、INPUT MENU 


LFE /低音域成分の出力、 C 日 NF に 

LFE/BASS OUT、CONFIG . 

LIVENESS . 音場パラメーター.…… 
LVL、AUTOSETUP . .. 


M 

MANUAL DELAY 、 LIPSYNC ... 

MANUAL SETUP ........... 

MAX VOL.、VOLUME MENU ..... 

MD レコーダーの接続 . 

MONITOR CHECK、ADVANCED SETUP 

Mono Movie 、 音場プ□グラム . 

MOVIE 、 音場プ□グラム .... 

MULTI CH INPUT 端モ. ... 

Music Video 、 音場プ□グラム ... 

MUTIN 白 TYPE、VOLUME MENU .. 


N 

N 呂日 :6 Cinema, 
Ne 日:目 Music ... 


0 

ON SCREEN、DISPLAY SET 

OPT に AL 端テ… . 

OSD SHIFT、DISPLAY SET.. 


P 

PANORAMA 、 デコーダーパラメーター 
PEQ SELECT 、 EQUALIZER .…… .......... 

PHONES 端子 . 

PL LEVEL 音場パラメーター . 

PLII Game ......... 

PLII Movie ... . . . ... 

PLII Music .. . . . . . 

PLIIx Game . 

PLIIx Movie ..... 

PLIIx Music ...... 

PR LEVEL 、 音場パラメーター ................ 

PRE OUT 端モ ..... 

PRESENCE SP、CONFIG . 

PRESET インジケーター . 

Pro Logic . 

P . INIT . DLY 、 音場パラメーター... . 

P.ROOM SIZE . 音場パラメーター ........ 


R 

Recital/Opera. 音場プ□グラム..……. .............. 

REMOTE CON AMP、ADVANCED SETUP 
REMOTE SENSOR、ADVANCED SETUP, 

Repeat. iPod の再生 ... 

REV.DELAY 、 音場パラメーター . 

REV.LEVEL 、 音場パラメーター . 


圓付録 

4已311 00253367405124224655666779777678己979233 44362 906 
64699 246666475363337714464774462222466627666 44763 60己 
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YPAO インジケーター 


数字 

1 SPEAKER MENU、MANUAL SETUP 

2 VOLUME MENU、MANUAL SETUP . 

2 ch Stereo 、 音場プ□グラム . 

3 SOUND MENU . MANUAL SETUP .... 

3 D インジケーター . 

4 VIDE 日 MENU、MANUAL SETUP …… 
己 INPUT MENU、MANUAL SETUP …… 

己.]チャンネルスピーカー構成 . 

5.1 チャンネルスピーカー接続 . 

6 OPTION MENU . MANUAL SETUP ... 

6.1 チャンネルスピーカー構成 . 

6.1 チャンネルスピーカー接続 ... 

目.]/ 7.1 チャンネルデコーダー設定、 

INIT . CONFIG .. . 

7 ch Enhancer 、 音場プ□グラム . 

7 ch Stereo 、 音場プ□グラム . 

7.1 チャンネルスピーカー構成 . 

7.1 チャンネルスピーカー接続 . 


「©MASTER ON / OFF 」 や「⑤ DVD 」 （例）は、フ 

□ントパネルまたはリモコンキーなどの名称を表して 
いまず。それぞれのキーの場巧については、別紙「操 
作パネル図」、または本書巻末をご覧ください。 


V 

VIDEO AUX 端子 . 28 

VIDEO CONV.、VIDEO MENU . 74 

VIDEO 端子… .20 

Village Vanguardv 音場プ□グラム .44 

V 旧 TUAL インジケーター.… . 30 

V 日 LUME インジケーター . 31 

V 0 L . TRIM、INPUT MENU . 7已 

w 

Warehouse Loft 、 音場プ□グラム .44 


YBA -1 日の接続 ....... 27 

YDS -1 1の接続 ... 27 




0 807104已曰87己8 877曰7 
3 674737711711 7 4 4 11 
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■ フ□ントパネル 
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入力信号と再生スピーカー巧応表 


囚フ□ント左スピーカー 
回センタースピーカー 
因フ□ントちスピーカー 

□ 音び出るスピーカー 


画サラウンド左スピーカー 
國サラウンドちスピーカー 
画サラウンドバック左スピーカー 


國サラウンドバックちスピーカー 
回プレゼンス左スピーカー 
画プレゼンスちスピーカー 


□ 音び出ないスピーカー 


スピーカー設置図 


スピーカー設置図 

7 チャンネル構成 日チャンネル構成 

7 チャンネル構成 日チャンネル構成 


① 


⑤ 


③ 


④ 


回 固 

0 ® 0 
" 齒 & 
S 图画 胃 


因 画 

を貿0 
" 齒 & 

ス /?=• 

困 图画图 


回 固 

义间 & 

囚 y 因 


齒 


夕 

固國國画 


回 固 

0貿0 
" 齒 & 
8冨冨胃 


の 

回 

因 

み 

齒 

& 

或 

国 

ぞ 

国 


⑥ 


回 画 

囚®因 

" 齒& 

困图画因 




困 


图 


0質0 
" 齒 & 

み 夕 

图 國 


⑥ 


回 


固 


0 S 0 

齒 

困图國图 


0 S 0 

齒 

图 图 


0貿0 

" 齒& 

ろグ 

图 凹 


⑦ 


回 固 

0貿0 
一齒 " 

み /?=• 

困 图國图 


0質0 
" 齒 & 

み 夕 

图 凹 


0 i 0 

" 齒& 

夕 ぞ 

图 凹 


⑥ 


回 凹 

0貿0 

" 齒& 

因國图图 


0貿因 


ぶ 


齒 

图 國 


*1 DDEX / □□PLnx / Eig ミ 5 :消好時 

^□□EX / nnPLnx / C 3 ミ s :点丹時または 6.1 /7.1チヤンネル信号入力時 





入力信号 


音場プ□グラム 

3D 

2 チャンネル音声 

吕チャンネル音声 

已 .1 

6.1 /7.1 



(モノラル） 

(ステレオ） 

チャンネル音靑 *1 

チヤンネル音靑*吕 

CLASSICAL 

Hall in Munich 

ON 

① 

① 

② 

② 

Hall in Vienna 

Hall in Amsterdam 
Church in Freiburg 
Chamber 

LIVE/CLUB 

Village Vanguard 

OFF 

① 

① 

② 

④ 


Warehouse Loft 
Cellar Club 
The Roxy Theatre 
The Bottom Line 
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入力信号 



音場プ□グラム 

3D 

2 チャンネル音声 
(モノラル） 

吕チャンネル音声 已 .1 

(ステレオ） チャンネル音靑 *1 

6.1 /7-1 
チヤンネル音靑*吕 

ENTERTAINMENT 

Sports 

Action 巴 am 巨 
Roleplaying Game 
Music Video 
Recital/Opera 

MOVIE 

Standard 

Spectacle 

Sci-Fi 

Adventure 

Drama 

ON 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

② 

OFF 

⑦ 

④ 

⑤ 

④ 

MOVIE 

ON 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

② 

Mono Movie 

OFF 

③ 

⑤ 

② 

④ 

STEREO _ 

2ch Stereo 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

STEREO 

7ch Stereo 

MUSIC ENHANCER - 

7ch Enhancer 

④ 

④ 

④ 

④ 

SUR.DECODE 

Surround Decoder 
(Pro Logic) — 

(PLII Movie) 

(PLM Game) 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

④ 

SUR.DECODE 

Surround Decoder — 

{PLII Music) 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

④ 

SUR.DECODE 

Surround Dscode 广 
(PLIIx Movie) 

(PLIIx Game) 

{Neo:6 Cinema) 

{CSII Cinema) 

⑥ 

④ 

⑦ 

④ 

SUR.DECODE 

Surround Decoder 
{PLIIx Music) - 

{Neo:6 Music) 

{CSII Music) 

⑥ 

④ 

⑦ 

④ 

STRAIGHT 

Pure Direct 

MUSIC ENHANCER - 

Straight Enhancer 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

④ 
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GPL / し GPL 


本製品には 、 GNU General Public License ( GPL ) または GNU Lesser General Public 
License ( LGPL ) に基づきライセンスされるソフトウエアび含まれています。お客様は、当該ソフトウエア 
のソースコードを入手し、 GPL または LGPL に従い、複製、頒布および改変することびでをます。 

当該ソースコードはしツ下サイトからダウン□ー ドでをます。 

http://www.yamaha.co.jp/product/av/support/index.html 

ソースコードを CD - ROM など物理媒体での提供をご希望される場合には、実費にて承ります。しツ下の住所 

于 430-8650 おお市中区中お町1 0-1 ヤマ A 巧式を社 AV 機巧事業部 

ソースコードのご提供は原則として本製品のご購入の曰から3年間とします。 


■ GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place, Suite 330, 
Boston, MA 02111-1307 USA Everyone is permitted to copy and distribute verbatim 
copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and 
change it. By contrast, the GNU General Public License is intended to guarantee your 
freedom to share and change free software-to make sure the software is free for all its 
users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation’s 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free 
Software Foundation software is covered by the GNU Library General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General 
Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute 
copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive source 
code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in 
new free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you 
these rights or to ask you to surrender the rights. These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you 
must give the recipients all the rights 出 at you have. You must make sure that they, too, 
receive or can get 出 e source code. And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this 
license which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone 
understands that there is no warranty for this free software. If the software is modified 
by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is 
not the original, so 出 at any problems introduced by others will not reflect on 出 e 
original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid 
the danger that redistributors of a free program will individually obtain patent licenses, 
in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any 
patent must be licensed for everyone’s free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND 
MODIRCATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed 
by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of 出 is 
General Public License. The "Program", below, refers to any such program or 
work, and a ‘‘work based on the Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a work containing 出 e Program 
or a portion of it, either verbatim or with modi 扫 cations and/or translated into 
another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the 
term "modi 扫 cation’’.）Each licensee is addressed as "you". 

Activities other 出 an copying, distribution and modification are not covered by 出 is 
License; they are outside its scope. The act of running the Program is not restricted, and 
the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on 
the Program (independent of having been made by running the Program). Whether 出 at 
is true depends on what the Program does. 


1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you 
receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately 
publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; 
keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any 
warranty; and give any other recipients of the Program a copy of this License 
along wi 出 the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your 
option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion or it, thus 
forming a work based on the Program, and copy and distribute such modifications 
or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 
these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating 出 at you 
changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in 
part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If 出 e modi 扫 ed program normally reads commands interactively when run, 
you must cause it, when started running for such interactive use in the most 
ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate 
copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying 出 at 
you provide a warranty) and that users may redistribute 出 e program under 
these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print 
such an announcement, your work based on the Program is not required to 
print an announcement.) 

These requirements apply to the modi 丘 ed work as a whole. If identifiable sections 
of that work are not derived from the Program, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do 
not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when 
you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the 
Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, 
whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each 
and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work 
written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the 
Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or distribution 
med 山 m does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) 
in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on 
a med 山 m customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any 
third party, for a charge no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a 
medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This alternative is allowed only for 
noncommercial distribution and only if you received the program in object 
code or executable form with such an offer, in accord with Subsection b 
above.) 
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The source code for a work means the preferred form of the work for making 
modifications to it. For an executable work, complete source code means all the source 
code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the 
scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a 
special exception, the source code distributed need not include anything that is normally 
distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, 
kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless 出 at 
component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a 
designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the same 
place counts as distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as 
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long 
as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 
However, nothing else grants you permission to modily or distribute the Program 
or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept 
this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work 
based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and 
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or 
works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the 
recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may 
not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted 
herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties to this 
License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or 
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of 
this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly 
or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this 
License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular 
circumstance, the balance of the section is intended to apply and the section as a whole 
is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you に infringe any patents or other 
property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole 
purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence 
of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries 
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who 
places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted 
only in or among countries not thus excluded. In such case, 血 is License 
incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or 
concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a 
version number of this License which applies to it and "any later version", you have the 
option of following the terms and conditions either of that version or of any later 
version puDlished by 出 e Free Software Foundation. If the Program does not specify a 
version number of this License, you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose 
distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will 
be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our 
free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 


IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE 
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED 
TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS 
PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING 
ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR 
DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO 
OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR 
OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the 
public, the best way to achieve this is to make it free software which everyone can 
redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them に the 
start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each 
file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is 
found. 

cone line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the 
terms of the GNU General Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY ： without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
円 TNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE. See the GNU General Public 
License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General PudIjc License along with 
this program;ii not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, 
Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an 
interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author Gnomovision comes with 
ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type ‘show w’. This is free software, and 
you are welcome to redistribute it under certain conditions; type ‘show c’ for details. 

The hypothetical commands ‘show w’ and ‘show c’ should show the appropriate parts 
of the General Public License. Of course, the commands you use may be called 
something other than ‘show w’ and ‘show c ，； they could even be mouse-clicks or menu 
items-whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if 
any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; 
alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
‘Gnomovision’ (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

《signature of Ty Coon>,1 April 1989 
TV Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into 
proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may consider it more 
useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you 
want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 

■ GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright (C)1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, 
but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of 
the GNU Library Public License, version 2, hence the version number 2.1.] 
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11.BECAUSE THE PROGRAM IS UCENSED FREE OF CHARGE, THERE IS 
NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPUCABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING 
THE COPYIUG 肌 HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING. BUT NOT LIMITED TO, THE 
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Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change 
it. By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to 
share and change free software-to make sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designaRd 
software packages-typically libraries-of the Free Software Foundation and o 出 er 
authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully 
about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy 
to use in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General 
Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of 
free software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or can 
get it if you want it; that you can change the software and use pieces or it in new free 
programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbia distributors to deny you 
these rights or to ask you to surrender these rights. These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must 
give the recipients all the rights that we gave you. You must make sure 出 at they, too, 
receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must 
provide complete object 扫 les to the recipients, so that they can relink them with the 
library after making changes to the library and recompiling it. And you must show them 
these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we 
offer you this license, which gives you legal permission to copy, distribute and/or 
modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for 
the free library. Also, if 出 e library is modified by someone else and passed on, the 
recipients should know that what they have is not the onginal version, so that the 
onginal author’s reputation will not be affected by problems that might be introduced 
by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We 
wish to make sure that a company cannot effectively restrict 出 e users of a free program 
by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any 
patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full 
freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General 
Public License. This license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain 
designaRd libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We 
use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non- 
free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the 
combination of the two is legally speaking a combined work, a derivative of the original 
library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the 
entire combination 扫じ its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the 
user’s freedom than the ordinary General Public License. It also provides other free 
software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These 
disadvantages are the reason we use 出 e ordinary General Public License for many libraries. 
However, 出 e Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest 
possible use of a certain library, so that it becomes a de-facto standard. To achieve this, 
non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free 
library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to 
gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General 
Public License. 

In o 出 er cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a 
greater number of people to use a large body of free software. For example, permission 
to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the 
whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although 出 e Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it 
does ensure that the user of a program that is linked with the Library has the freedom 
and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conaitions for copying, distribution and modification follow. Pay 
close attention to the difference between a ‘‘work based on the library" and a "work that 
uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter 
must be combined with the library in order to run. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND 
MODIRCATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which 
contains a notice placed by the copyright holder or other authorized party saying 
it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also 
called “this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be 
conveniently linked with application programs (which use some of those functions and 
data) to form executables. 


The "Library", below, refers to any such software library or work which has been 
出 stributed under these terms. A "work based on the Library" means either the Library 
or any derivative work under copyright law: 出 at is to say, a work containing the Library 
or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated 
straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is included without 
limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means 出 e preferred form of the work for making 
modifications to it. For a library, complete source code means all 出 e source code for all 
modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used 
to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modi 扫 cation are not covered by this 
License; they are outside its scope. The act of running a program using the Library is 
not restricted, and output from such a program is covered only ば its contents constitute 
a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that 
uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source 
code as you receive it, in any medium, provided 出 at you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 
disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to 
the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with the 
Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your 
option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus 
forming a work based on the Library, and copy and distribute such modifications 
or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 
these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you 
changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third 
parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be 
supplied by an application program that uses the facility, other than as an 
argument passed when the facility is invoked, then you must make a good 
faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such 
function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its 
purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is 
entirely well-defined independent of the application. Therefore, Subsection 2d requires 
that any application-supplied function or table used by this function must be optional; if 
the application does not supply it, the square root function must still compute square 
roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If idend 扫 able sections of 
that work are not derived from the Library, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you 
distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the 
distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for 
other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of 
who wroR it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work 
written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library 
(or with a work based on the Library) on a volume of a storage or distribution medium 
does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License 
instead of this License to a given copy of the Library. To do this, you must alter all 
the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU 
General Public License, version 2, instead of to 出 is License. (If a newer version 
than version 2 of the ordinary GNU General Public License has appeared, then 
you can specify that version instead ii you wish.) Do not make any other change 
in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary 
GNU General Public License applies to all subsequent copies and derivative works 
made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a 
program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under 
Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you accompany it with the complete corresponding machine- 
readable source code, which must be distrib 山 ed under the terms of Sections 1 and 
2 above on a medium customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designaRd 
place, then offering equivalent access to copy the source code from 出 e same place 
satis 丘 es the requirement to distribute the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 
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5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is 
designed to work with the Library by being compiled or linked with it, is called a 
"work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of 
the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable 
that is a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), rather 
than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this License. 
Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the 
Library, the object code for the work may be a derivative work of the Library even 
though the source code is not. Whether this is true is especially signi 扫 cant if the work 
can be linked without the Library, oi •ば the work is itself a library. The threshold for this 
to be 比 ue is not precisely de 扫 ned by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and 
accessors, and small macros and small inline functions (ten lines or less in length), then 
the use of the object 丘 le is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative 
work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall 
under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code 
for the work under the terms of Section 6. Any executables containing that work also 
fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itse 比 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that 
uses the Library'' with the Library to produce a work containing portions of the 
Library, and distribute that work under terms of your choice, provided 出 at the 
terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it 
and that the Library and its use are covered by this License. You must supply a copy of 
this License. If the work during execution displays copyright notices, you must include 
the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things; 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable 
source code for the Library including whatever changes were used in the 
work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the complete machine- 
readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, so 
that the user can modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is understood that the user 
who changes the contents of definitions files in the Library will not 
necessarily be able to recompile the application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A 
suitable mechanism is one that (1)uses at run time a copy of the library 
already present on the user’s computer system, rather than copying library 
functions into the executable, and (2) will operate properly with a modified 
version of the library, if the user installs one, as long as the modified version 
is interface-compatible with the version 出 at the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give 
the same user the materials specified in Subsection 6a, above, for a charge no 
more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a 
designated place, offer equivalent access to copy the above specified 
materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you 
have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include 
any data and utility programs needed for reproducing the executable from it. However, 
as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, 
unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other 
proprietary libraries that do not normally accompany the operating system. Such a 
contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable 
that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side 
in a single library together with other library facilities not covered by this License, 
and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of 
the work based on the Library and of the other library faciliUes is otherwise 
permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the 
Library, uncombined with any other library facilities. This must be distributed 
under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a 
work based on the Library, and explaining where to find the accompanying 
uncombmed form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except 
as expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License will not have their licenses 
terminated so long as such parties remain in full compliance. 


9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 
However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Library 
or its derivative works. These actions are prohibited by law ば you do not accept 
this License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work 
based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and 
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or 
works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the 
recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, 
distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the 
rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third 
parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or 
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of 
this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly 
or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and 血 is 
License would be to Rfrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular 
circumstance, the balance of the section is intended to apply, and the section as a whole 
is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other 
property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole 
purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to dis 杠 ibute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence 
of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either 
by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places 
the Library under this License may add an explicit geographical distribution 
limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the 
limitation as if written in the body of 出 is License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 
Lesser General Public License from time to time. Such new versions will be 
similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version 
number of this License which applies to it and "any later venion", you have the option 
of following the terms and conditions either of that version or of any later version 
published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever published by the Free Software 
Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose 
distribution conditions are incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. 
Our decision will be guided by the two goals of preserving the free sta 山 s of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS UCENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO 
WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPL に ABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING 
THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTES PROVIDE THE 
LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPL 圧 D ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE 
LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPUCABLE LAW OR AGREED 
TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS 
PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING 
ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA 
BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR 
THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH 
ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY 
HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 
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How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the 
public, we recommend making it free software that everyone can redistribute and 
change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, 
under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach 
them to the start of each source 扫 le to most effectively convey the exclusion of 
warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where 
the full notice is found. 

く one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/or modify it under the 
terms of the GNU Lesser General Public License as published by the Free 
Software Foundation; either version 2.1of the License, or (at your option) any 
later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General 
Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License 
along with this library; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 
Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if 
any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library Trob' (a 
library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

(signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That’s all there is to it! 
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リモコンコードー覧 


テレビ 


BYDESIGN 

1430 の 14401 □ 
14501 日 14601 

EPSON 

11001 

FUJITSU 

08701 □ 10401 

FUNAI 

025 日の日 27 日の 
03701 

HITACHI 

00101 □ 00301 

LG 

日 030 の日 04 日の 
0090 ID 日 1601 日 
02601 日 09001 

MITSUBISHI 

日 0301 □ 日 130 の 
日 1601 日日 1901 日 
02001 日 02601 日 
02701 日 03101 日 
日 3401 日日 6701 日 
11201 日 11901 

NEC 

0010 の 00301 □ 
日日 601 □ 02 腑の 
02101 [] 0240 ID 
02601 □ 05701 □ 
腑 501 日 13201 

ORION 

00401 日 03101 日 
04101 □ 05801 日 
腑 801 

PANASONIC 

00401 日 00601 日 
00801 □ 02201 □ 
03401 □ 08301 □ 
12401 

PHILIPS 

00001 日 0030 の 
00401 □ 00601 □ 
00801 □ 01201 日 
日 1601 日 02601 日 
0490 ID 日 7 腑 1 日 
0880 の 12601 

PIONEER 

0170 の 02201 □ 
02301 日 03801 日 
08601 日 09501 日 
11301 

SAMSUNG 

日 01 日の日 030 の 
00401 日 00901 日 
01101 日 01201 日 
0200 ID 02601 日 
03701 □ 04701 □ 
07001 り 07401 □ 
07801 □ 0890 ID 
09801 □ 10501 □ 
10701 

SANYO 

01401 日 02001 日 
02701 □ 0290 ID 
04301 □ 10201 

SHARP 

00301 日 01301 日 
08301 

SONY 

00001 日 08301 日 
11101 日 11601 □ 
12701012901 

TOSHIBA 

0090 ID 日 2 腑 1 日 
02101 □ 06601 □ 
07801 □ 08301 □ 
10901 □ 12101 日 
12301 日 13 腑 1 日 
13201 

VICTOR 

00701 □ 03401 □ 

日 4801 日 05801 日 
08301 日日 8401 日 
08701 


YAMAHA 00301 日 01801 日 
08301 □ 10001 □ 
110 日の 135 日の 
13601 □ 137 日の 
13801 □ 14001 □ 
14101014201 


ビデオデッキ 

FUNAI 

00002 

HITACHI 

00002 □ 00402 日 
00602 □ 00702 □ 
02002 

LG 

00402 □ 00702 日 
00902 □ 02902 

MITSUBISHI 

00602 □ 00802 日 
01302 □ 015020 
03502 

NEC 

00302 □ 00402 日 
00602 □ 011020 
013020 01602 

ORION 

01702 □ 02602 日 
02702 □ 04402 

PANASONIC 

003020 01802 日 
01902 □ 03102 □ 
03702 □ 04502 

PHILIPS 

003020 01502 日 
03202 □ 039020 
04002 

PIONEER 

007020 01302 日 
01502 

SAMSUNG 

00902 □ 02002 日 
02802 

SANYO 

日 1002 □ 01602 日 
02002 

SHARP 

01102 n 03502 

SONY 

000020 腑 102 日 
日 0202 □ 00302 □ 
0330 の 04102 

TOSHIBA 

00602 □ 00802 日 
00902 □ 01302 □ 
01502 □ 03602 

VICTOR 

00602 □ 00902 
01302 

YAMAHA 

00602 

ケーブルテレビ 

チューナー 


PANASONIC 

00003 □ 00203 日 
00403 

PHILIPS 

日 1 腑の 01103 

PIONEER 

00503 日 01603 日 
01903 

SAMSUNG 

日日腑の 00503 

SONY 

02103 

TOSHIBA 

00003 

衛星放送チューナー 

HITACHI 

01404 n 02804 

HUMAX 

034040 05304 

MITSUBISHI 

02304 

PANASONIC 

00904 □ 01904 日 
日 3004 □ 腑 504 

PHILIPS 

00204 □ 00704 日 
01404 □ 02004 □ 
02204 □ 02304 □ 
03104 □ 04104 □ 
05104 □ 腑 904 

PIONEER 

03104 


SAMSUNG 03804 n 04604 日 

06004 □ 06204 

TOSHIBA 023040 02704 〇 

06904 

VICTOR 0%04 


CD プレー 

ヤー 

DEMON 

01005 

KENWOOD 

00105 D 00405 

MARANTZ 

日日205日00605 

PANASONIC 

00205 

PHILIPS 

日腑 05 

PIONEER 

003050 00905 

SANYO 

00805 

SHARP 

00405 

SONY 

00005 

V に TOR 

00505 

YAMAHA 

01105 □ 01205 

CD レコー 

夕.一 

MARANTZ 

01305 

YAMAHA 

01405 

DVD プレ - 
レ コー タ‘一 

- ャ ー / 

DEMON 

00006 

HITACHI 

01106 □ 01507 □ 
01906 

KENWOOD 

00006 D 00606 

LG 

02906 

MARANTZ 

00706 

MITSUBISHI 

00206 

ONKYO 

00106 D 04806 

PANASONIC 

00006 D 00007 □ 
00107日腑2070 
01606 □ 04206 □ 
05006 

PIONEER 

00406 □ 00407 □ 
00507 □ 00607 □ 
01006 □ 015060 
016060 05306 

SAMSUNG 

01106 D 04506 

SANYO 

02006 

SHARP 

01207日01307 □ 
01406 

SONY 

00506 □ 00907 □ 
01007 □ 01107日 
04006 □ 05106 

TOSHIBA 

00106 □ 00307 □ 
04606日04806日 
05406 

VICTOR 

00906 □ 013060 
01407 

YAMAHA 

00006 □ 00706 □ 
00707 □ 00806日 
04306 D 04406日 
04706 

Blue-ray / 

/ 

HD DVD プレーヤー / 

レコー タ‘一 


ONKYO 

04806 

PANASONIC 

05006 

PIONEER 

05306 

SONY 

05106 

TOSHIBA 

04806 □ 05406 


LD プレ — 

■ヤー 

PIONEER 

00008 

SONY 

00208 

YAMAHA 

00308 

MD レコ - 

— 夕 .— 

KENWOOD 

001 峭 

ONKYO 

腑 309 

SHARP 

00209 

SONY 

000 峭 

YAMAHA 

00409 日日日 509 日 
00609 

チューナー 

YAMAHA 

00510 □ 01410 □ 
03110 日 04810 日 
05510 日 05610 日 
05710 日 0 細 0 日 
05910 日 06010 

YAMAHA (TUNER の。 


04910 

YAMAHA (TUNER ID2) 


05010 

テープデッキ 

PHILIPS 

00111 

PIONEER 

00011 

SONY 

00211 

YAMAHA 

0031 の 00411 


その他の機器 


YAMAHA (iPod) 

05310 



m 
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ヤマ八ホットラインヴービスネットワーク 

ヤマ； V ホットラインサービスネットワークは、本機を末をく、を/むしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問いをわ切ま、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡くださし、。 


ヤマ AAV 製品の煤能や巧り扱いに関するお P 恥1をねだ 

■ ヤマノ Vオーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か6寄せ5れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

性国共思 ^ 0570 -01-1808 

全国どこからでも市内通話料をでご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か日は下記番号におかけください。 

TEL (053) 460-340 白 

于 430-86 已〇静岡県お松市中区中ミ尺町1 0-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:日〇〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修理、ヴービスパーツに関するお Ba いちわせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
性国其遇 査2、0570 -01-2808 

す巧 YP*. 

全国どこからでお市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜日日:日日〜1日:日日±曜曰目:0日〜17:3曰 

修理お持ち込み窓口 

黄巧日：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間： 9:0日〜17:4己 

北海道 〒〇 64-8 日43札幌市中央区南10条西 1 T 目 1- 已〇 
ヤマノけ Z ンター巧 
FAX (日] 1)512-6109 

首都圏 干143-日日06東京都大田区平和島吕 T 目1-] 

京お トラックター S ナル巧14号棟 A -5 F 
FAX (日 3) 己7白 2-2 12己 

お松、 干43日-001目お松市東区和田町2日日 
ヤマ八(株)和田工場巧 
FAX (日已 3) 斗62-白244 

名ち屋 〒4日4-日日巳8名ち屋市中" I 区玉川町 2 T 目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 〒巳64-日日日2吹田巿広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルデイング 2 F 
FAX (0 日)目33日-己己35 

九州 干81 2-8508 福岡市博を区博を駅前 2 T 目]1 -4 

FAX (092)472-2] 37 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変到こなる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ日から]年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証 
書をご覧 < ださい。 

♦ 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品巧金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合もありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術をを派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料盡をいただく場をびあります。 

• 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修巧性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り渡8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳し< 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知6せ 
ください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせください。 
《品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る塌含があります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参職び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本磯をま永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩韩部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ八電気音響製品修 
理受付センターへご相談<ださい。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコント □— ル、スイッチ • リレー類、接続端子、ランスベルト、 
ピンチ □- ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、を全にご使用いただくために A V 製品全般につしで記載して 
おりまず。 




7 来年ご巧用の製品の点巧を！ 

、 

の 

愛情点検 

こんな症げはありませんか？ 

♦ 電源コード-プラグび異常に熱い。 

• コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

• 製品に帥れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてお正常に作動しない。 

• その他の異常•故障びある。 

畢 



ずぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源フラグをコンセントから抜を、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にごホ目談ください。 
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鑛 YAMAHA 


四 

DSP - AX 1 900操作ノ ネル図 


イラストに記載されている数字やアルフアベットは、取扱説明書中のキーなどに付記されている数字やアルフアベットに対応しています。 


■ フ□ントパネル 
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